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■ 人類はひとつ 世界中に友情の橋を
かけよう 向笠廣次新 RI会長は “人類
はひとつの大きな家族,不信と猜疑をと
り除こう"と 訴えております。 (1頁 )

■ 新 RI会長,新ガバナー紹介  “人
類はひとつ"と いわしめた新 RI会長の
人柄と,そ のテーマを推進する26人の新
ガバナーの横顔を紹介した。 (4～ 34頁 )

■ 日本国の成立 斬新な仮説で日本古
代史に照明をあてる梅原猛氏が,縄文,
弥生の時代まで遡って日本および日本人

を解き明かす。      (② ～③頁)
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情熱と実行  人
第266地区ガバナー 戸田 孝君

戸田さんは「若き情熱と信念のあるロータリ

アン」であり,戸田さんと話すと知らぬ間に温

かい人間性を感じる魅力のある人である.

昭和37年入会以来の皆勤で,そ の間,幹事 ,
会長,地区委員の要職を歴任され,ポール・′ヽ

リス・フェロー,米山功労者であって,ク ラブの

発展に尽されたのである.会員の信頼も厚く,

常に冷静,緻密な才能の持ち主で信頼するに足

る言行,含蓄のある会話はいつも温かな雰囲気

をかもし出している.

戸田さんの尊父は富山県福野町出身, ご両親

は80歳を越す高齢ですこぶる健康,明 るい日々

を送っていられる余慶は何にもかえ難いもので

ある.常に家訓の「積善の余慶」のモットーを

守 り,戸田奨学会を設け恵まれない多くの学生
への奉仕を続けられている これこそ「最も多
く奉仕する者は最も報われる」とのロータリー

の哲学に通じるものがある.

戸田さんは大阪大学工学部卒,開 トヤマビル

・栄和建設鵬代表取締役,法令建築事務所長 ,

一級建築士 (建築主事),趣味は絵画,ゴルフで

ある.先年倉1立 10周年記念事業にベルヴュー・

大正15年 1月 7日 生

昭和25年大阪大学工学

部卒.0ト ヤマビル・

栄和建設 FAl代 表取締

役 法令建築士事務所
所長・―級建築士

ロータリー歴 37年八

尾RC入会 会長,幹
事,地区委員 米山功
労者 PH.フ ェロー

八 尾 辻合 喜代太郎

ガーデンを八尾市労働会館に設計,施工された。

(八尾市とアメリカ, ワシントン州ベルヴュー

市と姉妹都市を提携している)

戸田さんは和の精神の具現につとめ,社会 ,
職業奉仕活動の実践に卒先垂範,業蹟がある。

ご家族はご両親,医博 (眼科)の ご夫人,東

大大学院のご長男,関西医大在学中のご次男 ,

吉川病院副院長に嫁いだ長女と円満なご家庭を

築いておられる.

戸田さんは当地区分割後最初のガバナーで今

後その運営に期待されることも多大である.同

氏の誠実な人格と若き燃ゆる情熱は,期せずし
て会員達にロータリアンとしての信念を自覚せ

しめすばらしい業蹟を挙げられるに違いない.

会 計     資金委員長    大会委員長

古 川  利 行   吉 川  鹿 雄   長 谷 川 善 吾

(八尾)     (八 尾)     (八 尾 )

地区代表幹事

古藤 敏夫
(八尾 )

昭和 57年 7月 号



しだ れ 桜 80本 を植 樹
愛知県  名古屋守 山 (第260地区 )では,東谷 山フルーツ
パ ークに しだれ桜 80本を植樹 したI同パ ークは将来 1千
本 を 目標 に しだれ桜の名所 にす る計画で,当 クラブ も継
続事業 として協 力 する方針 であ る 写真 は植樹 す る福井
会長 と交換学生

Nagoya Morivama RC p:anted 80 droOping cherry tree
soodings in Higashitaniyama Fruit Park  :t is planned to

make the park a famous place for drooping cherry blossoms
by planting l,000 seed‖ ngs. The c:ub intonds to cooperate

in the plan until its rea‖ zation The photograph shovvs
prosidOnt ichikawa and overseas exchange studonts planting

the sood‖ ngs.(D-260)

in commemoration of th0 5th anniversary of its fOunding′

Shijonawate RC planted loO cherry treo seodlings in the
Citizen Plaza. A‖  the club members participated in the
event and the ch‖ dren of the :oca: softba‖ loague,which
the club is backing,holped them (D‐ 266)

市 民 の 広 場 に 桜 100本 を植 樹
大阪府  四條畷 (第 266地区 )では,ク ラブ創立 5周 年 を
記念 して,桜の苗木 100本 を市民の広 場に植樹 した 当
日は全会員 とクラブが後援 してい る軟式野球連盟の子 ど
も達が協力 して くれ た

:chinoseki Rtns visited Fukko― en,a special homo for old
peo p:e, and commemorated the comp:etion of a nevv
bui:ding fOr the home by p!anting a drooping willow
and flowors in thO gardon (D-252)

新 設 老 人 ホ ー ム を慰 問

岩手県 ―関 (第 252地区)では, このほど,特別老
人ホーム ゛福光園

″の新築落成を記念 して,同 園を
慰問, しだれ桜や花の苗を植樹 した

Seto RC donated ¥450,000 to the city fo「  buying
p!astic baskets to be used in its c:assified garbage

co‖ ection.The baskets,p:acod at the designated placos,

are usefu! in separating the different kinds of garbage.

(D-260)

ゴ ミの 分 別 収 集 容 器 代 を 寄 付

愛知県 瀬戸 (第 260地区 )では,市に資源 ゴ ミ分別
収集容器の購 入代 として45万円 を寄付 した 容器 は
市内の集積所 に配置 され,各家庭 か ら持 ち出 され た
資源 ゴ ミの分別収集に有効に使 われ てい る
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区
で
は
、
当
時

の
伊
瀬
方
古
ガ
バ
ナ
ー
の

音
頭
と
り
で
、
数
十
名
が

浄
財
を
寄
付
、
ま
た
神
奈

川
県
藤
沢
北
西
Ｒ
Ｃ
、
和

歌
山
県
橋
本
Ｒ
Ｃ
も
そ
れ

ぞ
れ
ク
ラ
ブ
単
位
で
協
力

寄
付
を
行
な

っ
た
。
二
六

六
地
区
世
界
社
会
奉
仕
委

員
会
は
、　
一
九
八

一
―
八

二
年
の
地
区
Ｗ
Ｃ
Ｓ
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て

支
援
す
る
こ
と
を
決
定
、

そ
の
目
録
を
携
え
て
二
月

二
十
五
日
の
落
成
式
に
赴

い
た
が
大
統
領
も
列
席
し

盛
大
で
あ

っ
た
ｃ

（第

二
六
六
地
区
　
大
阪
府
　
手
袋
製

造
）

交
換
学
生
と
接
す
る
法福

岡
東
南
　
中
村
　
次
郎

ァ
メ
リ
カ
の
交
換
学
生
、
ブ
ル
ッ
ク

・
ク
ロ
フ
ォ
ー

ド
粛
を
約
六
カ
月
私
の
家
庭
で
お
世
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
感
想
を
つ
づ

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

ま
ず
、
語
学
に
つ
い
て
―
―

日
本
に
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
が
来
る
ま
で
に
、
ほ
と

ん
ど
日
本
語
の
勉
強
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
気

に
な
り
ま
す
Э
こ
れ
は
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
や
家

庭
に
と

っ
て
も
大
き
な
障
害
で
す
。
日
常
の
あ
い
さ
つ
、

食
事
や
簡
単
な
用
件
な
ど
は
す
ぐ
日
本
語
を
お
ぼ
え
ら

れ
ま
す
が
、
よ
り
深
く
理
解
し
合
う
た
め
に
は

一
年
か

半
年
は
来
日
前
に
、
日
本
語
を
学
ん
で
き
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
、
受
け
入
れ
の
家

族
に
英
語
が
話
せ
る
人
が
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し

ょ
う
。
家
庭
生
活
の
中
で
、
子
供
た
ち
を
交
え
て

一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
お
互
い
の
興
味
や
そ
の
日
の
生
活
体
験

を
話
し
合

っ
た
り
、
時
に
は
国
際
問
題
、
政
治
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
楽
し
い
こ
と
で

す
し
、
有
意
義
で
す
。

教
育
制
度
に
つ
い
て
―
―

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
高
校
に
お
け
る
教
育
制
度
に
大

き
な
相
連
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
高
校
は
、
ほ
と
ん
ど

が
必
須
課
目
で
選
択
科
目
は
少
な
く
、
大
学
受
験
の
た

め
集
中
的
に
組
み
込
ま
れ
た
制
度
で
個
性
が
生
か
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ

で
は
教
科
の
内
容
が
、
生
徒
の
希
望
す
る
課
目
を
自
由

に
選
択
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
グ
レ
ー
ド
も

カ
ウ
／
セ
ラ
ー
に
相
談
し
な
が
ら
、
選
択
で
き
る
よ
う

で
す
ｃ
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
の
第

一
の
不

満
は
、
日
本
の
学
校
や
家
庭
に
は

″
チ
コ
イ
ス
″

（選

択
）
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
　
生
徒
は
自
分
の
責
任

で
チ
コ
イ
４
７
７
男

た
、
チ
ョ
イ
ス
タ
、社

教
市

マ

家
庭
生
活
は
認
め
ら
れ
な
い
と

、ヽ
う
の
で
す
　
ブ
ル
ッ

ク
が
、
私
に
最
初
に
言

っ
た
不
満
は
　
お
父
さ
ん
く
５
け

と
い
う
言
葉
を
随
わ
な
い
で
下
さ
い
　

ｏ
す
ｏ
一８

と
い

う
言
葉
を
使

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
ｃ

私
は
、
こ
れ
を
聞
い
て

「
君
が
Ｏ
Ｆ
ｏ
い８
を
主
張
す
る

な
ら
、
私
も
〇
】】ｏ
”８

を
主
張
し
た
い
。
君
を
わ
が
家
に

迎
え
る
か
ど
う
か
は
私
の

Ｏ
Ｆ
ｏ
】Ｒ

だ
。
私
の
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
場
合
は
、
こ
こ
に
居
て
ほ
し
く
な
い
、

ア
メ
リ
カ
に
帰

っ
て
く
れ

一
と
、
大
い
に
議
論
し
た
も

の
で
し
た
　
教
育
制
度
の
相
道
を
急
に
変
え
る
わ
け
に

は
つ
か
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
教
育
を
さ
れ
て

き
た
生
徒
で
あ
る
こ
と
を
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で
接

し
な
け
れ
ば
、
心
の
交
わ
り
は
で
き
な
い
し
、
教
育
効

果
も
上
ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
．

学
校
生
活
に
つ
い
て
―
―

学
校
で
の
教
育
は
そ
の
機
関
に

一
任
す
る
ほ
か
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
語
学
力
の
な
い
ア
メ
リ
カ
の
生
徒
を

一

⑩ 1982 voL 30 N0 7



目 次
地域社会へ友情の橋をかけよう

RI会長 向笠廣次 1

今月の言葉 信頼二題………………郡山 作田正治 3

大いなるグラスで咲いた友愛の花  - 4
“人類はひとつ"をめぐって … …  …8
末永直行 松平一郎 上野 豊 蔵並定男

1982～8昨度 RI理 事会メンバー紹介…… 12

1982～83 国際ロータリー委員会委員   … 15

エバンス トン便り……… … ………………… 16

8月 のロータリー………… …………………………17
1982～83 日本国内各種委員会委員……… …  18

告知板 …………… ……………………… 19

ガバナーのページ … …… …  ……… …20
第250地 区  田巻寅三・第251地 区  山賀  勇

第252地 区 藤崎二郎助・第253地 区 石黒慶之助

RI会長主催 日韓親善会議 ……… …   24

座談会 日韓親善会議の成果 と今後の展望一 ・26

「友」英語版のお申込みを …      ………30

ロータ リー・ ア ッ ト・ ワーク    ー ー31

インターアクト・ローターアクト・交換学生のベージ…42

地区大会告知板 I  一  -   44
第260・ 250・ 253・ 257・ 261・ 252・ 259・ 251・ 256・ 271地 区

1982-83年度全国会員名簿 ……… … … … …………49

委員の言葉 。青森東 柳谷文彦 黒羽 鈴木和雄  ………50

『友』からのお知らせ………………………………………52

ロータリーの友

第30巻 第 8号

■ 地域社会へ友情の橋をかけよう 向
笠 RI会長は分裂と対立を取り除くため
クラブ会合に会員以外の人種,宗教,国籍

の異なる人々を招こうと訴える。 (1頁 )

■ “人類はひとつ"をめぐって 本年
度のテーマはどのような意図,背景のも
とに生まれたのか.各年度テーマとのか
かわりは,4氏の座談会。 (8～ 11頁 )

■ 世界情勢と日本の進路 世界各地で
多発する局地戦争は世界戦争にまで発展

するか。日本のとるべき道は.元国連大
使 。加瀬俊一氏の講演要約  (②～③頁)

表
紙
・
光
琳
筆

「芙
蓉
図
屏
風
」
…
…
　
黒
田
泰
三
①

世
界
の
情
勢
と
日
本
の
進
路

加
瀬
俊
一
②

コ
レ
ク
タ
ー
の
心
理

⑦

友
愛
の
広
場

心
配
な

″
日
本
通
″
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
北
　
原
　
　
清

海
を
渡
る
善
意
の
切
手
　
　
　
　
　
　
　
一Ｆ
田
　
赤
塚
正

一

グ
ッ
ハ
ウ
の
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
須
賀
川
　
須
田
秀
幸

Ｐ
Ｈ
Ｄ
運
動
の
す
す
め
　
　
　
　
　
　
　
駿
河
　
田
辺
次
郎

へ
そ
曲
り
の
つ
ぶ
や
き
　
　
　
　
　
　
　
君
津
　
山
中
　
一九

強
制
は
し
て
い
な
い
　
　
　
　
　
　
大
阪
柏
原
　
中
嶋
或
郎

職
業
奉
仕

へ
の
第

一
歩
　
　
　
　
　
　
　
古
河
　
清
水
伸
浩

古
切
手
が
な
ぜ
役
立
つ
か
　
　
　
　
　
　
東
城
　
石
原
俊
夫

道
徳
律
と
職
業
奉
仕
　
　
　
　
　
　
甲
府
西
　
斎
藤
喜
久
雄

体
験
し
て
自
分
の
も
の
に
　
　
　
　
　
旭
川
北
　
伊
藤
直
彦

青
少
年
の
指
導
理
念
　
　
　
　
　
名
古
屋
港
　
佐
藤
彦
九
郎

空
中
観
音
と

「
世
界
連
邦
」
の
願
い川
崎
日
吉
　
佐
治
正
二
郎

横
山
大
観
２
扇
子
　
　
　
　
　
　
　
東
京
東
　
長
谷
川
徳
次

「
君
が
代
」
二
番
の
歌
詞
　
　
　
　
　
　
小
倉
　
鶴
原
六
郎

ロータリ
ー俳壇
……
…
‥螂剛制対避⑩

卓
話
の
泉

書

は
人
な
り

ｏ
原
子
核

・
最
近

の
発
ガ

ン
傾
向

・
日
本
食
物
文
化
考

。
ボ
テ
ト
チ

ッ
プ

ス

・
輸

出
入
植
物

の
検
疫

・
べ

っ
甲

・
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル

趣
味
の
手
帳

談
話
室

福
島
南
　
斉
藤
浩

・
鎌
倉
　
中
森
晶
三

・
狭
山
　
町
田
恒
蔵

・
石
岡

青
木
光

一
。
東
城
　
石
原
俊
夫

・
藤
岡
北

・
青
森
　
優

口
喜
四
郎

・

堺
泉
北
　
佐
藤
祐
弘

・
横
浜
港
北
　
横
山
勇

・
関
西
Ｒ
研
究
会

。
若

松
中
央

・
寒
川

投
書
箱

文
庫

。
米
山
奨
学
会
だ
よ
り

『
友
』
へ
お
送
り
い
た
だ
い
た
本
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私
は
花
束
を
抱
え
た
ま
ま
で
マ
イ
ク
を
と
っ
た
。

「
私
た
ち
夫
婦
が
、
金
婚
式
を
す
ま
せ
た
に
し
て
は
、

若
過
ぎ
る
と
い
う
皆
さ
ん
の
観
察
は
正
し
い
。
実
は
、

私
た
ち
二
人
は
幼
稚
園
時
代
に
結
婚
式
を
挙
げ
た
の
だ

か
ら
…
」

と
っ
さ
の
ジ

ョ
ー
ク
に
、
再
び
満
場
の
笑

い
が
沸

い

た
。
正
直
な
と
こ
ろ
私
の
ジ

ョ
ー
ク
も
満
更
で
も
な
い

な
、
と
い
さ
さ
か
得
意
に
な

っ
て
い
た
ら
、
パ
ー
テ
ィ

の
帰
り
ぎ
わ
に
、
ア
メ
リ
カ
人
の
お
ば
あ
さ
ん
に
呼
び

と
め
ら
れ
た
。

「
あ
な
た
は
、
幼
稚
園
時
代
に
結
婚
し
た
と
い
っ
た
が

日
本
で
は
い
ま
で
も
、
そ
ん
な
幼
児
結
婚
が
許
さ
れ
て

い
る
の
か
」

と
、
真
剣
な
質
問
で
あ
る
。
私
は
慌
て
て
、
い
え
、

あ
れ
は
単
な
る
ジ

ョ
ー
ク
で
…
と
言
い
訳
し
た
の
で
あ

る
が
、
ど
う
も
ま
だ
納
得
の
ゆ
か
ぬ
顔
。

あ
と
で
聞
い
た
話
だ
が
、
最
近
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、

映
画

「
将
軍
」
以
来

の
サ
ム
ラ
イ

・
ブ
ー
ム
で
、
そ
の

昔
、
日
本
の
武
家
、
豪
族
の
間
で
政
略
的
に
行
わ
れ
て

い
た
幼
児
結
婚
が
、
い
ま
も
実
存
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
思

っ
て
い
る

″
日
本
通
″
が
か
な
り
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
ま
た
、
私
は
心
配
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
テ
の

″
日
本
通
〃
が
、
せ

っ
か
く
軌
道
に
乗
り

か
か
っ
て
い
る
日
米
文
化
交
流
に
、
暗

い
影
を
落
し
は

し
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
で
あ
る
。
ま
こ
と
、

過
ぎ
た
る
は
猶
及
ば
ぎ
る
が
如
し
で
あ
る
。

（第
二
六
大
地
区
　
大
阪
府
　
・フ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
）

海
を
波
る
善
意
の
切
手

一Ｆ

田
　
赤
塚
　
正

一

去
る
四
月
下
旬
か
ら
三
週
間
、
私
は
日
豪
相
互
訪
問

の
青
少
年
男
女
二
十
六
名
の
団
長
と
し
て
、
西
豪
パ
ー

ス
を
訪
問
し
た
。
団
員
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
家
庭
で
そ

れ
ぞ
れ
ご
厄
介
に
な
り
心
か
ら
の
接
待
を
受
け
言
葉
で

表
わ
せ
な
い
感
激
で
あ

っ
た
。

滞
在
中
は
市
内
外
を
視
察
し
、　
一
泊
旅
行
で
農
場
地

帯

の
見
学
、
三
泊
四
日
の
バ
ス
に
よ
る
ア
ル
バ

ニ
ー
方

面

へ
の
往
復

一
千
三
百
キ
ロ
の
旅
行
、
さ
ら
に
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
所
有
の
ヨ
ッ
ト
ニ
隻
で
の
周
航
な
ど
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
国
際
理
解
の
た
め
い
さ
さ
か
の
お

役
に
立
て
た
と
考
え
て
い
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
終
り
に

近
づ
き
五
月
五
日
夜
約
二
百
五
十
名
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
さ
よ
う
な
ら
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、
い
ろ
い
ろ
の

行
事
が
あ
り
、
終
り
に
お
礼
を
か
ね
私
た
ち
は
日
本
の

歌
、
東
京
音
頭
、
炭
坑
節
、
日
本
舞
踊
を
演
じ
た
。
そ

の
時
ガ
バ
ナ
ー
が
壇
上
に
上
り
、
ジ

ャ
ラ
の
木
は
堅
く

カ
ン
ガ
ル
ー
の
皮
は
強
靭
で
あ
る
が
、
二
つ
を
組
み
合

わ
せ
て
作

っ
た
首
飾
り
を
、
Ｒ
Ｉ
二
五
七
、
九
四
五
両

地
区
の
間
柄
が

一
層
強
ま
る
こ
と
を
祈

っ
て
、
全
員
に

ブ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
っ
て
み
ん
な
の
首
に
か
け
た
。

さ
ら
に
世
界
社
会
奉
仕
の
た
め
二
五
七
地
区
が
集
め

て
い
る
使
用
済
切
手
収
集
に
協
力
し
て

一
七
万
三
千
枚

の
切
手
を
贈
る
と
ダ

ン
ボ
ー
ル
五
箱
を
手
渡
さ
れ
た
。

使
用
済
切
手
は
当
地
区
が
永
年
、
地
区
内
か
ら
集
め

日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
を
通
じ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

や
医
療
品
に
換
え
、
ネ
パ
ー
ル
等
に
贈

っ
て
い
る
が
、

一
昨
年
平
野
Ｐ
Ｇ
が
パ
ー
ス
に
行
か
れ
た
際
に
説
明
さ

れ
、
九
四
五
地
区
の
協
力
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。　
一

九
八
〇
―
八

一
年
度
に
当
地
区
の
収
集
し
た
も
の
約

一

千
三
百
万
枚
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
年
度
に
パ
ー
ス
よ
り

送
ら
れ
た
も
の
は
三
四
万
枚
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
担
当
の
ア
ー
サ
ー

・
ド
ー
ル

Ｐ
Ｇ
の
車
庫
は
九
四
五
地
区
内
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
回
収
し
た
封
筒
が
び

っ
し
り
と
積
ま
れ
、
そ
れ
を

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
奥
様
や
そ
の
他
の
方
が
協
力
し
、

切
り
と
っ
て
送

っ
て
こ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他

地
区
の
奉
仕
活
動
に
七
千
キ
ロ
を
隔
て
た
地
か
ら
協
力

さ
れ
る
こ
と
、
し
か
も

一
度
だ
け
な
ら
ば
で
き
よ
う
が

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

私
は
壇
上
に
上
り
床
に
積
ま
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
受
け

取
り
、
お
礼
を
述
べ
た
瞬
間
、
ア
ー
サ
ー

。
ド
ー
ル
Ｐ

Ｇ
の
切
手
を
切
り
と
る
姿
、
ネ
。ハ
ー
ル
の
結
核
に
悩
む

子
ど
も
の
姿
が
目
に
浮
び
感
無
量
で
あ

っ
た
。
思
い
や

り
の
心
を
、
と
簡
単
に
述
べ
る
が
口
先
だ
け
で
何
に
な

る
だ
ろ
う
。
ほ
め
ら
れ
な
く
と
も
、
あ
る
い
は
、
お
礼

を
言
わ
れ
な
く
と
も
、
黙

々
と
実
践
す
る
姿
、
そ
れ
も

他
地
区
の
手
助
け
の
た
め
に
。
日
本
人
に
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。
私
に
は
全
く
自
信
が
な
い
。
お
別
れ
が
迫

っ
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Friendship Plaza

ぬ
配
な

″
日
本
通
″

大
阪
北
　
原
　
　
　
清

サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
北

一
〇
〇
キ
ロ
、
パ
ロ
。
ア

ル
ト
の
丘
の
上
に
あ
る
フ
ッ
ト
ヒ
ル
・
カ

レ

ッ
ジ

に

「
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
」
が
建
設
さ
れ
、
こ
と
し
の
二

月
六
日
、
日
米
の
著
名
人
が
集
ま
り
華

々
し
く
開
所
披

露
式
典
が
催
さ
れ
た
。

そ
の
前
夜
祭
が
同
大
学
総
長
邸
で
開
か
れ
た
と
き
の

話

で
あ
る
。
日
本
か
ら
の
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
私
た

ち
夫
婦
が
定
刻
、
会
場
の
フ
ィ
ッ
ゼ
ラ
ル
ド
総
長
邸

ヘ

着

い
た
と
こ
ろ
、
総
長
夫
妻
は
じ
め
、
出
迎
え
の
方

々

の
笑
顔
が
ど
う
も
違
う
の
で
あ
る
。
何
だ
か
驚
き
を
か

く
し
て
い
る
よ
う
な
、
歓
喜
を
抑
え
て
い
る
よ
う
な
笑

顔

で
、
代
わ
る
が
わ
る
丁
寧
な
握
手
を
し
て
く
れ
る
。

ど
う
も
様
子
が
変
だ
と
感
じ
な
が
ら
も
、
百
人
近
い

来
会
者
の
盛
況
ぶ
り
を
顔
見
知
り
同
士
で
話
し
合

っ
て

い
た
ら
、
突
然
、
ホ
ス
ト
役
の
フ
ィ
ッ
ゼ
ラ
ル
ド
総
長

が
鈴
を
振

っ
て
、
来
会
者

一
同
の
注
目
を
集
め
た
の
ち

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
は
じ
め
た
。

「
き
ょ
う
は
、
フ
ッ
ト
ヒ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
日
本
文
化

セ
ン
タ
ー
の
前
夜
祭
で
す
。
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
。
そ

し
て
、
今
夜
は
、
も
う

一
つ
の
お
め
で
と
う
が
あ
る
こ

と
を
、
い
ま
こ
こ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
日

本
か
ら
お
招
き
し
た
朝
日
放
送
の
原
社
長
夫
妻
が
、
こ

と
し

一
月
す
で
に
金
婚
式
を
す
ま
さ
れ
た
と
い
う
、
め

で
た
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

お
二
人
は
、
こ
の
よ
う
に
若

々
し
く
お
元
気
で
す
。

と
て
も
金
婚
祝
の
す
ん
だ
夫
妻
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
き

っ
と
結
婚
届
け
を
し
た
と
き
、
市
役
所
の
係
員
が
年
月

の
記
入
を
間
違
え
た
の
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
…
」

爆
笑
の
中
で
、
か
ね
て
用
意
さ
れ
て
あ

っ
た
ら
し
い

金
婚
式
祝

い
の
リ
ボ

ン
付
き
の
花
束
が
、
私
た
ち
夫
婦

に
手
渡
さ
れ
た
。
満
場
の
拍
手
。
こ
れ
で
分

っ
た
。
会

場
に
到
着
し
た
と
き
の
、
み
ん
な
の
笑
顔
の
な
ぞ
が
。

私
た
ち
を
び

っ
く
り
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
花
東
贈
呈
の

こ
と
を
、
み
ん
な
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
か
く
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
う
な
れ
ば
、
テ
レ
て
い
る
ば
か
り
が
能
で
は
な
い
。
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び

か
け
て
い
ま
す
。
先
生
の
こ
の
運
動
は
、
南
北
の
格

差

を
縮
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
地
球

の
破
滅
を
救
う

こ
と
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

駿
河
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
と
し
二
月
以
来
、
会
員
に
呼

び

か
け
て
多
く
の
協
力
者
を
得
ま
し
た
。
三
月
に
行
わ

れ
た
二
六
二
地
区
第
三
分
区
の
Ｉ
Ｇ
Ｆ
で
は
、
社
会
奉

仕
部
会
で
Ｐ
Ｈ
Ｄ
運
動
の
話
を
し
て
、
出
席
者
全
員
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
五
月
に
は
、
一Ｆ

田
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
発
案
で
、
機
関
誌

『
Ｐ
Ｈ
Ｄ
』
を
地

区
全
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｈ
Ｄ

運
動

の
輸
が
、
も

っ
と
も

っ
と
広
が
り
ま
す
よ
う

『友
』

の
誌
面
を
か
り
て
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
　
　
努
三
釜
地
区

静
岡
県

内
科
５

へ
そ
曲
り

の
つ
ぶ
や
き

君

津
　
山
中
　
　
一π

お
れ
は
天
上
に
住
ん
で
い
る
神

々
の

一
人
で
、
皮
肉

ば
か
り
言

っ
て
い
る
へ
そ
曲
り
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
じ
ゃ
。
最
近
、
下
界
で
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
各
国

で
起

っ
て
い
る
よ
う
だ
な
。
平
和
も
永
く
続

い
て
い
る

と
、
ま
た
も
め
事
が
懐
か
し
く
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

人
間
か
ら
ど
う
し
た
ら
闘
争
本
能

（悪

い
意
味
で
の
）

を
消
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
神
族

の
中

で
も
難
間
中
の
難
間
で
あ
り
、
頭
が
痛
い
。

そ
ん
な
中
で
、
お
れ
も
今
で
も
覚
え
て
い
る
の
だ
が

一
九
〇
五
年
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
に
大
不
況
の
嵐
が

吹
い
た
と
き
、
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
君
の
提
唱
で
松
明
を

掲
げ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う
活
動
は
、
そ
の
後
年
々
仲

間
も
増
え
、
ず

い
ぶ
ん
輪
が
広
が

っ
た
も
の
だ
な
。

し
か
し
、
さ
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
と
は
、
そ
も
何

で
あ
ろ
う
か
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
い
う
の
は
ど
ん

な
ご
仁
の
集
ま
り
で
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
下
界
の

一
般
の

人

々
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
ん
な
気

も
す
る
。
天
上
か
ら
見
て
い
た
ら
、
創
立
期
、
発
展
の

と
き
は
、
わ
れ
わ
れ
神

々
も
な
か
な
か
人
間
達
も
や
る

わ
い
と
感
心
し
て
見
て
い
た
も
の
だ
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の

テ
ー

マ
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
耳
に
入

っ
て
く
る

奉
仕
、
平
和
、
世
界
理
解
…
貧
し
い
者
に
奉
仕
の
灯
を

職
業
を
通
し
て
他
人
に
尽
く
せ
…
等

々
。

だ
が
、
お
れ
は
思
う
。　
一
般
大
衆
に
も

っ
と
も

っ
と

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
そ
の
も
の

の
存
在
を
、
あ
ま
り
に
高
い
理
想
を
掲
げ
て
、
ク
ラ
ブ

の
業
績
を
上
げ
る
た
め
の
競
争
に
し
て
し
ま
っ
て
は
い

け
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
。
身
近
の
、
そ
し
て

一
人

一

人
が
少
し
で
も
い
い
か
ら
、
人
の
た
め
に
何
ら
か
の
形

で
奉
仕
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
ん
じ
ゃ
な
か
ろ

う
か
。
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
た
め
に
、
立
派
に
奉
仕

活
動
を
し
よ
う
と
、
あ
ま
り
業
績
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る

と
、　
一
般
の
人
か
ら
金
と
暇
の
あ
る
人
間
の
道
楽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
誤
解
さ
れ
ま
す
ぞ
。

指
導
者
に
も
責
任
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
。
中
央
集
権

的
な
や
り
方
、
見
せ
か
け
の
奉
仕
な
ど
、
裏
を
返
せ
ば

偽
善
者
と
い
わ
れ
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
各
メ
ン
バ
ー
自

身
が

一
番
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
こ
と

だ
ろ

う
。
も
ち

ろ
ん
指
導
者
さ
ん
た
ち
も
十
分
に
承
知
し
て
い
る
だ
ろ

う
よ
。
自
己
満
足
や
自
己
欺
ま
ん
は
よ
く
な
い
。
お
れ

の
住
む
神
様
団
地
の
真
下
に
日
本
の
君
津
市
が
あ
る
。

君
津
ク
ラ
ブ
も
創
立
十
年
に
な

っ
た
よ
う
だ
。
最
初
は

な
か
な
か
熱
心
に
や

っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
最
近
は
と

も
す
る
と
俗
怠
感
の
よ
う
な
も
の
が
天
界
に
も
伝
わ

っ

て
く
る
。
い
い
ク
ラ
ブ
に
な

っ
て
尊
敬
さ
れ
る
ク
ラ
ブ

に
な

っ
て
ほ
し
い
な
。
そ
う
な

っ
て
く
れ
れ
ば
お
れ
も

鼻
が
高
い
。
で
は
そ
う
な
る
よ
う
神
に
祈
ろ
う
。
お

っ

と
お
れ
様
は
神
様
だ

っ
た
な
。
神
が
神
に
祈
る
な
ん
て

お
笑

い
だ
。
失
敬
失
敬
。
第
一毛
九
地
区

千
葉
県

小
児
科
５

強
制
は
し
て
い
な

い
大
阪
柏
原
　
中
嶋
　
或
郎

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
、
十

一
年
目
に
し
て
や

つ
と
ロ
ー
タ
リ
Ｊ
活
動
の
基
本
精
神
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
た
の
で
、
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
に
、
い
ず
れ
の
ク
ラ
ブ
で
も
手
続
要
覧
に
記
載

さ
れ
て
い
る
定
款
、
細
則
を
は
じ
め
と
す
る
諸
規
定
が

重
圧
と
な

っ
て
会
員
の
自
由
な
活
動
を
妨
げ
て
い
る
こ

と
は
残
念
で
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
、
手
続
要
覧
を
よ
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く
読
む
と
、
会
員
の
活
動
を
推
進
さ
せ
、
こ
れ
を
妨
害

す
る
よ
う
な
規
定
は
何

一
っ
見
当
ら
な
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
に
関
す
る
諸
規
定
は
主
と

し
て
、
欧
米
人
、
と
く
に
ア
メ
リ
ヵ
人
に
負
う
と
こ
ろ

が
多
く
、
私
た
ち
日
本
人
は
国
際
理
解
の
た
め
に
も
、

虚
心
に
な

っ
て
欧
米
人
の
考
え
方
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
本
方
針
と
し
て

一
貫
し
て
い

る
の
は
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
個
人
に
よ
る
綱
領
の
推
進
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
関
す
る
諸
規
定

は

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
個
人
に
よ
る
綱
領
の
推
進
を
守
る
た

め
の
も
の
と
理
解
す
る
と
、
い
ま
ま
で
難
解
と
思
わ
れ

て
い
た
も
の
が
、
な
る
ほ
ど
と
理
解
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
社
会
奉
仕
活
動
に
対
す
る
方
針
と
な

っ
て
い
る
決

議
二
十
三
―
三
十
四
の
要
旨
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
個
人
の

活
動
を
守
る
こ
と
を
本
旨
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
考

え
る
と
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

一
貫
し
て
い
る
考
え

方
は
、
会
員
の
自
発
的
活
動
で
あ

っ
て
、
命
じ
た
り
、

禁
じ
た
り
す
る
こ
と
を
厳
禁
し
て
い
る
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
の
団
体
的
行
動
も

「毎
年
度
な
る
ベ

く
異

っ
て
い
て
、
で
き
れ
ば
そ
の
会
計
年
度
内
に
完
了

で
き
る
よ
う
な
も
の
を
後
援
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

と
し
て
お
り
、
次
年
度

へ
の
強
制
を
避
け
た
も
の
と
思

う
。
身
体
障
害
児
童

の
救
済
事
業
に
関
す
る
決
議

（理

二
十
二
―
二
十
三
）
に
お
い
て
も

「
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー

は
、
気
乗
り
の
し
な
い
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
、
こ
の
種
の

事
業
に
関
係
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
望
ま
し

く
な
い
と
信
じ
て
い
る
」
と
い
う
事
項
が

あ

る
。
「
国

際
的
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
共
同
事
業
」
に

関
す
る
決
議

（理
七
十
四
―
七
十
五
）
に
も
、
各
ク
ラ

ブ
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
文
言
が
も
ら
れ
て
い
る
。

私
た
ち
日
本
人
は
、
他
か
ら
の
強
制
に
あ
ま
り
反
発

し
な
い
性
質
を
も

っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
終

戦
時
、
ア
メ
リ
ヵ
ょ
り
憲
法
を
強
制
さ
れ
て
、
そ
れ
を

当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
再
軍
備
を
取
り

上
げ
ら
れ
て
も
反
発
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
の
自
衛
隊

も
ア
メ
リ
カ
の
要
請

で
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
欧

米
人
の
場
合
、
心
の
奥
に
は
常
に
神

の
概
念
を
も

っ
て

お
り
あ
ら
ゆ
る
活
動
は
心
の
内
な
る
神
の
命
令
を
最
も

重
要
と
考
え
る
結
果
、
他
人
か
ら
の
強
制
を
極
度
に
嫌

う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
の
８
“
ぴ
る

は

Ｏ
ｏ
鮎
ぎ

ヨ
””ｒ
　
，
８

（神
が
御
身
と
と
も
に
あ
ら
ん
こ
と
を
祈

る
）
か

ら

き

た

の

で
あ

り
、

日
常
用
語

の

の
８
一

８
０
日
】●
”

の
８
魚
？
Ｏ
Ｌ
口
”
は
い
ず
れ
も

の
ｏ
●
∞
】お

く
。
口
　
”　
∞
。
ｏ
●
　
８
ｏ
Ｈ●
〓
だ
υЧ。
　
（
｝ｏ
ヽ
　
∞
”く
ｏ　
く
ｏ
」
　
”
∞
ｏ
ｏ
●

ｏ
お
●
】口
”

の
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
神

の
概

念
が
如
実
に
し
め
さ
れ
て
い
る
。

日
本
人
な
ら
、
世
間
の
非
難
を
も

っ
と
も
重
く
考
え

る
が
、
欧
米
人
は
神
か
ら
の
非
難
を
も

っ
と
も
恐
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
の
基
本
精
神
は
、
他

人
か
ら
強
制
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
あ
く
ま
で
も
個
人

の
自
主
的
な
活
動
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
、
手
続
要
覧

の
す
み
ず
み
に
感
じ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

（第
二
六
六
地
区
　
大
阪
府
　
内
臓
外
科
医
）

職
業
本
仕

へ
の
第

一
歩

職
業
と
は
、
そ
の
従
事
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
生
計
を

た
て
る
、
言
い
か
え
る
な
ら
私
的
利
潤
を
追
求
す
る
手

段
で
あ
る
。　
一
方
、
そ
の
職
業
の
中
身
た
る
事
業
は
、

社
会
的
消
費
の
た
め
に
生
産
、
販
売
あ
る
い
は
サ
ー
ビ

ス
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
私
的
利
潤
の
追
求

で
あ
る
事
業
活
動
が
、
結
果
と
し

て
社
会
的
消
費
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
来
二
律
背
反
的
な
私
益
性
と
、
社
会
公
共
性
を
両
立

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
私
的
利
潤
の
追
求
努
力
の
手
段
と
し
て
の
合

理
性
、
生
産
性
の
追
求
に
よ
り
、
社
会
的
生
産
及
び
流

通
の
費
用
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
も
ま
た
社
会
公
共

性

へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
。

自
由
主
義
経
済
社
会
に
お
い
て
、
企
業
の
浮
沈
を
左

右
す
る
最
大
の
要
因
は
、
最
終
的
に
は
消
費
者
の
支
持

に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
支
持
を
得
る
た
め
に
は
よ
り
多

く
の
社
会
的
貢
献
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
を
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
、
口
０
も
８
い
お

日
０
粋

１
ぎ

Ｘ
Ｈく
８

序
∽口

と
表
現
し
て
い
る
。

さ
ら
に
職
業
と
は
社
会
的
必
要
を
満
た
す
た
め
の
労

働
が
専
門
化
及
び
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
　
⑮

古

河

清
水

伸
性

1982 VOL.
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■ 人類はひとつ 向笠広次 RI会長は
来年 6月 5～ 8日 のカナダ, トロントで

開催の国際大会で“人類はひとつ"である

ことを確かめ合おうと訴える (4～ 5頁 )

■ 郷に入っては 郷にしたがえ 米国
人女子学生スーザンの日本三沢での青少

年交換生活の結論は「我を捨てて新しい

習慣を身につける」ことだった (6～ 7頁 )

■ 風土と人間 人間の気質には風土的
条件が多分に作用する.利根川水系に生
きる群像を探る.279地区大会・色川大
吉氏の講演から      (② ～③頁)
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消 防 広 報 車 を 寄 贈

和歌 山県 那智勝浦 (第 264地区 )では,ク ラブ創立 20周
年 を記念 して,那智勝浦町消防署 に消防広報車 1台 を寄
贈 した。

To mark the 20th anniVersary of its founding, N achi
Katsuura RC donated a cruising fire prevontion pub:ic
address car to Nachi Katsuura Fire Station (D‐ 264)

ベ ンチ 4基 を 寄 贈
岡山県  児島 (第 269地区 )では,奈良時代 に行基が
開基 した とい う名殺蓮台寺 にベ ンチ 4基 を寄贈 し,

訪れ るお年寄 りに喜ばれてい る。

Kolima RC donated four benches to Rendalli,a noted
temple founded by priest Gyogi in the Nara Period
(701‐ 759).The benches are being great!y appreciated by

the old people vvho visit the temp:e (D‐ 269)

肢体 不 自由 児収 容 施 設 にバ ス を寄 贈

大阪府 大東 (第 266地区)では,かねてから市立療
育センターに収容 されている肢体不 自由児に対 し,

物心両面にわたる援助を続けてきたが,こ のほど,
国庫,府 よりの援助を受け送迎用パス 1台 を寄贈 し
ノニ.

Daito RC has been rendering material and spiritua!
support to ph ysica‖ y handiCapped children of the

Municipal MediCa:Center. Recently,with assistanCe of
the national treasu rv and the prefecture, the club
dOnated to the Center a bus tO transport children.

(D‐ 266)

少年 少 女合 唱 団 を比 国 に派 遣

栃木県 西那須野 (第 255地区)では,姉妹クラブである
フィリピンのパラニアッケ RCの協力を得て,西那須野
少年少女合唱団をマニラ地区に派遣,国際理解 と親善の
実をあげた。このプロジェク トにはグラス国際大会の席

上,Rl会 長より ｀世界理解平和賞
″が贈 られた。

With the co― operation of Paranaque R C, its sister c:ub in

the Ph‖ ippines,Nishinasuno RC sent the Nishinasuno Boys
and Girls Chorus to Man‖ a and promoted international
friendship and understanding. The Wor:d Understanding
and Peace Award wi‖  be given to this project at Da‖ as

convention from R:president{D‐ 255)

ノ
　
一垣
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お
願
い
に
ま
わ
っ
た
り
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

駐
在
員
の
夫
人

（音
楽
大
出
身
）
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
資
金
集
め
に
協
力
い
た
だ
い
た
り
、
国

際
交
流
基
金
か
ら
も
当
時
二
百
八
十
万
円
の
補
助
を
得

て
よ
う
や
く
三
千
部
を
刊
行
、
各
日
本
語
学
校
に
配
布

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
系
人
の
生
活
は
、
ベ
ル
ー
を
含
め
大
半
が
水
面
下

の
水
準
に
あ
り
ま
す
。
日
系
人
に
日
本
語
を
伝
え
よ
う

と
す
る
な
ら
、
こ
う
し
た
奉
仕
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

な
ぜ
な
ら
子
供
に
日
本
語
を
学
ば
せ
た
く
て
も
、
こ
う

し
た
テ
キ
ス
ト
す
ら
買
え
ま
せ
ん
。
日
系
人
の
家
庭
で

は

一
世
と
、
日
本
語
を
知
ら
な
い
二
世
、
三
世
と
の
断

絶
が
、
社
会
問
題
に
も
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

日
系
人
の
成
功
者
は
わ
ず
か
で
す
。
中
南
米
と
日
本

の
経
済
関
係
が
年
々
緊
密
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
日
系
人

の
み
な
ら
ず
、
全
体
に
日
本
語
学
習
熱
が
高
ま
っ
て
い

る
昨
今
、
日
本
語
を
学
び
た
く
て
も
学
べ
な
い
貧
し
い

日
系
人
子
弟
を
見
す
て
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

私
は
、
現
在
中
南
米
各
国
に

「
私
の
日
本
語
」
テ
キ

ス
ト
発
送
を
始
め
て
い
ま
す
。
本
年
二
月
に

一
巻
―
六

巻
を
凡
人
社
の
協
力
と
私
の
自
己
資
金
で
刊
行
し
、
国

際
協
力
事
業
団
を
通
じ
て
船
積
み
し
ま
し
た
。
す
で
に

現
地
か
ら
は
礼
状
と
続
き
の
巻
の
催
促
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
印
刷
費
の
不
足
分
約
七
百
万
円
を
な
ん
と
か

調
達
し
て
、
現
地
の
希
望
に
応
え
た
い
と

一
所
懸
命
で

す
。

（白
鳥
幸
子
氏
の
住
所
は
東
京
都
港
区
高
輪
四
―

一
四
―
七
―
一
一〇
二
で
す
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

枚
方
く
ず
は
　
松
本
　
　
甫

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
タ
タ
バ
ニ
ヤ
市
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
招

へ
い
で
大
阪
府
下
の
小
学

一
年
か
ら
高
校

一
年
ま

で
の
柔
道
を
愛
す
る
チ
ビ
ッ
子
十
六
名

コ
ー
チ
三
名
、

団
長
の
私
と
で
二
十
名
の
柔
道
使
節
団
が
大
阪
府
知
事

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携
え
て
昨
年
七
月
三
十

一
日
よ
り
八

月
十
五
日
ま
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
ポ
ー
ラ
ン
ド
紛
争
の
折
で
子
供
達
を
連
れ

て
の
旅
行
に
治
安
と
食
糧
不
安
を
案
じ
心
を
傷
め
て
い

ま
し
た
が
空
港
で
の
心
温
ま
る
歓
迎
に
心
配
は
吹
飛
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
国
土
は
西
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
他

は
全
て
共
産
圏
に
境
を
接
し
七
割
は
平
野
で
す
。　
一
千

百
万
の
人
口
密
度
か
ら
推
し
て
素
晴
ら
し
い
環
境
の
農

業
国
で
東
欧
の
食
糧
庫
と
い
わ
れ
る
の
も
も

っ
と
も
と

う
な
ず
け
ま
す
。
食
糧
事
情
の
良
い
こ
と
は
人
情
も
豊

か
で
大
ら
か
さ
が
歓
迎
の
握
手
や
態
度
言
葉
の
中
に
伝

わ

っ
て
き
ま
し
た
。
ブ
タ
ベ
ス
ト
市
の
近
郊
の
タ
タ
バ

ニ
ヤ
市
（炭
鉱
の
町
）
の
立
派
な
体
育
館
で
講
習
会
が
行

な
わ
れ
た
の
で
す
が
場
内
を
埋
め
つ
く
し
た
大
勢
の
チ

ビ
ッ
子
、
青
年
柔
道
家
や
愛
好
家
に
は
驚
き
ま
し
た
。

講
習
の
後
親
善
試
合
を
し
て
三
度
び

っ
く
り
、
同
年
配

の
組
合
わ
せ
で
は
日
本
側
は
殆
ん
ど
が
負
け
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
年
齢
別
、
体
重
別
、
地
区
プ
ロ
ッ
ク

毎
と
タ
イ
ト
ル
が
多
種
多
様
に
設
定
さ
れ
、
年
二
回
大

会
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
争
奪
を
競

っ
て
い
て

年
少
の
頃
か
ら
勝
つ
こ
と
に
執
着
し
た
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
年
少
組
は
、
受
身
を
主
体
に
怪
我
を

し
な
い
た
め
の
基
礎
訓
練
が
主
で
、
本
格
的
、
技
術
的

に
は
高
校
程
度
か
ら
入
り
ま
す
。
常
に
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト

ル
を
目
標
に
し
て
練
習
を
す
る
た
め
自
分
の
限
界
を
知

リ
タ
イ
ト
ル
を
望
め
な
い
人
達
は
だ
ん
だ
ん
と
離
脱
し

て
し
ま
う
傾
向
が
強
く
、
従

っ
て
日
本
の
柔
道
人
口
は

激
減
し
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
国
策
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
を
強

力
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
は
だ
身
に
感
じ
ま
し
た
。

多
種
多
様
の
タ
イ
ト
ル
設
定
は
本
人
の
力
に
応
じ
て
手

の
届
く
タ
イ
ト
ル
を
選
び
自
発
的
な
努
力

が
生

れ
ま

す
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
累
積
が
将
来
の
人
生
に
お
い
て

管
理
職
へ
の
近
道
と
し
て
有
形
無
形
の
評
価
と
し
て
有

利
に
展
開
す
る
こ
と
は
合
法
的
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て

お
り
、
本
人
は
勿
論
、
親
た
ち
の
力
の
入
れ
方
が
違
う

わ
け
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
か
け
る
情
熱
に
追
わ
れ
る
青
少

年
達
に
は
わ
が
国
の
よ
う
な
青
少
年
非
行
化
問
題
が
起

こ
る
余
裕
が
あ
る
筈
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
滞
在
の
十
五
日
間
に
得
た
貴
重
な
数
々

の
教
訓
、
体
験
の
中
で
特
に
青
少
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
全
に
育
成
努
力
し
て
い
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
国
民
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
次
第
で
す
。

（第
二
六
六
地
区
　
大
阪
府
　
印
刷
）

⑬昭和57年 9月 号



クラブ例会卓話要約

ブ

リ
リ
ア

ン
カ

ッ
ト

獣歎桧縦
鞍鮎
健練榔
則
区　
久
米
　
弘
道

宝
石
と
し
て
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
価
値

を
き
め
る
重
要
な
要
素
に
、
カ
ッ
ト
の
良

否
、
研
磨
の
良
し
悪
し
が
あ
る
。
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
固
有
の
輝
き
は
、
光
の
屈
折
と

分
散
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
、
ダ
イ
ヤ
に

射
し
込
ん
だ
光
は
速
度
が
鈍
り
、
表
面
に

垂
直
に
入
射
し
た
光
以
外
は
、
内
部
で
大

き
く
折
れ
曲
る
。
水
中
に
差
し
込
ん
だ
棒

が
折
れ
曲
っ
て
み
え
る
の
と
同
じ
で
、
こ

れ
を
屈
折
率
と
い
う
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は

二
・
四
一
七
で
屈
折
率
は
高
い
。
屈
折
率

が
高
い
と
、
差
し
込
ん
だ
光
が
内
部
で
全

量
反
射
さ
れ
て
宝
石
内
を
進
む
、
全
反
射

現
象
が
生
じ
や
す
く
な
る
。
カ
ッ
ト
が
い

い
場
合
は
差
し
込
ん
だ
光
が
無
駄
な
く
表

面

へ
一戻
り
輝
き
を
い
っ
そ
う
増
す
。
光
の

分
散
は
虹
の
七
色
の
効
果
、
屈
折
率
は
内

部
の
光
の
成
長
の
差
で
異
な
る
効
果
を
生

み
豊
か
な
輝
き
と
な
る
。
屈
折
率
を
最
高

に
全
反
射
さ
せ
る
理
想
的
な
カ
ッ
ト
を
、

五
十
八
面
の
プ
リ
リ
ア
ン
カ
ッ
ト
と
い
う

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
露
岡
県
・富
士
Ｒ
Ｃ
‘

麻
酔
の
歴
史

大
阪
歯
科
大
学
教
授

　

稲
芸
↑
　

　

早
¨

近
代
医
学
の
発
端
は

一
人
世
紀
末
だ
が

外
科
手
術
に
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
麻
酔
と
消

毒
に
つ
い
て
は

一
九
世
紀
の
初
め
ま
で
未

発
達
で
あ
っ
た
。
そ
の
世
界
に
さ
き
が
け

て
麻
酔
に
成
功
し
た
の
が
華
岡
清
洲
で
あ

る
。
彼
は
僅
か
に
許
さ
れ
て
い
た
和
蘭
医

学
で
外
科
の
手
法
を
惨
め
た
が
麻
酔
に
つ

い
て
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
漢
方
医

学
を
渉
猟
し
、
中
国
の
三
国
時
代
の
華
陀

が
、
ま
ん
だ
ら
け

（朝
鮮
朝
顔
）
を
用
い

て
関
羽
の
手
術
を
無
痛
で
行
な
っ
た
こ
と

を
知
り
、
更
に
、
と
り
か
ぶ
と
を
加
え
た

通
仙
散
、
麻
沸
湯
を
作
り
、　
一
人
〇
五
年

乳
ガ
ン
の
手
術
に
成
功
し
た
。
こ
の
と
き

ま
ず
母
の
於
継
と
妻
の
加
恵
が
、
患
者
に

用
い
る
前
の
人
体
実
験
を
申
し
出
て
、
日

的
は
達
し
た
も
の
の
加
恵
が
視
力
を
失
う

に
至
っ
た
話
は
有
名
で
あ
る
。

青
州
の
手
術
か
ら
四
〇
年
後
の

一
八
四

六
年
、
欧
米
の
麻
酔
は
画
期
的
な
成
功
を

見
た
。
そ
れ
以
前
に
も
笑
気
ガ
ス
に
麻
酔

作
用
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
て
、
米

国
の
歯
科
医
ウ
エ
ル
ズ
が
自
分
の
抜
歯
に

こ
れ
を
用
い
無
痛
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ハ

ー
バ
ー
ド
で
公
開
実
験
を
し
て
失
敗
、
面

目
を
失
う
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
義
子
の
モ
ー
ト
ン
が

エ
ー
テ
ル
の
製
法
を
化
学
者
ジ
ャ
ク
ノ
ン

に
学
ん
で
、
そ
の
吸
入
器
を
自
分
で
作
り
、

同
じ

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
フ
レ
ン
教
授
の

執
刀
で
麻
酔
手
術
を
試
み
て
、
こ
ん
ど
は

成
功
し
た
。
こ
れ
が

一
人
四
六
年
で
、
近

代
麻
酔
の
発
祥
の
日
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

Ｚつ
。し

か
し
後
年
、
ア
メ
リ
カ
の
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
が
、
こ
の
麻
酔
の
創
始
者
に

一
〇

万
ド

ル
を
贈
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
、

ウ
エ
ル
ズ
、

モ
ー
ト
ン
、
ジ
ャ
ク
ノ
ン
三

者
の
間
で
欲
の
か
ら
ん
だ
抗

争

が

起

き

た
。
も
め
た
結
果
、
モ
ー
ト
ン
が
創
始
者

と
な

っ
た
け
れ
ど
、
神
聖
な
学
問
の
世
界

に
汚
点
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
は
、
麻
酔
器
と
い
う
、
正
確
な
濃

度
で
麻
酔
ガ
ス
と
酸
素
を
患
者
に
与
え
る

機
械
が
作
ら
れ
、
患
者
の
呼
吸
や
循
環
を

麻
酔
医
が
管
理
で
き
て
、
ど
ん
な
大
手
術

も
全
く
苦
痛
な
し
に
行
え
る
よ
う
に
な

っ

‘た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
阪
東
Ｒ
Ｃ
会
員
・同
Ｒ
Ｃ
で
）
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ド

シ

４

フ

白

石
　
渡
辺
　
幸
治

昨
年
十

一
月
、
太
平
洋
地
域
大
会

に
参
加
し
た
我
ら
東
北
グ
ル
ー
プ

一

行
は
、
開
会

一
時
間
前
に
会
場
に
到

着
し
た
。
私
は
、
ク
ラ
ブ
か
ら
持
参

し
た
バ
ナ
ー
五
本
を
、
た
だ
ち
に
受

付
に
差
し
出
し
て
交
換
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
メ
ル
ボ
ル
ン
ク
ラ
ブ
の
は
あ

る
が
、
他
ク
ラ
ブ
の
パ
ナ
ー
は
全
部

品
切
れ
に
な
っ
た
の
で
、
明
朝
も
う

一
度
来
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。
私
は

旅
程
の
都
合
で
明
朝
は
来
ら
れ
な
い

旨
を
の
べ
、
せ
め
て
も
う

一
本
、
他

ク
ラ
プ
の
バ
ナ
ー
を
い
た
だ
き
た
い

も
の
と
懇
請
し
た
。
そ
の
時
、
隣
に

居
合
わ
せ
た
メ
ル
ボ
ル
ン
南
ク
ラ
ブ

の
会
員
が
私
の
ク
ラ
ブ
の
を
航
空
便

で
送

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
の
好
意

的
申
し
出
で
あ
る
。
私
は
大
い
に
感

謝
し
、
早
速
名
刺
を
交
換
し
た
。
名

刺
に
は
ス
テ
ー
ル
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
販
売
会
社

・
ヒ
ュ

ー
ム
ズ
社
の
支
配
人

。
ワ
ー
レ
ン
・

パ
ー
カ
ー
氏
と
あ
る
。
私
は
彼
に
航

空
料
金
を
取
っ
て
ほ
し
い
が
、
い
く

ら
差
し
上
げ
た
ら
よ
い
か
と
た
ず
ね

た
と
こ
ろ
、
お
金
は
い
ら
な
い
と
い

う
返
事
で
あ
る
。
な
ぜ
で
す
か
と
再

び
た
ず
ね
る
と
、

′
イ
ッ
ツ
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
′
と

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
な
ら
で
は
の
言
葉
が

返

っ
て
き
た
。
私
は
大
い
に
感
激
、

こ
の
一
言
で
、
は
る
ば
る
日
本
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
や

っ
て
来
た

長
旅
の
疲
れ
が
、　
一
時
に
吹
き
と
ん

で
し
ま
っ
た
。

こ
の
メ
ル
ボ
ル
ン
南
ク
ラ
ブ
の
立

派
な
バ
ナ
ー
が
帰
国
し
て
か
ら
、
ま

も
な
く
私
の
手
許
に
届
い
た
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
　
　

本
詢”会
計
↓

地
区
大
会
寸
描

安

士〓　
安
岡
　
清
志

第
二
六
七
地
区
の
年
次
大
会
で
の

参
加
ク
ラ
プ
の
紹
介
、
今
治
ク
ラ
ブ

「
は
い
」、
今
治
南
ク
ラ
ブ

「
は
い
」
、

東
予
ク
ラ
ブ

「
は
い
」
　
　
。

こ
の
頃
ず
い
分
変

っ
た
な
。
い
つ

の
頃
か
ら
か
な
。

「安
芸
ク
ラ
ブ
」

と
呼
ば
れ
て
、
私
は
思
い
切
っ
て
誰

よ
り
も
早
く

「
や
あ
―
」
と
答
え
て

み
た
。
友
人
た
ち
は
大
声
で

「や
あ

―
」
と
唱
和
し
て
く
れ
た
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
を
進
め
る
た
め
に
、

い
ま
何
が
大
切
か
」
が
今
日
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
リ
ー

ダ
ー
は
堪
能
な
二
五
八
地
区
の
佐
藤

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
、
主
題
説
明
が
や

や
懇
切
丁
寧
、
ず
ば
り
要
を
得
た
提

言
が
ほ
し
か
っ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
も
そ

れ
ぞ
れ
に
蘊
蓄
の
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー

の
哲
学
を
開
陳
し
て
く
れ
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
も
い
ろ
い
ろ
の
型
は
あ

る
が
、
丁
々
発
止
と
渡
り
あ
う
討
論

が
あ
れ
ば
会
場
も
活
気
づ
く
。
会
場

内
か
ら
声
の
か
か
る
の
も
面
白
い
。

ま
た
、
そ
れ
を
期
待
し
て
満
を
持
し

て
い
る
人
も
あ
る
は
ず
、
要
は

「奉

仕
こ
そ
わ
が
つ
と
め
」
で
あ
る
。
端

的
に
自
ら
の
哲
学
と
実
践
を
吐
露
し

て
、賛
意
を
得
た
り
反
論
し
た
り
「生

き
の
良
い
」
討
論
が
ほ
し
か
っ
た
。

懇
親
会
で
の
「
や
あ
や
あ
」
と
手
を

握
り
あ
う

一
瞬
の
友
情
が
地
区
大
会

の
圧
巻
か
も
知
れ
な
い
。
倉
築
設
己

市
民
音
楽
祭
を
開
催

大
阪
柏
原
　
中
島
　
譲
郎

去
る

一
月
十
七
日
、
市
教
委
の
後

援
を
得
て
、
市
民
音
楽
祭
を
開
催
し

た
。

「地
域
の
人
間
関
係
を
よ
く
す

る
こ
と
で
、
幸
せ
な

社
会
の
実
現
を
目
指

す
」
と
い
う
ロ
ー
タ

リ
ー
目
的
達
成
の
一

環
と
し
て
、
わ
ず
か

三
十
四
人
の
小
ク
ラ

ブ
に
は
、
大
変
荷
の

重
い
事
業
で
は
あ

っ

た
が
、
各
方
面
の
ご

協
力
も
あ
り
、
思
い

き
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

柏
原
市
は
日
本
で
も
有
数
の
遺
跡

の
多
い
土
地
で
、
特
に
高
井
田
横
穴

群
は
有
名
で
あ
る
が
、
古
代
文
化
の

み
な
ら
ず
、
現
代
文
化
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
、
ま
た
青
少
年
の
健
全
育
成
の

一
助
と
し
て
の
願
い
も
こ
め
た
。

当
日
は
朝
か
ら
珍
し
い
雪
が
降
り

河
内
平
野
は

一
面
の
銀
世
界
と
な
っ

た
が
、
幸
い
に
開
演
時
に
は
決
晴
と

な
り
、
観
客
数
も
千
人
を
超
え
、
市

民
会
館
が
満
員
と
い
う
盛
況
で
あ
っ

た
。
出
演
者
も
九
団
体
と
な
り
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
は
じ
め
市

少
年
少
女
合
唱
団
、
市
民
合
唱
ク
ラ

ブ
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
三
校
等
、
み

な
さ
ん
喜
ん
で
出
演
し
て
い
た
だ
き

そ
の
技
量
は
大
変
高
い
レ
ベ
ル
で
、

一
同
大
い
に
驚
き
、
ま
た
喜
ん
だ
次

第
で
あ
る
。
ち
な
み
に
出
演
者
総
数

フ イ
レ  ツ
ン  ｀ソ

世
界
理
解
平
和
賞
を
受
賞

広
島
県
　
広
島
南

（第
二
七

一
地
区
）

は
、
六
月
六
′
九
日
の
グ
ラ
ス
国
際
大
会

で
、
マ
ッ
キ
ャ
フ
リ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
会
長
か
ら
、

「
世
界
理
解
平
和
賞
」
を
受
賞
し
た
。

広
島
大
学
医
学
部
の
、
ハ
フ
イ
に
お
け

る
比
較
医
学
調
査
を
端
緒
と
し
て
十
二
年

に
お
よ
ぶ
国
際
交
流
の
実
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

は
三
九
〇
人
の
多

き
に
及
ん
だ
。

ま
た
柏
原
市
長

も
幕
間
に
あ
い
さ

つ
に
立
た
れ
、

ロ

ー

タ

リ

ー

と

市

と

の
関
わ
り
に
つ
い

て
市
民
に
話
を
さ

れ
、
大
成
功
の
う

ち
に
終
幕
し
た
。

（内
臓
外
科
医
）
　
の
）
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1ロ
ロータリーの友

第30巻 第10号

■ 職業奉仕を通して友情の橋をかけよ
う 向笠 RI会長は「ロータリアンが日
常,職業を通じて社会に貢献できる」意
義とテーマとの関連を強調する。 (1頁 )

■ 創立20周年を迎えたインターアクト
20年間に 78カ国,4,100ク ラブ, 9万
人を越えるに至ったインターアクトの現

状 と活動を紹介する (6～ 7頁 )

■ 緑と平和を希い求めて 緑をなくし
た国は滅亡するといわれている.赤茶け
た松が北上し松の緑 171危たいにひんして

いる 国土の緑防衛の方途は.(②～c頁 )

表
紙
・
京
都
名
所
之
内
通
天
橋
ノ
紅
楓永
田
生
慈
①

緑
と
平
和
を
希
い
求
め
て
　
　
　
…
　
②

林
野
庁
長
官

秋
山
智
英
　
大
阪
南

平
非
常
次
郎

京
大
名
誉
教
授

岡
崎
文
彬

大
阪
南

三
成

利

男

欧
州
共
同
体
と
は
・

ガ
ス
ト
ン
Ｅ
ｏ
ト
ル
ン
⑦

友
愛
の
広
場

生
か
し
生
か
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
大
阪
大
淀
　
山
西
利
夫

地
球
奉
仕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″贔
岡
　
岡
部
定
信

青
少
年
問
題
こ
そ
原
点
　
　
　
　
　
　
　
赤
平
　
相
馬
　
寛

忘
れ
得
ぬ
一
斗
か
ん
の
お
土
産
　
　
　
東
松
山
　
山石
崎
邦

一

も
う

一
度
人
生
が
あ
っ
た
ら
　
　
　
木
更
津
　
北
村
鉄
之
助

浪
山
が
と
り
も
つ
縁
結
び
　
　
　
　
ソ
ウ
ル
南
　
李
　
興
培

旧
友
も
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
だ
っ
た
　
　
　
和
歌
山
　
竹
中
泰
三

ロ
タ
狂
の
す
す
め
　
　
　
　
　
　
　
新
津
中
央
　
岡
村
正
平

初
め
て

『友
』
を
手
に
し
て
　
　
　
　
　
清
水
　
鈴
木
重
年

日
韓
親
善
会
議
と
友
好
ク
ラ
ブ
締
結
尼
崎
東
　
一二
浦
計
太
郎

誇
り
に
お
も
う
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
父
　
　
　
　
田
中
さ
え
り

飯
田
と
札
幌
の

″り
ん
ご
並
木
″
　

札
幌
幌
南
　
加
藤
幸
作

ロータリ
ー俳
壇
……
……螂剛嗣好躍⑩

健
康
ひ
と
く
ち
め
も

卓

話

の

泉

‥

江
戸
の
特
色

・
深

布

・
若
禿

・
特
許

趣
味
の
手
帳

談
話
室

飯
塚
　
前
田
公
三

・
直

方
　
坂
井

公
明

・
清
水
北
　
石
川
育
男

・
新

潟

・
大
宮
西
　
関
実

・
豪

州
　
ビ

ル
　

フ
ン
ダ
ー

・
フ
イ
リ
ピ

ン

Ｃ

Ａ

カ
フ
オ

ス

・
西
宮
　
山
村
徳
太
郎

・
黒
石
　
浅
原
金
蔵

投
書
箱

文
庫

。
米
山
奨
学
会
だ
よ
リ

い
呼

吸

・
日
本

の
電
気
事
始
め

・
つ
づ

れ
繊

・
昆

に
つ
い
て

・
Ｂ
型
肝
炎
ピ
ー
ル
ス

⑫ ⑫ ⑪ ④ ④ ② ⑩ ⑪



松
く
い
虫
は
　
日
本
列
島
を
殆
ん
ど
侵
蝕

し
つ
つ
あ
り

そ
の
被
害
は
　
今
や
年
間
四
千
億
円

日
本

の
文
化
　
日
本
人
の
心
の
象
徴
で
あ
る

松

の
緑
を
守
る
こ
と
は
　
刻
下
の
急
務
で
あ
る

□
　
緑
は
国
土
繁
栄
の
象
徴

三
成

　

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
」
昭
和
五
十
五
年

一
月
号
に
も

「
松
の
緑
を
い
か
に
し
て
守
る
か
」

と
題
し
た
討
論
会
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
が
、
私

ど
も
の

「
日
本
の
松
の
緑
を
守
る
会
」
は
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
社
会
奉
仕
活
動
よ
り
生
ま
れ
た
民
間
主

導

の
社
団
法
人

（会
長
は
稲
山
嘉
寛

。
経
団
連
会

長
）

で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
国
連
の

「
緑
と
平

和
希
求
の
年
」
、
　
こ
れ
以
上
の
地
球
の
砂
漠
化
、

森
林
破
壊
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
意
義
深
い
年

で
、
わ
が
国
と
し
て
は
、
足
下
の
急
務
と
し
て
松

の
緑
を
防
衛
す
る
必
要
が
あ
り
、
松
の
緑
十
字
軍

を
全
国
的
な
国
民
運
動
と
し
て
展
開
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
歴
史
を
見
て
も
、
森
林

の
荒
廃
か
ら
滅
亡

し
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
ロ
ー
マ
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど

そ
の
例
に
こ
と
欠
き
ま
せ
ん
。

岡
崎
　
エ
ジ
プ
ト
は
先
史
時
代
に
は
緑
が
あ

っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
第
十
八
王
朝
の
頃
に
は
ナ

イ
ル
川
周
辺
を
除
く
と
緑
が
な
く
、
プ

ン
ト

（現

在
の
ソ
マ
リ
ア
）
か
ら
緑
化
木
を
輸
入
す
る
と
い

う
状
態
で
し
た
。
さ
ら
に
下

っ
て
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

の
時
代
に
は
国
運
が
傾
い
て
、
結
局

ロ
ー
マ
の
支

配
下
に
入

っ
た
よ
う
な
わ
け
で
、

マ
ケ
ド

ニ
ア
に

征
服
さ
れ
る
ま
で
少
な
く
と
も
数
百
年
間
は
、
緑

が
貧
困
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
繁
栄
を
続
け
て

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で

は
ア
ッ
シ
リ
ア
に
し
て
も
バ
ビ

ロ
ニ
ア
に
し
て
も

栄
え
た
時
代
に
は
緑
が
か
な
り
あ

っ
た
が
、
今
日

で
は
非
常
に
荒
廃
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ロ
ー
マ

帝
国
を
滅
ぼ
し
た
グ
ル
マ
ン
は
大
移
動
、
こ
れ
は

長
期
間
に
わ
た

っ
て
の
移
動
で
す
が
、
移
動
に
伴

っ
て
い
た
る
と
こ
ろ
で
開
墾
し
た
。
原
生
林
を
切

秋

智
英

平
井
常
次
郎

林
野
庁
長
官
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．ハ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー

大
阪
南

岡
崎

文
彬

一一一ュｈＶ【

②

東
大
名
誉
教
授

農
学
博
士 松

の
緑
十
字
軍
運
動

日
本
の
松
の
緑
を
守
る
会
理
事
長

大
阪
南

り
開

い
て
耕
地
に
変
え
る
、
こ
れ
が
カ
ル
チ

ェ
ア
、

文
化
の
語
源
で
す
が
、
今
日
で
は
逆
に
、
大
き
な

緑
の
マ
ッ
ス
で
あ
る
森
林
を
守
る
こ
と
が
文
化
を

意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
枯
渇

を
防
ぐ
た
め
の
保
護
、
進
ん
で
保
全
は
も
ち
ろ
ん

植
林
し
て
緑
を
創
造
し
な
い
と
国
が
衰
微
す
る
、

と
い
っ
た
兆
候
が
見
え
て
き
て
い
る
時
代
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

三
成
　
緑
を
守

っ
た
例
と
し
て
は
何
か
…
…

岡
崎
　
国
連
の
環
境
会
議
は
十
年
前
に
第

一
回

が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
、
第
二
回
が
京
都
、
三
回

目
は
今
年
ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
先

進
国
と
開
発
途
上
国
と
の
間
に
は
食
い
違

い
が
あ

る
よ
う
で
す
。
先
進
国
は
開
発
が
終

っ
て
今
は
環

境
を
守
る
立
場
に
あ
り
、
途
上
国
は
開
拓
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
に
あ
る
か
ら
で
す
。

順
不
同

禾lJ
男
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利 男岡崎 文彬氏平井常次郎氏

ア
マ
ゾ

ン
川
流
域
で
は
現
在
も
焼
畑
農
業
を
や
ら

ぎ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
緑
を
破
壊
し
な
く
て

も
済
む
よ
う
に
途
上
国
を
助
け
る
措
置
を
先
進
国

は
講
じ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
こ
れ

が

現

状

で

す
。
昭
和
八
年
に
ア
デ

ン
で
体
験
し
た
こ
と
で
す

が
、
当
時
ア
デ

ン
は
イ
ギ
リ
ス
領
で
し
た
。
そ
の

支
配
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
が
先
頭
に
立

っ
て
砂

漠
地
帯
の
緑
化
を
や

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
経
済
的

に
み
て
割
の
合
わ
な
い
仕
事
だ
ぅ
た
に
違

い
な
い

が
、
そ
の
努
力
こ
そ
が
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
繁
栄

を
象
徴
し
て
い
た
、
と
も
い
え
ま
す
ね
。
今
、
中

国
で
は
北
京
で
も
南
京
で
も
緑
化
に
努

め

て

お

り
、
上
海
に
は
厚
い
緑
化
バ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
。

雲
南
省
そ
の
他
で
も
緑
化
に
懸
命
の
よ
う
で
す
。

平
井
　
わ
た
し
は
こ
の
春
ノ
連

へ
行
き
ま
し
た

が
緑
が
多
く
、

モ
ス
ク
ワ
で
も
街
路
樹
が
大
き
い

し
、
そ
の
緑
が
き
れ
い
な
の
で
驚
き
ま
し
た
。

岡
崎
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
都
キ
エ
フ
な
ど
緑
が

多
す
ぎ
る
と
す
ら
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
、　
一
人
当

り
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
四
五
平
方
メ
ー
ト

ル
で
す
。
中
央
ア
ジ
ア
の
フ
ル
ン
ゼ
、
と
く
に
タ

ジ
ッ
ク
共
和
国
の
ド
シ
ャ
ン
ベ
な
ど
は
新
し
い
都

市
で
す
が
文
字
ど
お
り
緑
に
む
せ
ぶ
町
で
す
。
広

い
緑
地
帯

の
中
に
街
路
樹
が
何
重
に
も
植
え
て
あ

り
ま
す
。
パ
リ
は
ブ

ロ
ー
ニ
ュ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
森
な
ど
局
部
的
に
は
大
面
積
の
緑
地
は
あ

る
が
全
体
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
。
ミ
ラ
ノ

に
も
ま
し
て
南
伊
の
ナ
ポ
リ
な
ど
に
は
緑
が
少
な

い
。
ス
ペ
イ
ン
な
ど
も
同
様
で
す
ね
。
そ
れ
ら
の

国
々
の
現
状
を
勘
案
す
れ
ば
、
緑
は
現
代
の
文
化

の
象
徴
と
い
っ
て
も
言
い
す
ぎ
で
は
な
い
よ
う
で

す
。

□
　
未
被
害
地
で
も
油
断
は
禁
物

三
成
　
私
ど
も
の
緑
十
字
の
旗
は
、
緑
化
の
聖

十
字
軍
の
意
味
で
、
横
線
は
国
土
の
緑
化
、
縦
線

は
人
の
心
の
緑
化
を
目
ざ
し
て
お
り
、
向
笠
Ｒ
Ｉ

会
長
の

「
人
類
は
ひ
と
つ
、
世
界
に
友
情

の
橋
を

か
け
よ
う
」
の
呼
び
か
け
に
も
呼
応
す
る
も
の
で

す
。平

井
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
社
会
奉
仕
活
動
で
は
緑

化

。
植
樹
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ず
い
ぶ
ん
や
り
ま

し
た
が
松
枯
れ
防
衛
は
や
っ
て
い
な
い
。
今
こ
そ

こ
れ
を
や
る
べ
き
時
だ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
運

動
を
三
年
前
に
始
め
た
わ
け
で
す
が
、
松
く
い
虫

の
最
初
の
発
見
は
明
治
三
十
八
年
で
、
以
来
八
十

年
こ
の
駆
除
の
対
策
や
運
動
は
な
か
っ
た
の
で
し

よ
つヽ
ｏ

秋
山
　
最
初
の
発
見
の
地
は
長
崎
市
で
す
が
、

こ
の
防
除
は
国
や
県
が
や
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た

た
め
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
今
回
国
民
運
動

と
し
て
全
国
的
に
推
進
さ
れ
る
と
な
る
と
非
常
に

あ
り
が
た
い
わ
け
で
す
。
で
、
日
本
の
緑
の
問
題

の
現
況
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
本
は
国
土
の
六
八
％
が
森
林
で
す
が
、
戦
中

戦
後
の
乱
伐
で
だ
い
ぶ
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の

緑
化
運
動
で
、
現
在
は
森
林
面
積
二
五
〇
〇
万

ヘ

ク
タ
ー
ル
、
蓄
積
約
二
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な

秋山 智英氏 三成
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っ
て
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
松
は
、

森
林
面
積
の
約

一
割
、
二
五
五
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、

蓄
積
も
ほ
ぼ

一
割
で
す
。
し
か
し
、
松
は
白
砂
青

松
と
い
う
言
葉
に
も
伺
わ
れ
る
よ
う
に
日
本
的
景

観
を
形
造
る
大
切
な
要
素
、
精
神
的
文
化
的
価
値

を
表
象
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ

の
松
の
激
害
型
被
害
が
最
初
に
出
た
の
は
佐
世
保

の
海
軍
基
地
で
す
が
、
全
国
的
に
広
が

っ
た
の
は

昭
和
十
年
前
後
か
ら
で
、
戦
後
特
に
大

発

生

を

見
、
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
被
害
が
出
た

時
期
も
あ
り
、
当
時
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
下
に
あ

っ

た
の
で
、
こ
の
時
初
め
て
防
除
制
度
を
法
律
で
決

め
、
積
極
的
な
駆
除
に
当

っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の

頃
は
ま
だ
家
庭
の
燃
料
は
薪
だ

っ
た
の
で
、
枯
れ

松
や
病
気
の
松
は
燃
料
と
し
て
焼
却
さ
れ
、
そ
れ

が
防
衛
上
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
　
，
昭
和
二
十

五
年
に
で
き
た
松
く
い
虫
等
そ
の
他
の
森
林
病
害

虫

の
駆
除
予
防
に
関
す
る
法
律

で
、
ず

っ
と
処
理

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
燃
料
革
命
で
薪
炭

は
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
し
、
松
林

の
手
入
れ
も
な

お
ざ
り
に
な
り
松
枯
れ
も
放
置
さ
れ
る
あ
り
さ
ま

で
、
中
国
地
方
の
禿
山
な
ど
か
つ
て
の
植
林
で
立

派
な
松
林
に
造
成
さ
れ
て
き
た
の
に
、
今
や
松
く

い
虫
に
や
ら
れ
放
題
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
四
十
二

年
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
薬
剤
散
布
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
害
は
増
加
す
る

一

方
な
の
で
、
五
十
二
年
に
松
く
い
虫
防
除
特
別
措

置
法
と
い
う
時
限
立
法
を

つ
く
り
ま
し
た
。

マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
が
飛
び
出
し
て
松
の
若
芽
を
食
べ
る

時
期
に
薬
剤
散
布
を
空
中
か
ら
や
る

一
方
、
枯
れ

松
は
伐
倒
し
薬
を
散
布
す
る
方
法
を
と

っ
て
き
ま

し
た
が
、
五
十
三
年
は
異
常
な
高
温
小
雨
で
、
未

被
害
地
や
軽
微
な
被
害
地
に
も
異
常
発
生
を
み
た

り
し
て
、
従
来

の
防
除
対
策
で
は
困
難
な
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

薬
剤
空
中
散
布
は
自
然
環
境
保
全
の
面
で
も
人

家
周
辺
や
農

・
漁
業
関
連
の
点
で
も
制
限
が
あ
り

思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
総
合
的
な
防

除
体
制
を
進
め
る
べ
く
今
回
さ
ら
に
法
律
改
正
を

い
た
し
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
防
除
処
方
を
各

種
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
予
防

の
点
か
ら
、
従
来
ど
お
リ

マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
が
ザ
イ
セ
ン
チ

ュ
ウ
を
腹
の
中
に
入
れ
て

春
に
飛
び
出
す
。
そ
の
前
後
の
時
期
を
狙

っ
て
空

中
散
布
す
る
。
こ
れ
は
保
安
林
そ
の
他
の
重
要
個

所
、
こ
こ
か
ら
奥

へ
は
絶
対
入
れ
て
は
い
け
な
い

先
端
地
域
な
ど
で
実
施
す
る
も
の
で
す
が
、
散
布

で
き
な
い
場
所
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
は

完
全
伐
採
駆
除
で
ゆ
き
、
伐
倒
木
は
チ
ッ
プ
化
し

パ
ル
プ
そ
の
他
に
有
効
利
用
し
て
も
ら
う
。
普
通

の
林
地
で
被
害
が
ひ
ど
い
所
は
積
極
的
に
伐
採
し

て
別
種
の
樹
を
植
え
て
ゆ
く
。
被
害
跡
地
の
造
林

は
災
害
な
ど
の
危
険
の
あ
る
所
は
同
時
に
治
山
事

業
を
施
す
な
ど
総
合
的
な
被
害
対
策
を
す
る
。
ま

た
松
く
い
虫
防
除
は
、
従
来
、
国
や
県
に
よ
る
公

的
防
除
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
き
ら
い

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
森
林
所
有
者
の
か

た
が
た
や
市
町
村
も
協
力
態
勢
を
作

っ
て
自
主
的

な
防
除
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
頂
き
た
く
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
国
も
助
成
い
た
し
ま
す
が
、
挙
げ

て
国
民
運
動
と
し
て
進
め
た
い
。
こ
れ
が
新
し
い

五
カ
年
計
画
と
し
て
の
松
く
い
虫
被
害
対
策
特
別

措
置
法
の
要
点
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
被
害
状
況
に

つ
い
て
み
ま
す
と
、
道
路
周
辺
、
鉄
道
沿
線
な
ど

小
私
有
地
の
松
の
被
害
が
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ

は
汚
染
源
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
防
除
し
て
頂

く
。
こ
う
い
う

一
本

一
本
の
被
害
に
は
新
し
い
技

術
を
適
用
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い

の

で
す

が
、
特
に
各
地
の
名
松
古
松
に
は
単
木
防
除
法
も

開
発
さ
れ
た
の
で
大
い
に
活
用
し
よ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
薬
剤
を
直
接
幹
に
注
射
す
る
、
土
壌

に
埋
め
る
、

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
ガ
ン
ノ
ズ

ル
で

狙

っ
た
松
だ
け
に
薬
剤
を
命
中
さ
せ
る
と
い
う
方

法
な
ど
ご
ざ

い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
各
県
に
モ
デ

ル
地
区
を
作
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
導
入
し
て
完

全
な
緑
防
衛
を
し
て
、
そ
れ
を
広
げ
て
ゆ
く
。
長

野
県
、
山
梨
県
、
新
潟
県
あ
る
い
は
東
北
地
方
は

被
害
が
僅
少
な
の
で
、
そ
こ
を
徹
底
的
に
駆
除
し

て
し
ま
う
。
ま
た
枯
れ
松
の
チ
ッ
プ
化
で
す
が
、

こ
れ
は
外
材
の
チ
ッ
プ
よ
り
安
い
の
で
計
画
的
に

伐
採
し
て
供
給
す
る
体
制
を
作
り
、
地
域
ご
と
の

利
用
促
進
を
計
画
し
て
お
り
、
総
合
的
な
防
除
態

勢
を
と

っ
て
被
害
を
終
息
さ
せ
た
い
と
推
進
中
で

あ
り
ま
す
。

北
海
道
、
青
森
県
、
秋
田
県
は
未
被
害
地
で
す

が
、
長
野
県
は
三
〇
〇
、
山
梨
県
、
岩
手
県
も
五

―
六
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
程
度
と
僅

少

で
す

の
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で
、
こ
の
よ
う
な
微
害
地
域
で
は
全
部
伐
採
焼
却

し
ま
す
。
ま
た
被
害
木
は
伐
採
し
た
ら
移
動
禁
止

の
措
置
を
と
り
ま
す
。

平
井
　
未
被
害
地
の
人
は
切
実
感
は
薄
い
で
し

ょ
う
が
、
ぜ
ひ
予
防
知
識
を
持

っ
て
頂
き
た
い
。

秋
山
　
そ
の
啓
蒙
が
必
要
で
す
。
ザ
イ
セ
ン
チ

ュ
ウ
は
摂
氏
九
度
以
下
で
は
繁
殖
能
力
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
二
〇
―
二
五
度
と
な
る
と
繁
殖
力
が
旺

盛
に
な
り
、
高
温
小
雨

の
天
候
で
は
松
自
体
も
弱

く
な
る
の
で
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

□
　
品
種
改
良
し
つ
つ
在
来
種
も
育
成

三
成
　
裏
六
甲
の
ゴ
ル
フ
銀
座
と
か
京
都
や
奈

良
の
神
社
仏
閣
、
庭
園
や
山
々
は
モ
デ
ル
地
域
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
最
適
で
し
ょ
う
。
同
時

に
、
樹
幹
注
入
法
、
土
壌
施
用
法
等
の
新
技
術
と

と
も
に
、
松
保
護
士
の
養
成
と
、
登
録
、
防
除
業

者

の
認
定
な
ど
、
秩
序
あ
る
防
除
施
策
を
進
め
つ

つ
あ
り
ま
す
。

秋
山
　
佐
賀
県
の
虹

の
松
原
、
あ
そ
こ
は
初
め

鳥
が
い
な
く
な
る
と
か
環
境
に
影
響
が
あ
る
と
か

で
反
対
も
あ

っ
た
の
で
す
が
、
ず

っ
と
散
布
を
続

け
て
、
今
で
は
地
元
も
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ

ま
し
て
被
害
は
全
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
宮
崎
県

の

一
ツ
葉
海
岸
、
鹿
児
島
県
の
吹
上
浜
、
静
岡
県

の
千
本
松
原
な
ど
も
い
い
例
で
す
。
今
、
各
県
に

は
病
害
虫
の
防
除
員
が
い
て
指
導
に
当

っ
て
い
ま

す
が
な
に
し
ろ
手
薄
な
の
で
、
地
元
の
協
力
が
欠

か
せ
な
い
わ
け
で
す
。
ま
た
京
都
府
に
つ
き
ま
し

て
は
、
兵
庫
県
、
広
島
県
辺
り
ま
で
松
茸
の
産
地

で
、
観
光
と
と
も
に
松
は
農
山
村
の
重
要
収
入
源

と
も
な

っ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
防
除
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

岡
崎
　
一示
都
辺
り
は
松
茸

の
収
入
が
大
き
く
、

景
観
面
と
と
も
に
こ
の
点
で
も
手
入
れ
育
成
を
昔

か
ら
努
め
つ
づ
け
た
松
林
で
す
。
庭
園
に
と
っ
て

も
借
景
と
し
て
松
山
は
欠
か
せ
な
い
、
と
な
る
と

昔
の
よ
う
に
全
林
を
松
に
す
る
の
は

無

理

と

し

て
も
、
重
点
的
に
松
を
育
成
す
る
こ
と
は
必
要
で

健
全
な
松
林
は
重
要
な
文
化
財
で
す
。
ど
う
し
て

も
、
部
分
的
に
は
松
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

秋
山
　
嵐
山
も
広
葉
樹
林
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
松
を
植
え
込
ん
で
景
観
を
維
持

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

岡
崎
　
尾
根
に
は
少
し
あ
る
が
中
腹
以
下
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
営
林
署
が
昨
年
か

ら
力
を
入
れ
始
め
た
の
で
や
が
て
よ
く
な
る
で
し

よ
つヽ
。

秋
山
　
そ
の
手
入
れ
に
対
し
て
、
人
工
的
で
自

然
に
反
す
る
と
い
う

一
部
の
反
対
も
あ
り
ま
す
が

特
定
の
場
所
に
つ
い
て
は
ぜ
ひ
や
る
べ
き
で
す
。

三
成
　
嵐
山
は
九
千
本
あ

っ
た
松
が
三
千
本
に

減

っ
た
そ
う
で
す
ね
。

岡
崎
　
一二
千
本
も
あ
り
ま
す
か
ど
う
か
。

三
成
　
飛
鳥
の
天
の
香
具
山
も
、
昔
あ

っ
た
松

が
今
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

秋
山
　
被
害
地
の
中
で
も
枯
れ
な
い
松
が
あ
る

の
で
、
そ
の
抵
抗
性
を
と
り
入
れ
て
品
種
改
良
し

た
り
、
中
国
の
馬
尾
松
が
松
く
い
虫
に
強
い
の
で

交
配
し
て
改
良
し
つ
つ
、
在
来
種
の
松
も
守

っ
て

ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

□
　
日
本
人
の
美
意
識
に
合
致
す
る
松
の
景
観

秋
山
　
今
か
ら
二
十
年
前
、
私
が
宮
崎
県
庁
に

お
り
ま
し
た
当
時
は
ま
だ
松
枯
れ
の
原
因
が
究
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
は
使
え
た

の
で
空
中
散
布
を
試
み
た
の
で
す
。
こ
の
予
防
措

置
は
日
本
で
初
め
て
で
し
た
が
、
そ
の
た
め
青
島

の
松
林
は
今
も
無
事
で
す
。
や
は
り
虫
が
飛
び
出

す
時
に
ま
ず
予
防
し
、
被
害
が
出
た
ら
す
ぐ
伐
採

し
て
焼
却
す
る
、
チ
ッ
プ
化
す
る
、
こ
れ
を
徹
底
さ

せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
あ
の
頃
は
小
学
生
が
、
松

の
紅
葉
な
ど
と
い
っ
て
赤
い
松
を
描
い
た
（笑
）
。

今
、

一
番
ひ
ど
い
の
は
茨
城
県
で
、
い
っ
ぺ
ん

に
出
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
被
害

の
少
な
い
所
な

の
で
防
除
体
制
が
充
分
で
な
か
っ
た
、
加
え
て
平

地
林
で
、
農
地
と
錯
綜
し
て
い
る
の
で
散
布
で
き

な
い
、
そ
う
い
う
事
情
も
あ

っ
た
わ
け
で
す
。
筑

波
山
だ
け
は
神
域
で
ぜ
ひ
松
を
守
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
散
布
し
つ
づ
け
た
の
で
今
も
万
全
で
す
。

三
成
　
日
本
人
が
昔
か
ら
治
山
治
水
の
た
め
に

大
概
は
松
を
植
え
た
の
は
、
い
か
な
る
痩
地
、
湿

地
や
海
岸
に
も
生
え
る
神

の
本
だ

っ
た

か
ら

で

す
。
日
本
人
は
松
の
重
要
性
を
忘
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
、
頻
発
す
る
山
崩
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
た
び

に
考
え
ま
す
。

岡
崎
　
日
本
は
確
か
に
松
好
き
で
、
松
林
も
多

い
。
欧
州
で
は
ド
イ
ツ
の
低
地
に
は
か
な
り
あ
り
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ま
す
が
ほ
と
ん
ど
欧
州
赤
松
で
す
。
な
お
同
種
の

欧
州
赤
松
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
に
も
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
は
こ
の
ほ
か
種
類
の
違
う
仏
国
海
岸

松
が
大
西
洋
岸
に
あ
り
ま
す
。
パ
リ
も
プ

ロ
ー
ニ

ュ
の
森
の
大
き
い
湖

の
周
囲
に
は
欧
州
赤
松
が
あ

る
が
、
小
さ
い
湖

の
ほ
う
は
広
葉
樹
で
す
。
米
松

や
唐
松
は
松
で
は
な
い
の
で
こ
れ
は
加
え
な
い
で

も
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
世
界
的
に
も
松
属
の
占
め

る
面
積
は
多
い
ほ
う
で
し
ょ
う
。

日
本
の
庭
園
は
松
を
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
造

ら
れ
て
い
る
。
赤
松
黒
松
、
そ
れ
ぞ
れ
に
幹

の
色

と
葉
の
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
幹
や
枝
の
曲
り
具

合
、
そ
の
風
趣
が
日
本
人
の
美
意
識
に
合
致
す
る

の
で
し
ょ
う
、
全
国
各
地
に
名
松
が
あ
る
。
日
本

の

自
然
公
園
、
特
に
国
立
公
園
に
は
国
有
林
が
圧
倒

的
に
多

い
で
す
ね
。
こ
の
管
理
は
林
野
庁

の
…
…

秋
山
　
そ
う
な
ん
で
す
が
、
レ
ン
ジ

ャ
ー
が

一

人
か
二
人
、
あ
と
は
営
林
署
員
が
盗
伐
や
火
災

の

防
止
、
掃
除
や
な
に
や
か
や
と
世
話
し
て
い
ま
す

が
充
分
に
手
が
廻
り
か
ね
る
状
況
で
す
。
こ
の
国

有
林
も
今
後
は
森
林
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他

に
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
計
画
し
、
今
、
制
度

改
正
を
検
討
中
で
す
。

岡
崎
　
自
然
休
養
林
は
も
う
十
年
以
上
に
な
り

ま
す
が
、
百

ヵ
所
く
ら
い
で
す
か
。

秋
山
　
九
十
二
ヵ
所
で
す
。
今
後
は
指
定
を
ふ

や
す
よ
り
中
身
を
充
実
さ
せ
る
方
針
で
す
。

岡
崎
　
都
市
公
園
は
日
本
は
数
量
的
に
も
少
な

い
が
、
そ
れ
以
上
に
中
身
が
悪
い
。
管
理
が
ま
る

で
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
残
念
な
こ
と
で
す
。

□
　
放
置
で
き
な
い
被
害
の
現
状

三
成
　
さ
て
、
松
の
緑
十
字
軍
の
運
動
で
す
が

全
国
的
な
国
民
運
動
に
盛
り
上
げ
た
い
。
そ
れ
に

は
、
ま
ず

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
、
例
え
ば
松
の
字
を

姓
や
名
前
、
屋
号
、
商
標
、
家
紋
に
持

つ
人
、
ま

た
心
あ
る
か
た
が
た
に
ご
協
力
を
頂
き
た
い
。
松

の
字
の
つ
く
市
町
村
や
松
を
県
木
に
し
て
い
る
県

に
住
ん
で
い
る
人

々
、
そ
の
他
松
や
緑
に
関
係
あ

る
人
々
な
ど
、
な
に
は
と
も
あ
れ
ま
ず
ご
協
力
ご

参
加
し
て
頂
き
た
い
。

平
井
　
要
は
や
は
り
個
人
個
人
が
松
の
重
要
性

を
認
識
す
る
こ
と
で
す
。
北
海
道
な
ど
の
未
被
害

地

へ
も
、
ぜ
ひ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。

三
成
　
日
本
人
は
、
公
害
予
防
に
無
関
心
か
手

を
抜

い
た
た
め
の
咎
め
が
大
き
く
、
実
害
が
露
呈

し
て
裁
判
や
損
害
賠
償

で
騒
が
れ
ぬ
と
真
剣
に
な

れ
な
い
。
松
枯
れ
を
公
害
に
指
定
す
る
国
民
運
動

に
ま
で
発
展
し
な
い
と
、
松
く
い
虫
被
害
終
息
型

に
持
ち
込
む
の
は
む
ず
か
し
い
よ
う

に
思

い
ま

す
。
そ
う
で
な
い
と
日
本
か
ら
松
が
な
く
な
る
、

そ
う
い
う
危
機
感
が
わ
れ
わ
れ
に
は
あ
る
の
で
す

が
、
未
被
害
地
や
実
害
に
関
係
な
い
人
は
、
個
人

的
に
何
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
賛

成
は
し
て
も
会
員
に
は
な
り
た
が
ら
な
い
。
が
、

こ
れ
は
ひ
と
つ
の
精
神
運
動
で
も
あ
り
社
会
奉
仕

運
動
で
も
あ
る
の
で
、
即
効
的
な
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
ｏ

テ
イ
ク
で
は
な
い
。
広

い
視
野
で
見
て
、
松
緑
愛
・

森
林
愛

。
国
土
愛
は
松
緑
防
衛

・
森
林
防
衛

。
国

土
防
衛
に
つ
な
が
り
、
充
分
報
い
ら
れ
る
も
の
で

す
。
し
か
し
い
ま
の
国
の
防
除
予
算
は
、
緑
化
費

用
な
ど
に
く
ら
べ
て
い
た

っ
て
少
な
い
。
そ
こ
で

日
本

の
盲
点
で
あ
る
松
枯
れ
防
止
の
重
大
性
を
再

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
国
土
か
ら

松
が
な
く
な
る
の
は
日
本
人
の
歴
史
的
な
心
の
糧

を
失
う
に
ひ
と
し
い
。
の
み
な
ら
ず
経
済
上
も
木

材
と
し
て
年
間

一
千
億
円
、
そ
の
公
益
的
価
値
を

含
め
る
と
四
千
億
円
の
損
失
に
も
上
る
。
そ
こ
で

急
遠
、
松
の
緑
十
字
軍
を
結
成
し
て
全
国
的
に
広

げ
、
十
字
軍
の
会
員
が

一
人
で
も
多
く
ふ
え
る
こ

と
で
、
松
く
い
虫
公
害
を
終
息
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。今

後
ど
の
よ
う
に
こ
の
運
動
を
推
進
展
開
さ
せ

て
ゆ
く
べ
き
か
、
林
野
庁
ば
か
り
で
な
く
政
府

一

九
と
な
り
、
ま
た
官
公
民

一
体
と
な

っ
て
防
衛
に

尽
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
我
関
せ
ず
で
は
な
く
、

公
益
奉
仕
の
た
め
に
手
に
手
、
輪
に
輪
に
、
連
帯

し
て
協
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
う
痛
感
さ
れ

る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

私
は
折
あ
る
ご
と
に
こ
の
点
を
極
力
訴
え
か
け

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
座
談
会
も
そ
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
。
皆
様
改
め
て
松
く
い
虫
の
被
害
の
重
大

さ
を
お
考
え
い
た
だ
き
、
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
日
は
貴
重
な
ど
意
見
を
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑥昭和57年 10月 号



インターアクト・ローターアクト・交換学生

大川RAC(270地区 。大川RC)は , 7月 31日 ,>
恒例の夜市バーゲンセールを行った。これは,各 ロ

ータリアン及びアクターの家庭から持ち寄った品物

をバーゲンセールするもので,そ の益金はRACの
奉仕活動資金に充てている。

毎 ゃ  
｀

▼第252・ 253地区 IAC合同年次大会 ホス ト・竹田
女子高校 IAC,ス ポンサー・山形RC (8月 3～
5日 )

●新インターアクトクラブ

牛 津 高 校  (第274地 区・牛津RC)     発会  1982718

会員数 17人  例会口 土 (月 2回 ) 例会場 校 内

事務所 〒84903佐 賀県小城郡牛津町大字牛津274牛 汁高校内

会長 今川由美子  幹事 井上 輝美

●新ローターアクトクラブ

,炎路 三 原 悌 268地 区・淡路三原RC)    発会 198281

会員数 32人  例会日 第 1・ 3水  例会場 三 原 町 商 工 会

事務所 〒65604兵 LI県 三原郡三原町市青木11011淡 路1=用 金庫内

会長 市川 一馬  幹事 馬部総一郎

長里予(第 260地区。長野RC)         発会 198283

会員数30人 例会日火。金 (月 2回)例会場長野国際会館

事務所  〒380長 野市県町 北野建設爛内

会長 会津 房行  幹事 藤沢 善博

昭和 57年 10月 号

ノ
′

一

く 西海学園高校IA C(274地 区。佐世保RC)では, ク
ラブ部員が自発的に「長崎大水害義援金街頭募金」を提

案.イ ンターアクト委員会の支援を受け, 7月 31日 から

延べ 5日 間,活動を行った 生徒たちの情熱と心から訴
える熱意は道行く人々の心を捕え,当初予定の 3倍の義

援金が集まり,長崎新聞社にこれを寄託した

▲大阪住吉RAC・ 浪速高校 IA C(266地区 。大阪

住吉RC)合同認証状伝達式 (6月 27日 )

▼淡路三原RAC(268地区 。淡路三原RC)結成集
会並びに発会式.(8月 1日 )

「

J■ご



Friendship Plaza

生
か
し
生
か
さ
れ
る

大
阪
大
淀
　
山
西
利
夫

「
ま
ず
相
手
方
を
生
か
す
」

「
そ
れ
に
よ

っ
て
自
分
も

生
か
さ
れ
る
」
こ
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
れ
ば
、
素
晴
ら

し
い
と
考
え
つ
づ
け
て
い
る
う
ち
に
、
行
き
つ
い
た
の

が
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

・
シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
た
。

私
事
に
な
る
が
、
こ
の

「
生
か
し
生
か
さ
れ
る
」
と

い
う
言
葉
は
、
私
が
六
十
歳
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
の
す

べ
て
の
仕
事
か
ら
ひ
と
ま
ず
解
放
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
新

し
い
人
生
を
歩
む
前
提
と
し
て
実
行
し
た
、
十
日
間
の

″
断
食
〃
行
の
七
日
目
の
深
更
、
全
身
白
光
に
包
ま
れ

る
感
を
う
け
て
め
ざ
め
た
瞬
間
に
、
自
分
の
口
を

つ
い

て
出
た
言
葉
で
あ

っ
た
。

フ
ラ
ン
チ
ヤ
イ
ズ

ｏ
シ
ス
テ
ム
は
、
ご
承
知
の
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
で
発
達
し
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
発
展
に

貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
昨
８．
年
ア
メ
リ
カ
の
議
会

が
感
謝
決
議
を
し
た
優
れ
た
制
度
で
あ
る
。
反
面
、
こ

こ
三
十
年
間
は
ア
メ
リ
カ
で
の
本
部

（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ザ
ー
）
と
加
盟
店

（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
）

の
対
立
抗

争
の
歴
史
で
も
あ
り
、
諸
州
の
法
律
も
こ
の
問
着
を
解

決
、
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

ア
メ
リ
カ
の
後
進
で
あ
る
が
、
私
は
、
日
本
に
お
け
る

ミ
ス
タ
ー

・
ド
ー
ナ
ツ
に
は
じ
め
て
関
与
し
た
と
き
か

ら
、
こ
の
仕
事
に
関
す
る
限
り

「
ザ
ー
」
と

「
ジ
ー
」

と
は
親
子
兄
弟
と
同
様
、
す
な
わ
ち
運
命
共
同
体
で
あ

る
と
い
う
考
え
か
ら
本
部
も
加
盟
店
も

一
つ
に
な
り
、

未
来
開
発
基
金
な
る
積
立
金
制
度
を
規
約
づ
け
て
十
年

余
り
実
行
し
て
き
た
。
日
本
で
も
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

ｏ

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

「
ザ
ー
」
と

「
ジ
ー
」
の
間
が
し

っ
く
り
い
か
ず
利
害

の
対
立
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
す
べ
き
こ
と
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

双
方
が
契
約
で
は

っ
き
り
し
て
お
か
な
い
こ
と
が
多

い

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
真

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

「
良
い

仕
事
だ
か
ら
、
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
や
」
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
本
部
が
加
盟
店
を
生
か
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
確
実
に
入

っ
て
き
て
、
自

1982 VOL. 30 NO. 10①



分
も
生
か
さ
れ
る
筋
あ
い
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
あ
る

べ
き
な
の
に
、
本
部
が
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
の
取
り

っ
ぱ

な
し
で
何
も
し
な
い
と
い
う
例
が
多

い
。
通
産
省

。
中

小
企
業
庁
で
も
中
小
企
業
近
代
化
の
一
環
と
し
て
、
健

全
な
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

・
シ
ス
テ
ム
の
育
成
を
期
す

る
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
研
究
の
結
果

一
つ
の
結
論
を

得
た
。
そ
れ
は
、
い
み
じ
く
も
「
生
か
し
生
か
さ
れ
る
」

関
係
の
強
化
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係

の
な
か
で
、
日
本

で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、　
一
番
欠
け
て

い
る
の
が

″
心
〃

の
問
題
で
あ
る
。
本
部
と
加
盟
店
が

″
心
〃
で
結
ば
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
き
び
し
い

規
約
が
あ
ろ
う
と
も
、
い
く
ら
指
導
を
尽
く
し
て
も
、

実
施
面
で
守
ら
な
け
れ
ば
何
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
わ

か
っ
て
き
て
、
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
で
も

″
心
″
が
い

わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。　
彙
三
尖
地
区

大
阪
府

洋
菓
子
製
ｔ

地
球
奉
仕

昌́

岡
　
岡
部
　
定
信

わ
れ
わ
れ
は
戦
中
戦
後
を
通
じ
て
、
余
り
に
も
自
然

を
破
壊
し
地
球
を
冒
漬
し
す
ぎ
た
。
自
然
の
破
壊
は
人

間
性
の
喪
失
、
地
球
の
冒
漬
は
人
間
生
活
そ
れ
自
体
を

も
危
機
に
陥
れ
た
。
し
か
し
、
人
間
も
所
詮
は
自
然
の

子
で
あ
り
、　
一
時
的
に
は
こ
の
こ
と
を
忘
れ
か
け
て
い

た
人
間
も
、
さ
け
が
本
能
的
に
母
な
る
川
笙
戻
る
よ
う

に
、
緑
の
大
地
に
回
帰
す
る
以
外
に
生
き
る
道
は
な
く

緑
の
大
地
に
こ
そ
、
人
類
の
ふ
る
さ
と
が
あ
る
の
だ
と

よ
う
や
く
気
づ
き
つ
つ
あ
る
。

日
本
は
世
界

一
の
木
材
消
費
国
と
し
て
、
国
内
ば
か

り
で
は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
等
で
自
然
を
破
壊
し
て
き

た
。
だ
か
ら

一
層
、
自
然
環
境
の
保
全
に
は
責
任
が
あ

る
。
今
こ
そ
、
す
す
ん
で
地
球
防
衛
の
先
頭
に
立
つ
ベ

き
で
あ
る
。

ロ
ー
タ
リ
ー
に
あ

っ
て
は
、
四
大
奉
仕
の
ほ
か
に
、

新
た
に

「
地
球
奉
仕
」
を
掲
げ
、
こ
こ
数
年
、
歴
代
ガ

バ
ナ
ー
の
熱
心
な
提
唱
と
、
そ
の
指
導
と
の
も
と
に
す

べ
て
の
ク
ラ
ブ
に
環
境
保
全
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
各
地
域

の
実
状
に
応
じ
た
環
境
保
全
の
運
動

が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
各
地
に
お
け
る
ロ
ー
タ

リ
ー
の
存
在
を

一
段
と
価
値
あ
ら
し
め
て
い
る
。

「
地

球
奉
仕
」
は
窮
極
す
る
と
こ
ろ

「
国
土
の
緑
化
」
に
つ

な
が
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
生
命
の
根
源
で
あ
る
緑

が
、
時

々
刻

々
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
今
こ
そ
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
は
地
域
の
要
請
に
応
え
て
、
現
下
緊
急
の
課

題
と
も
い
う
べ
き

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
森
」
の
造
成
の
構

想
と
、
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
森
」
の
造
成
に
あ
た

っ
て
、
国
有
林

公
有
林
等
の
部
分
林
の
設
定
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
、
地
元
市
町
村
あ
る
い
は
森
林

組
合
等
と
も
、
充
分
に
協
議
し
、
理
解
と
協
力
と
を
得

て
、
可
能
な
範
囲
と
方
法
で
徐
々
に
具
体
化
さ
れ
る
ベ

き
で
、
そ
の
計
画
に
決
し
て
無
理
が
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。フ

ラ
ン
ス
の
文
学
者
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は

「
文
明

の
前
に
森
林
が
あ
り
、
文
明
の
後
に
砂
漠
が
残
る
」
と

喝
破
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
か
っ
て
の
中
近
東
、

エ
ジ
プ
ト
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
地
球

の
森
林
は
毎
年
、
日
本
の
ほ
ぼ
半
分
に
あ
た
る
部
分
が

消
え
、
そ
の
う
ち
四
国
と
九
州
を
合
わ
せ
た
く
ら
い
の

面
積
が
砂
漠
化
し
て
い
る
と
い
う
。

森
林
破
壊
で
保
水
能
力
が
な
く
な
り
、
洪
水
が
お
こ

り
、
土
壌
は
悪
化
し
、
人
気
に
も
影
響
し
て
、
種
の
絶

滅
を
招
い
て
、
地
球
の
危
機
が
迫
り
つ
つ
あ
る
。
今
や

知
恵
あ
る
現
代
の
文
明
人
は
、
地
球
救
済
に
立
ち
上
が

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
森
」
の
建

設
も
、
そ
の
方
途
の
一
つ
で
あ
る
。

日
本
各
地
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
地
域
に

「
ロ
ー
タ

リ
ー
の
森
」
が
ひ
と
つ
で
も
多
く
、　
一
日
も
早
く
造
ら

れ
ん
こ
と
を
。
　
　
　
　
第
一三
工兌
区

群
馬
県

森
林
提
３

青
少
年
問
題
こ
そ
原
点赤

平
　
相
馬

　

寛

ロ
ー
タ
リ
ー
で
、
も
っ
と
も
古
く
て
新
し
い
問
題
は

何
か
、
と
問
わ
れ
た
な
ら
、
そ
れ
は
青
少
年
問
題
で
あ

る
と
答
え
る
人
は
多
い
と
思
う
。

⑫昭和57年 10月 号



ろ
一水０

／＋
ａ

‐
〓
一ほ

占

千

昆

布
悌
大
市
昆
布
本
舗
副
社
長
　

畑

下

芳

二

郎

日
本

の
コ
ン
ブ
は
北
海
道
が
主
産
地
で

親
潮

の
流
れ
る
太
平
洋
岸
は
ミ
ツ
イ
シ
コ

ン
ブ
、
ナ
ガ

コ
ン
ブ
、
対
馬
暖
流

の
北
上

す
る
日
本
海
沿
岸
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸

は
リ
シ
リ

コ
ン
ブ
、
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
、
寒

暖
二
海
流

の
影
響
を
受
け
る
噴
火
湾

（内

浦
湾
）
か
ら
津
軽
海
峡
に
か
け
て
は

マ
コ

ン
ブ
の
産
地
で
あ
る
。

マ
コ
ン
ブ
は
味
も
よ
く
山
出
し
昆
布

の

名

で
知
ら
れ
、
加
工
品
も
多
い
。
白
口
と

黒
口
が
あ
る
。
ラ
ウ
ス
コ
ン
ブ
は
知
床
半

島
の
国
後
島
側
の
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
に

産
し
、
加
工
品
が
多
い
。
リ
シ
リ

コ
ン
ブ

は

マ
コ
ン
ブ
の
同
類
で
、
利
尻

・
礼
文
両

島
で
産
す
る
も
の
と
稚
内
周
辺
で
と
れ
る

も
の
と
が
あ
り
、
コ
ク
の
あ
る
出
し
が
と

れ
る
の
で
出
し
昆
布
と
し
て
有
名
だ
が
、

稚
内
も
の
よ
り
利
尻

・
礼
文
産
が
品
質
が

い
い
。
ミ
ツ
イ
シ
コ
ン
ブ
は
早
煮
昆
布
の

別
名
ど
お
り
料
理
や
加
工
品
に
適
し
、
ナ

ガ

コ
ン
ブ
も
昆
布
巻
な
ど
の
加
工
品
に
使

用
さ
れ
る
。
　
　
鉄
切
阿
倍
野
Ｒ
Ｃ
会
員
高
Ｊ

若
　
禿

田
中
皮
膚
科

ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長

　

田

山
一
　

〓
蝙
陛

頭
髪
は
約
十
万
本
あ
る
が

一
定
期
間
成

長
し
続
け
る
と
抜
け
、
同
じ
孔
か
ら
新
し

い
毛
が
再
生
す
る
。
頭
髪
が
薄
く
な
る
の

は
こ
の
生
理
的
脱
毛
後
の
新
生
の
毛
が
減

少
す
る
こ
と
に
ょ
る
。
極
端
な
人
は
三
〇

歳
頃
か
ら
減
り
始
め
る
。
若
禿
で
あ
る
。

女
性
に
は
若
禿
は
な
い
が
、
更
年
期
を

す
ぎ
る
と
髪

の
毛
は
減
少
し
て
ゆ
く
。
更

年
期
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
分
泌
停
止
で
、
毛

髪
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
。
男
性
ホ
ル
モ
ン
は
ヒ
ゲ
や
陰
毛

や
体
毛
な
ど
の
発
育
を
促
す
が
、
頭
髪
に

だ
け
は
抑
制
的
に
作
用
す
る
。
女
性
ホ
ル

モ
ン
は
こ
れ
と
全
く
逆
の
作
用
を
す
る
。

「
思
春
期
前
に
去
勢
し
た
男
性
は
年
と

っ

て
も

ハ
ゲ
な
い
」
と
か

「睾
丸
摘
除
術
を

し
た
男
性
の
ハ
ゲ
が
と
ま

っ
た
」
な
ど
の

臨
床
例
は
各
国
で
観
察
さ
れ
て
い
る
が
、

で
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
薬
物
的
に
投
与

す
れ
ば
若
禿
が
治
る
か
と
い
う
と
、
そ
う

う
ま
く
は
い
か
な
い
。
頭
髪
が
生
え
る
前

に
乳
腺
が
大
き
く
な
り
、
性
欲
が
減
退
し

行
動
が
女
性
化
す
る
な
ど
の
女
性
化
現
象

が
出
て
し
ま
う
の
で
困
る
の
で
あ
る
。

〈
ハ
ゲ
皮
脂
腺
学
説
〉
が
言
わ
れ
る
。

毛
を
つ
く
る
毛
包

の
上
部
に
は
皮
表
の
油

（皮
脂
）
を
つ
く
る
脂
腺
が
開
口
し
て
い

て
そ
の
分
泌
が
毛
孔
で
行
な
わ
れ
て
い
る

が
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
こ
の
脂
腺
の

皮
脂
産
生
能
を
促
進
さ
せ
る
働
き
が
あ
り

″
特
に
強
力
な
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
関
与
で

過
剰
に
産
生
さ
れ
た
皮
脂
が
、
毛
の
細
胞

を
つ
く
る
毛
包
部
や
毛
根
を
圧
迫
し
て
毛

の
正
常
な
発
育
を
抑
制
す
る
た
め
〃
に
ハ

ゲ
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、

ハ
ゲ
は
精
力
家

な
ど
と
い
わ
れ
る
ら
し
い
が
、
男
性
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
量
に
個
人
差
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
人
の
体
質
的
な
ホ
ル
モ
ン
感

受
性
の
多
少
に
か
か
わ
る
に
す
ぎ
な
い
。

体
質
的
と
は
つ
ま
り
遺
伝
的
と
い
う
こ

と
で
、
父
や
祖
父
が

ハ
ゲ
て
い
た
ら
自
分

も
そ
う
な
る
可
能
性
が
強

い
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

日
本
人
は
最
近
若
禿

の
傾
向
が
増
ぇ
た

と
い
わ
れ
る
が
、
動
物
性
脂
肪
の
過
剰
摂

取
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
あ
る
、
と
指
摘

さ

れ

て

い

る

。

の

知
県

。
あ
ま
Ｒ
Ｃ
会
員

・
同
Ｒ
Ｊ

①昭和 57年 10月 号
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■ ロータリー財団を通して友情の橋を
かけよう 2万人の男女が奨学生等に参
加し,世界のための理想を推進してきた

財団の歴史,意義を語る. (4～ 5頁 )
■ カンポジア難民の苦しみ カナグの
財団奨学生ポールは豪州留学への途次タ
イの難民キャンプで活動した.そ こでみ
たものは何であったか.  (6～ 11頁 )
■ 新しい経営と産業用ロボット ロボ
ット王国 。日本がロボットを必要とした

背景は何か。今後ロボットは, どのよう
に使われ るか . (②～③頁)
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地 区の たより
編集・村主恵快

夏休みの子供の交通 水難事故 非行防止の広報活動

区内各校下の合同パトロール

大阪阿倍野RCでは,去る8月 2日 に区内諸
団体との合同で区内全域を対象とした子供の交

通事故,水難事故および非行防止のための巡回

広報パ トロールを行ないました

当RC地区は大阪市の南部に位置し,市内で
の有数の繁華街を有しております。また,区内

は14ほ どの幼稚園,小 。中学校があるところで

もあります。

夏休みの期間は子供の戸外での活動が活発に

なるとともに,夏のレジャー交通の増加により

交通事故の多発が予想されます また,河川や
池などでの水遊びによる水難事故も同様です .

さらに,最近の享楽的な風潮を反映して俗悪な

出版物や有害な広告など子供の健全な育成を阻

害する環境が増加しつつあります.こ れらのこ

とは子供の非行化への温床になり,夏休みは最

も危険なシーズンとなるものです。子供をこれ

らの事故や非行から守るための対策が必要とさ

昭和57年 11月号

大阪阿倍野

巡回広報パ トロール

れていました。

当日は,「子供を交通事故から守ろう !」「子

供を水難事故から守ろう !」 「子供を非行から

守ろう l」 をスローガンに,江口大阪阿店野R
C会長,三栖広報委員長,小峰青少年委員長の

参加のもと,各校下PTA,学 校担当者,警察
官等に班編制を行ない,パ トロールカーを先頭

に広報車等で,遊び場,住宅地,商店街などの

周辺道路,踏切,交差点,軌道敷,河川,池な

どを重点的にパ トロールを行ないました。

なお,RCは 区PTA協 議会に車輛横和 組
を寄贈させて頂きました。今後も子供の事故と

非行防止のため,地域と一体となって有意義な

活動を行なってまいりたいと思っております。

最後に,大阪阿倍野RCの 特徴は大変家庭的

なクラブであります。皆さま, ご来阪の際は,

ぜひ,メ イキャップにお越し下さい.

イ7



3国ロータリークラブ姉妹提携成る

提携書のサインを終えそれを高く掲げる代表たち

MANKIND IS ONE

大阪西北RCでは,か ねてからニュージーラ
ンド, クライストチャーチ北RCと 姉妹関係に

あったが, このたびさらに関係を発展させて,

オーストラリア, ゴスフォー ドRCと も姉妹提
携した 本年 6月 1日 ,大阪市内太閤園におい
て3ク ラブ特別合同例会を開催, ロータリーの

共通のきずなに基 t/hて ,異 る文化,背景を超えて

お互いに友情と理解を深め合 うことを誓った。

当日は国際色豊かに多数の会員,家族が参加し

大阪西南RCと ,RI第 366地区北釜山とは,
1971年 4月 2日 釜山市で姉妹結縁の調印式を行

ない,満 10年が過ぎた。10年間にみのりの多い

交歓が行なわれてきた。釜山で,あ るいは大阪
で両友相交わり, ロータリーを論じ,経済を語
り,互いに酒を汲み,共に肩を組んで幾たびか

歌い合った。相互理解 と親睦をみごとに果たし

その目的を開花させたといえよう.

姉妹提携10周年記念共同事業として,釜山鎮

区釜田洞に敬老堂を建設する企画を樹てた.

この敬老堂は,総事業費 900万 ウォンで1982

年 2月 6日 着工,同年 4月 9日 完工し,当 RC

42

大阪西北

厳粛なセレモニーの後,懇親パーティーが催さ
れた。

それぞれのお国自慢の歌,余興,ス ライ ド紹

介など盛 りだくさんのアトラクションあり,最
後は全員一つの大きな円陣となってロータリー

ノング,螢の光の大合唱で幕を閉じ,再会を期
して散会した。 (なお,当 日の記録は,保存用
の小冊子とし,少 し残部があります。ご希望の

方はクラブまでお申し出下さい)

大阪西南

の岡碩平初代会長・木村康郎会長をはじめとし

て総勢16人が訪韓参加,北釜山RC会員50人 ,
釜山鎮区長,県議員並びに釜田洞居住の老人多
数参加のもとに盛大に寄贈式が挙行された.設

計は北釜山RCの許善行前会長,建築施行は金
昇均会員がそれぞれ担当し,宋在述会員が50万

ウォン,許善行前会長が50万 ウォン,田海寿会
長が 100万ウォンを寄贈され,建築費の一部を

負担された。これは崇高なロータリー精神と奉

仕の理念を卒先垂範されたものといえよう.

社会福祉制度が高度に発達した先進国におい

ても,老人間題,高齢化対策は重要な課題であ

韓国釜山に敬老堂を寄贈

1。82 v01  30 N0 11



り,社会と家族から疎外され,孤独な余生を空
しく送っている老人に対する大きな社会問題で

ある。この問題に対してわがRCもり「かなりと

も貢献できればと願って敬老堂寄贈に協賛した

のである.願わくばこの敬老堂が,多 くの老人

達の憩いの場所として, レジャーに趣味に活用

され, より豊かな余生開発に役立つ事を念願す

るものである. (雑誌委員長 深田英雄記)

父と私は 4月 27日 から3日 間,韓国 0ソ ウル

におもむき,マ ッキャフリー RI会長主催「日

韓親善会議」に出席し,第 266地区と第 365地

区が組み合わせ地区として RIよ り指示され ,

懸案となっていた大阪RCと ソウルRCの姉妹
クラブ締結の打合わせを行ないました.

新年度の 7月 16日 (金)に第 365地区のソウ

ルRCか ら柳正烈会長,呉世重前会長ほか 4人
に大阪RC例会においで頂き,両国国歌斉唱の

あと, 目代渉会長との間にシスタークラブ締結

合意書にサインを交換し,調 E口をとどこおりな

く終えました。両クラブを代表して目代・柳両

会長ともにごあいさつでは「日韓両国が近 くて

親しい国になるよう, ロータリークラブが率先

して両国の間に橋を架けよう」と強調されまし

た.ま た,そ の後行なわれた懇談会や夕食会で

は楽しい話だけでなく,今後のわれわれの義務

である刊行物や情報の交換,相手クラブの例会

出席, ジョイント・プロジェクト,そ して 7月

第 2週の例会にはお互いに記念行事を行なうこ

とについても熱心な討議が交されました。

1988年 にオリンピックをむかえる韓国の首都

ソウルの中心にあるソウルRCは ,1927年に創

立され (韓国では 1番 目),134人のメンバーの

国籍が16カ国に及び,ま た例会はすべて英語で

行なわれる国際色豊かなクラブであります。例

会は水曜日にシーラ (新羅)ホ テルで開催され

ていますが,ほ とんどのメンバーが日本語も話

せるので親しみを持って気楽に出席できる雰囲

気があります。ソウルRCは 留学生の交換プロ

昭和57年 11月 号

大阪 国際奉仕委員 水 野  正 人

大阪・ソウルの姉妹クラブ締結

グラムや,心臓切開手術に対する援助,ハ ンデ

ィを背負った人びとに対する援助など積極的な

奉仕活動を行なっています。今回のシスターク

ラブ締結を記念して両クラブでは,交換学生プ

ログラムや,昨年度の大阪RCのWCSプ ロジ

ェクトである韓国の福祉事業法人「明暉園」,す

なわち李王妃殿下であらせられる李方子女史が

理事長をされている精薄児の教育施設に対する

援助をソウルRCと のWCSジ ョイント・プロ

ジェクトにしたいというようなことなどについ

て, これから前向きに検討をすることにしてい

ます。

今年度の向笠 RI会長の提唱される「人類は

ひとつ,世界中に友情の橋をかけよう」というテ

ーマを少しでも実現できれば幸いに思います .

43

ソウルクラブとの姉妹クラブ締結

大阪西南・北釜山の共同で敬老堂を建設



台中より龍を贈らる

創立25周年を記念し姉妹クラブより慶祝品を贈られる

大阪府,東大阪市 (第 266地区)では, クラ
ブ創立25周年の記念事業とし,市社会福祉協議
会を通じ市内10カ所の事業所へ,テ レビ, ビデ
オ,車イス等を寄贈した,ま た,式典に姉妹ク

大阪 。船場の豪商,旧鴻池邸の間が, このほ
ど奈良市鳥見町一丁目に移転,復元され,「町
人文化資料館」として,無料で公開された.

復元を実現させたのは,わがクラブの製粉会
社会長三宅一真さん。これまで,大阪美術倶楽
部が管理していたのを三宅さんが引き受け,復
元した.

東大阪 雑誌委員長 山中 政夫
ラブの台中RCよ り,は るばる李道和会長以下
7人,慶祝のため来訪され,記念 とし祝意をこ
めて龍 r大理石)を一対贈 られた .

大阪城南 雑誌委員長 井澤 寅男

旧鴻池邸は,約 350年前に現在の大阪市東区
今橋二丁目に建てられていた。その後,大塩平
八郎の乱で大部分が焼失, この復元した門は天

保十年 (1839)ご ろに再建された。

門は,栂 (と が)の木の太いハリやPnt板 を使
った壁板,自ぬりの土壁づくり。中三階建てで
あり,当時の商家の雰囲気を伝えている。

旧鴻池邸の門 奈良に復元
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日
し
て
日
本
の

議
員
連
に

「神
か
ら
議
員
と
い
う
職
を
命
じ
ら
れ
た
皆

さ
ん
は
、
聖
人
に
な
る
努
力
を
し
て
欲
し
い
」
と
か
述

べ
た
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
ま
た
政
界
浄
化
を
説
く

三
木
元
首
相
が

「
近
頃
は
神
を
お
そ
れ
ず
、
世
を
は
ば

か
ら
な
い
政
治
家
が
多
す
ぎ
る
」
と
語

っ
て
い
る
。

「
く
〇
〇
＞
↓
【Ｏ
Ｚ
＞
ｒ

∽
∪
”
く
Ｈｏ
”
」
が
天
職
を
も
意

味
す
る
と
は
よ
く
聞
か
さ
れ
る
が
、　
マ
ザ
ー

・
テ
レ
サ

に

「
議
員
は
天
職
」
と
い
わ
れ
て
納
得
し
た
人
が
何
人

い
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
う
ち
に
、
ま
た
面
白
い
記
事
を

見
付
け
た
。

「神
の
存
在
」
を
信
じ
る
も
の
の
日
米
比

較
調
査
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
日
本
人
四
十
五
％
、
ア
メ

リ
カ
人
九
十

一
％
と
あ
っ
た
。

私
は
数
度
、
ア
メ
リ
カ
の
例
会
に
出
た
が
、
神

へ
の

祈
り
、
神
と
い
う
言
葉
の
含
ま
れ
た
歌
が
な
い
例
会
に

は
、　
一
度
も
出
合
わ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ

カ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、
背
中
合
わ
せ
に
神
が
存
在
し

て
い
る
し
、
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
そ
れ
が
な
い
。

そ
し
て
日
本
人
の
職
業
感
の
中
に
は
、
現
代
に
お
い
て

は
神
と
の
か
か
わ
り
合
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

三
木
氏
の
い
う
よ
う
に

「
恐
れ
は
ば
か
る
も
の
」
を

も
た
な
い
現
代
の
日
本
人
の
大
半
の
人
々
に
、
職
業
を

代
表
す
る
た
だ

一
人
の
ロ
ー
タ
リ
ー
大
使
と
し
て
、
他

の
範
と
な
る
べ
き

「
職
業
に
お
け
る
倫
理
感
」
が
ど
れ

だ
け
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

「
四
つ
の
テ
ス
ト
」
に
し
て
も

「
神
に
誓

っ
て
　
　
」

と
い
う
前
書
き
が
つ
い
て
、
は
じ
め
て
真
剣
な
テ
ス
ト

に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
る
と
き
私
は
、
あ
る
知
人
の
叙
勲
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
で
、
ご
本
人
が

「
こ
れ
か
ら
は
こ
の
勲
章
、
こ
の
勲

記
に
は
じ
な
い
よ
う
に
」
と
挨
拶
さ
れ
た
の
を
聞
い
た
。

そ
う
簡
単
に
信
仰
や
神
を
も
て
な
い
日
本
の
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
に
望
み
得
る
こ
と
は
、　
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
い
う

名
前
、
そ
し
て
そ
の
マ
ー
ク
に
よ
る
抑
止
力
で
は
な
か

ろ
う
か
。

「
あ
の
人
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
だ
か
ら
信
用
で

き
る
し
取
引
し
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
わ

れ
わ
れ
を
高
め
る
日
常
の
努
力
の
積
み
重
ね
、
こ
れ
が

職
業
奉
仕
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

（第
二
六
六
地
区
　
大
阪
府
　
家
具
製
造
）

私
立
病
院
３０
年
の
善
意飯

塚
　
前
田
　
公
三

麻
生
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
飯
塚
病
院
の

一
隅
に
、
飯

塚
市
立
第
二
中
学
校
お
よ
び
立
岩
小
学
校
分
校
と
い
う

長
期
入
院
児
童
の
た
め
の
特
別
学
級
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
七
年
の
開
設
と
い
い
ま
す
か
ら
三
十
年
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
私
立
病
院
の
施
設
な
の
で
行
政

の
援
助
が
全
く
な
く
、
教
師
も
市
の
教
育
委
員
会
よ
り

任
命
は
さ
れ
ま
す
が
、
身
分
は
あ
く
ま
で
病
院
職
員
で

す
。こ

の
よ
う
な
長
期
入
院
児
童
の
た
め
の
特
別
学
級
は

全
国
に
は
他
に
数
力
所
あ
る
よ
う
で
す
が
、
私
企
業
の

善
意
だ
け
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多
分
こ
こ
だ
け

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

院
長
の
伊
藤
孝

一
郎
氏
は
、
折
角
あ
る
施
設
で
す
か

ら
県
下
の
長
期
入
院
児
童
の
全
員
を
受
け
入
れ
て
、
義

務
教
育
を
滞
り
な
く
受
け
る
機
会
を
与
え
た
い
と
そ
の

抱
負
を
語

っ
て
お
り
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
で
は
先
般
、
こ
の
学
級
で
使
用
し
て
い
る

教
育
器
具
や
備
品
が
開
設
以
来

の
も
の
で
、
古
く
て
教

⑫昭和57年 11月 号



プ
し
て
よ
か

っ
た
と
喜
び
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

そ
の
秋
、
第
二
六
六
地
区
第
六
組
の
Ｉ
Ｇ
Ｆ
の
打
ち

合
わ
せ
が
あ
り
、
講
師
の
選
定
に
つ
い
て
協
議
し
た
際
、

皆
さ
ん
の
賛
同
が
あ

っ
て
、
私
が
推
薦
し
た
タ
ル
タ
リ

神
父
が
講
師
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
リ
ー
ダ
ー

に
は
、
意
外
に
も
私
に
ご
指
名
が
あ
り
、
辞
退
も
ま
ま

な
ら
ず
、
Ｉ
Ｇ
Ｆ
の
日
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
日
、
大
阪
心
斎
橋
ク
ラ
ブ
の
寺
田
会
長
、
真
鍋
幹

事
が
終
始
、
助
け
て
く
だ
さ
り
、
無
事
に
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演
題
は
難
民
問
題
で
、

寺
田
さ
ん
は
東
京
の
国
連
事
務
所
支
部
ま
で
出
向
い
て

資
料
を
集
め
て
く
だ
さ
り
、
参
加
者
に
配
布
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
用
意
す
る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
あ
げ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

一
度
の
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
が
、
同
神
父
と
素
晴
ら
し
い

大
先
輩
に
巡
り
合
う
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ロ

ー
タ
リ
ー
に
私
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
方

々
に
、
お
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
　
翁
三
尖
地
区

大
阪
府

内
臓
外
科
５

平
和
維
持
の
努
力
を

高
崎
北
　
吉
野
　
五
郎

私
の
世
界
平
和
に
つ
い
て
の
意
見
は
、
昭
和
五
十
七

年
七
月
四
日
、
水
上
温
泉
水
上
館
で
行
な
わ
れ
た
第
二

五
六
地
区

（新
潟

・
群
馬
）
諮
問
委
員
会
の
席
上
提
言

さ
れ
た
も
の
で
す
。
要
旨
を
掲
げ
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
真

理
で
あ
る
か
ど
う
か
の
精
神
に
し
た
が
っ
て
討
論
を
希

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
ロ
ー
タ
リ
ー
歴
二
十

九
年
、
昭
和
三
十
九
年
度
第
三
五
五
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を

務
め
、
私
の
さ
さ
や
か
な
生
涯
も

ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕

の
精
神
に
よ
っ
て
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ

う
し
て
私
は

ロ
ー
タ
リ
ー
に
大
き
く
魅
力
を
感
じ
る
の

は

「
望
む
は
世
界
の
久
遠
の
平
和
」
を
歌
う
と
き
な
の

で
す
。
私
は
第
二
次
大
戦
に
参
戦
四
年
半
の
軍
隊
生
活

を
経
験
、
平
和
こ
そ
人
類
の
道
で
あ
る
こ
と
を
体
得
し

人
間
が
人
間
を
殺
す
戦
争
に
、
絶
対
反
対
す
る
人
間
に

な
り
ま
し
た
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
を
通
じ
て
世
界
理
解
と
平
和
を
」
、
「
人

類
は
ひ
と
つ
―
友
情
の
橋
を
か
け
よ
う
」
。
全
く

そ

の

通
り
な
の
で
す
が
、
現
実
の
世
界
人
類
は
ひ
と
つ
で
は

な
く
、
真
二
つ
に
米
ソ
両
陣
営
は
対
立
し
、
世
界
は
二

つ
で
す
。
そ
し
て
世
界
百
五
十
七
カ
国
、
自
国
防
衛
の

名
に
お
い
て
軍
備
増
強
に
狂
奔
し
、
広
島
型
の
原
爆
に

換
算
し
て
何
万
発
の
核
軍
備
、
そ
の

一
％
で
地
球
は
壊

滅
し
ま
す
。

愚
か
な
る
人
類
、
こ
の
現
代
の
平
和
危
機
を
目
の
あ

た
り
に
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
は
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
対
立
す
る
両
陣
営
の
中
に
あ

っ
て
、
な
ん
の
平

和
維
持
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
か
。
も
ち
ろ
ん
、
国
際

政
治
に
関
与
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
与
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、　
一
触
即
発
、
ボ
タ
ン

を
押
せ
ば
世
界
は

一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
ま
す
。
久
遠
の

平
和
を
願
い

「
人
類
は
ひ
と
つ
」
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
掲

げ
て
も
全
く
空
虚
あ
る
の
み
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は

東
側
諸
国
と
は
無
関
係
に
西
側
諸
国
だ
け
の
平
和
を
め

ざ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

世
界
の
三
分
の

一
は
社
会
主
義
国
、
こ
れ
を
無
視
し

て
西
側
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｒ
Ｉ
会
長
は
方
針
を

明
示
す
べ
き
で
す
。
現
代
の
平
和
は
両
陣
営
が
協
力
し

て
、
戦
争
の
な
い
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
力
す
べ

き
で
、
相
互
の
立
場
に
立

っ
て
は
じ
め
て
世
界
理
解
が

可
能
と
な
り
、
人
類
は
ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。
言
葉
だ

け
で
は
真
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（第

二
五
六
地
区
　
群
馬
県
　
婦

人
服
製
造
）

再
び
道
徳
律
に
つ
い
て天

二塁
　
野
川
　
幸
吉

本
誌
八
月
号
の

「道
徳
律
と
職
業

奉

仕
」
（⑩
頁
）

で
斎
藤
氏
が
小
生
の
一
月
号

「道
徳
律
の
廃
止
」
に
疑

念
を
抱
か
れ
た
こ
と
は
、
開
店
休
業
同
様
の
職
業
奉
仕

を
見
直
す
う
え
で
喜
ば
し
い
。

以
下
に
同
氏
の
疑
間
に
お
答
え
し
ょ
う
。

０
、
道
徳
律
は
廃
止
さ
れ
た
か
？

旧
Ｒ
Ｉ
細
則
第
十
六
条
は
、
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
連
合

会
時
代
に
決
議
さ
れ
た
道
徳
律
を
各
Ｒ
Ｃ
を
拘
束
す
る

現
行
法
則
と
定
め
、
か
つ
そ
の
改
正
手
続
を
規
定
し
た

⑭
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育

の
効
果
が
あ
が
ら
ず
困

っ
て
い
る
と
い
う
教
師

の
悩

み
を
耳
に
し
て
、
机
や
オ

ル
ガ

ン
な
ど
十
七
点
を
寄
贈

い
た
し
ま
し
た
。

三
十
年
の
長
い
期
間
黙

々
と
し
て
、
地
域
の
長
期
入

院
児
童
の
義
務
教
育
に
、
私
費
を
投
じ
て
奉
仕
し
続
け

て
い
る
私
企
業
の
善
意
に
、
満
腟
の
感
謝
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、
奉
仕
す
る
者
の
範
と
し
て
称
え
た
い
と
思
い

・ま
ニ
タ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
二
七
〇
地
区
　
福
岡
県
　
液
化
ガ
ス
配
布
）

私
の
か
け
る
小
さ
な
橋宇

和
島
　
有
間
　
重
喜

哲
学
者
の
西
田
幾
太
郎
先
生
は

「
見
る
も
の
か
ら
創

る
も
の
へ
」
と
と
ら
え
て
直
感
の
大
切
さ
を
説
い
て
お

ら
れ
る
。
今
世
界
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
極
め
て
複
雑

で
、
そ
の
展
望
は
重
く
う

っ
と
う
し
い
。

と
こ
ろ
で
向
笠
会
長
の
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
は

「
人
類

は
ひ
と
つ
―
世
界
中
に
友
情
の
橋
を
か
け
よ
う
」
と
世

界
と
い
う
大
き
な
カ
ン
バ
ス
に
筆
太
で
ぐ

っ
と

一
本
線

を
ひ
く
に
も
似
た
何
と
鋭
い
直
感
の
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
テ
ー

マ
の
持

つ
ロ
マ
ン
、
友
情
の
橋
と
は
何

か
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
―
―
。
何
れ
の
運
動
に
も

そ
の
内
容
は
多
岐
な
側
面
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
か

ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
る
。

し
た
い
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
で
き

る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
弁
え
て
で
き
る
こ
と
の
枠
を
次
第

に
広
げ
な
が
ら
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
し
た

い
こ
と
に
逐
次
せ
ま

っ
て
行
く
の
が
運
動
で
あ
る
。
こ

う
し
た
価
値
選
択
を
経
て
、
あ
く
ま
で
も
眼
高
手
低
、

脚
下
照
顧
、
目
標
を
高
く
掲
げ
な
が
ら
自
己
の
能
力
に

適
応
す
る
道
を
探
る
こ
と
が
大
切
。

三
年
前
、
ネ
パ
ー
ル
国
を
訪
問
し
て
未
知
の
世
界
を

見
聞
し
た
。
同
時
に
二
十
六
カ
国
の
発
展
途
上
国
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
隊
を
慰
間
し
た
。
風
俗

習
慣
の
違
い
、
異
文
化
の
壁
に
悩
み
な
が
ら
、
劣
悪
な

生
活
環
境
と
闘
い
、
身
に
つ
け
た
技
術
や
技
能
を
生
か

し
て
、
新
し
い
国
づ
く
り
に
青
春
を
賭
け
て
い
る
隊
員

の
姿
に
、
胸
の
せ
ま
る
も
の
を
覚
え
た
。
隊
員
と
親
し

く
交
信
す
る
よ
う
に
な

っ
て
三
年
が
過
ぎ
た
。
ネ
パ
ー

ル
の
隊
員
は
七
百
三
十
日
の
任
期
を
全
う
し
て
帰
国
し

た
が
、
愛
媛
か
ら
ザ
ン
ビ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
に
赴
任
し

た
Ｓ
と
Ｈ
隊
員
に
せ

っ
せ
と
手
紙
を
書
い
て
い
る
。

「
世
界
の
人
が
手
紙
を
待

っ
て
い
る
！
」
と
は
友
人
に

教
わ

っ
た
発
想
で
あ
る
が
、
異
国
で
他
民
族
の
た
め
に

貢
献
す
る
情
熱
家
の
若
者
が
、
故
国
か
ら
の
便
り
を
渇

望
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
私
は
英
文
を
綴
る

こ
と
も
お
ぼ
つ
か
な
い
老
骨
で
あ
り
、
喉
の
渇
い
た
隣

人
に
直
接

コ
ー
ラ
を
飲
ま
せ
る
能
力
は
な
い
が
、
隣
人

の
た
め
に
丼
戸
を
掘
る
こ
と
を
教
え
る
青
年
海
外
協
力

隊
の
人
た
ち
を
手
紙
で
励
ま
す
こ
と
は
で
き
る
。
少
し

回
り
道
か
も
知
れ
な
い
が
隣
人
の
渇
い
た
喉
を
潤
す
こ

と
に
な
る
も
の
と
弾
み
を
つ
け
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

資
料
は
、
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
四
―
二
―
二
四
、
青

年
海
外
協
力
隊
事
務
局
に
請
求
さ
れ
た
い
。

（第
二
六
七
地
区
　
愛
媛
県
　
山
林
業
）

初
め
て
の
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
で

大
阪
柏
原
　
中
嶋
　
咳
郎

こ
れ
ま
で
私
は
、
他
ク
ラ
ブ
に
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
す
る

こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

昨
年
二
月
、
東
京
の
義
姉
の
病
状
悪
化
の
知
ら
せ
に
、

急
き
ょ
、
上
京
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
大
阪
の

田
舎
に
住
む
私
は
、
そ
の
途
中
、
大
阪
心
斎
橋
ク
ラ
ブ

で
初
め
て
の
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
を
し
ま
し
た
。
驚
い
た
の

は
ビ
ジ
タ
ー
会
員
の
多
い
こ
と
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ク
ラ

ブ
会
員
五
十
数
人
に
対
し
、
ビ
ジ
タ
ー
会
員
が
七
十
人

以
上
も
出
席
し
て
お
り
、
さ
ら
に
び

っ
く
り
し
た
の
は

卓
話
の
時
間
に
な
る
と
、
ビ
ジ
タ
ー
の
大
部
分
が

一
度

に
退
席
し
て
、
残

っ
て
い
る
ビ
ジ
タ
ー
が
私
を
含
め
ほ

ん
の
数
人
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
で
し
た
。

当
日
の
卓
話
の
演
題
は
「
ベ
ト
ナ
ム
難
民
に
つ
い
て
」

で
、
講
師
は
実
際
に
難
民
救
済
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ

る
カ
ソ
リ

ッ
ク
教
会
の
タ
ル
タ
リ
神
父
で
し
た
。
少
し

た
ど
た
ど
し
く
は
あ
り
ま
し
た
が
、
神
父
の
日
本
語
に

よ
る
お
話
に
は
、
そ
の
お
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
て
、

強
く
人
の
心
を
打
つ
も
の
が
感
じ
ら
れ
、
メ
イ
キ
ャ
ッ
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栃木県 佐野 (第 255地区 )では,国鉄佐 野駅 に毎年継続 して
雨傘 を設置 し喜 ばれていたが ,今年 は駅のスタンプ台 を寄贈
し,旅行者に好評 を得 てい る。

Tonami RC invited 50 senior citizens!iving alone to ShOto

center, a welfare institutiOn,to comfOrt them with a mea!

and a program of entertainment. The amateur theatrical
trOupe ′.Grandpa Group′ ″ brought from Tokyo′  gave a
fitting touch to the program. The old people enioved the

daY・ (● 261)

t碑告老人を招いて慰安会
宮山県 砺波 (第261地区 )では, 1人 ぐらしの老人50人
を社会福祉施設

｀
庄東センター

″に招いて慰安会を開き

楽 しいひとときを過ごした。当日は東京から素人演劇の
｀
じいちゃんall団

″
を呼び,花を添えた .

Sano RC which has been donating umbre‖ as every year tO the
Nationa! Railways Sano Station and this year dOnated tO the
station a souvenir stamp stand vvhich has proved very popular

among trave‖ e rs(D-255)

Wishing that young peop:e wili grow up in good health,

Yao RC sponsored the 3rd YaO City Children's Sumo
Tournament About 200 pupils from the lst to 6th
grades of primary sch6o:s in the city participated and

engaged in manv exciting matches(D‐ 266)

チ ビ ッ子 相撲 大会 を開催

大崚府 八尾 (第 266地区 )では,青少年の健全育成
を願 つて,第 3回八尾市チ ビッ子相撲大会 を開催 し
た.大会には市内の小学校 1年～ 6年生,約200人が
参加,熱戦 を展開 した .

Ever since its founding,Tsukumi RC has been making a
friendship visit to fore!gn vesseis arriving:n port.!t also has

been inviting the captain and several officers Of visiting

vessels tO its regular meeting to promote international
friendship Several foreign ships put into Tsukumi every

vear(D‐273)

外 国船 を親善 訪 問

大分県 津久見 (第273地区)では,ク ラブ創立以来,毎
年数回にわたって,入港 した外国船に親善訪間を行ない
また,船長ほか数人の幹部を例会に招き,大いに国際親
業の実をあげている.



な
き
実
践
の
道
が
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
れ
が
カ
ル
マ
・

ヨ
ー
ガ
で
あ
る
」

（佐
保
田
鶴
治
著

「
ヨ
ー
ガ
の
宗
教

的
理
念
」
二
三
五
頁
、
傍
線
筆
者
）

シ
ェ
ル
ド
ン
が
イ
ン
ド
哲
学
を
究
め
て
い
た
と
い
う

資
料
は
な
い
し
、
佐
保
田
博
士
は

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
は

な
い
。
し
か
し
、
両
者
の
何
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
向
笠
Ｒ
Ｉ
会
長
が

「
人
類
は
ひ
と
つ

―
世
界
中
に
友
情
の
橋
を
か
け
よ
う
」
と
提
唱
さ
れ
た

こ
と
は
、
東
洋
の
英
知
に
根
ざ
し
、
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス

や
シ
ェ
ル
ド
ン
の
理
想
を
現
代
に
生
か
す
こ
と
を
呼
び

か
け
た
も
の
と
し
て
受
け
と
め
た
い
。

（第
二
六
六
地
区
　
大
阪
府
　
民
事
弁
護
士
）

政
治
家

へ
自
党
を
促
そ
う

菫豆
前
　
渡
邊
郷
三
郎

日
本
の
現
状
を
考
え
て
み
る
と
、
末
恐
ろ
し
い
感
に

お
そ
わ
れ
ま
す
。
私
は
と
い
え
ば
、
豊
前
ク
ラ
ブ
の
創

立
委
員
、
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
の
生
き
残
り
の
七
十

八
歳
で
あ
り
ま
す
。

つ
れ
づ
れ
に
考
え
て
み
て
も
、
教
科
書
問
題
。
外
国

か
ら
国
内
に
投
入
さ
れ
、
日
本
に
悪
感
情
を
与
え
て
い

る
映
画
。
古
来
、
日
本
人
の
誇
り
と
し
た
勤
労
の
結
果

で
も
あ
る
貿
易
摩
擦
。
青
少
年
の
凶
悪
な
犯
罪
。
は
た

ま
た
、
君
ヶ
代
を
歌
っ
て
は
い
け
な
い
、
日
の
丸
を
掲

げ
て
は
な
ら
ぬ
、
等

々
、
実
に
嘆
か
わ
し
い
こ
と
が
あ

ま
り
に
多
く
、
気
楽
な
老
後
気
分
も
吹
き
と
ば
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
の
国
会
中
継
を
見
て
も
、
委
員
会
の
あ
の

や
り
と
り
な
ど
は
、
ほ
ん
と
う
に
情
け
な
い
。
政
治
に

は
駆
け
引
き
も
必
要
で
あ
る
の
は
百
も
承
知
し
て
い
る

も
の
の
、
も
う
少
し
、
日
本
国
民
的
発
言
と
行
動
が
と

れ
な
い
は
ず
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
わ
く

「
真
実
を
正
直
に
発
言
し
た
い
が
、
い
つ
も

大
臣
の
顔
と
票
田
の
皆
さ
ん
の
顔
が
頭
か
ら
は
な
れ
な

い
の
で
　
　
」
な
ど
、
ほ
ん
の

一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
あ
る
議
員
は
郷
里
で
の
演
説
で

「
国
会
で
は
、

は

っ
た
り
と
う
そ
が
多
い
が
、
今
日
は
正
直
に
そ
の
ま

ま
報
告
し
ま
す
」
と
発
言
し
、
議
会
で
問
題
に
な

っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
な
ん
と
も
腹
が
立
ち
ま
す
。

わ
れ
ら
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、
世
の
た
め
人
の
た
め
、

自
分
の
た
め
に
も
奉
仕
し
て
お
り
、
そ
の
行
動
に
お
い

て
も
大
い
に
真
実
を
語
り
、
尊
い
資
財
も
費
や
し
て
、

そ
の
う
え
、
さ
ら
に
相
当
な
時
間
を
か
け
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
代
償
も
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
政
治
家
の
方

々
は
、
明
日
の
国
家
、
国
民
の
た
め

に
、
も
う
す
こ
し
真
剣
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
一
個
人
の
発
言
で
は
馬
耳
東
風
で

し
ょ
う
か
ら
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
の
代
表
と
し
て
、
ガ
バ
ナ
ー
が

一
緒
に
な
っ

て
進
言
な
り
警
告
を
発
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（第

二
七
〇
地
区
　
福
岡
県
　
住
宅
経
営
）

富
樫
氏
の
歴
史
を
学
び
つ
つ

野
々
市
　
高
井
　
章
雄

昨
年
の
は
じ
め
、
友
人
か
ら
秋
田
県
大
山
市
に
富
樫

家
の
末
流
が
お
ら
れ
、
富
樫
姓
が
数
十
家
あ
り
、
菩
提

寺
、
神
社
、
城
址
な
ど
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は

さ
っ
そ
く
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
昨
年
七
月
、
当
地
を
訪
問

し
た
高
柳
政
治
氏

（大
曲
ク
ラ
ブ
、
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
デ
パ

ー
ト
会
長
、
郷
土
史
家
）
に
面
接
、
同
氏
か
ら
当
地
の

本
家
の
当
主
で
あ
ら
れ
る
富
樫
公

一
郎
氏

（横
手
東
高

校
校
長
）
を
紹
介
さ
れ
、
宝
蔵
寺

（永
平
寺
―
大
乗
寺

の
末
寺
）
、
古
四
王
神
社

（重
要
文
化
財
）
、
富
樫
氏
の

孔
雀
城
址
な
ど

へ
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
富
樫
氏
に
つ
い
て
は
、
中
世
約
六
百
年
に
わ

た
り

（
そ
の
あ
と

一
向

一
揆
の
時
代
百
年
、
前
田
氏
三

百
年
が
あ
る
）
加
賀
の
国

（
石
川
県
南
部
）
の
守
護
と

し
て
支
配
し
た
豪
族
で
す
が
、
そ
の
国
府
が
当
ク
ラ
ブ

の
野
々
市
町
に
あ
り
、
今
で
も
往
時
の
隆
盛
と
善
政
を

し
の
び
、
い
ろ
い
ろ
の
催
し
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

富
樫
氏
で
有
名
な
の
は
、
歌
舞
伎
の
勧
進
帳
の
富
樫

左
衛
門
尉
泰
家
と
、
義
経
、
弁
慶
の
安
宅
の
関
の
物
語

で
す
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
百
六
十
八
年
経
っ
た
正
平
九

年

（
一
三
五
四
年
）
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
主
従
十

六
騎
で
神
宮
寺

（大
山
市
の
隣
、
現
在
の
神
岡
町
）

ヘ

ゝ
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も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
の
削
除
に
よ
り
Ｒ

Ｉ
が
各
Ｒ
Ｃ
に
道
徳
律
の
遵
守
を
強
制
す
る
こ
と
は
な

く
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

０
、
戦
後
、
道
徳
律
は
無
視
さ
れ
た
か
？

「
Ｒ
Ｉ
は
、
こ
の
表
現
上
の
論
争
に
疲
れ
果
て
、
自
ら

こ
れ
を
配
布
す
る
こ
と
を
や
め
た
が
、
そ
の
精
神
の
実

体
は
依
然
と
し
て
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

の

で
あ

る
」

（小
堀
憲
助

「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
改
訂
版
三

七
頁
）
。　
ま
た

一
九
七
三
年
、　
東
京
浅
草
Ｒ
Ｃ
が
母
体

と
な

っ
て
採
択
さ
れ
た
「
玩
具
産
業
人
職
業
倫
理
宣
言
」

が
、
日
本
玩
具
の
国
際
的
名
声
を
築
く
礎
と
な
っ
た
意

義
は
大
き
い
。

０
、
道
徳
律
の
役
目
は
終

っ
た
か
？

歴
史
的
に
見
て
も
不
況
に
強
い
の
が
ロ
ー
タ
リ
ー
哲

学

で
あ
る
の
に
、
昨
今
、

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
企
業
体
質

が
非

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
そ
れ
と
同
等
か
、
よ
り
弱
体
で

あ
る
の
は
ロ
ー
タ
リ
ー
が
虚
飾
化
し
、
職
業
奉
仕
が
形

骸
化
し
て
い
る
証
拠
と
い
え
よ
う
。

公
害
問
題
や
、　
一
部
企
業
の
あ
く
な
き
利
益
追
究
が

問
題
と
な

っ
て
い
る
今
日
、
道
徳
律
こ
そ
、
お
よ
そ
職

業
人
た
る
者
が
、
必
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思
考

の
準
則
で
あ
る
。
私
は
宝
石
会
社
経
営
に
際
し
、
自
己

に
き
び
し
い
道
徳
律
の
精
神
を
社
是
と
し
、
素
人
に
は

鑑
別
困
難
な
天
然
宝
石
以
外
の
商
品
の
取
扱
い
を
厳
禁

し
た
。

（本
誌

一
九
八
〇
年
九
月
号
梶
原
氏

「
道
徳
律

と
米
国
実
業
界
」
参
照
）
。

四
、

四
つ
の
テ
ス
ト
は
道
徳
律
に
代
り
う
る
か
？

一
九
七
〇
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
で
、
四
つ
の
テ
ス

ト
の
作
者

ハ
ー
バ
ー
ト

・
テ
イ
ラ
ー
が
四
つ
の
テ
ス
ト

に
の
っ
と
り
、
横
暴
な
シ
カ
ゴ
Ｒ
Ｃ
を
抑
え
て
子
ク
ラ

ブ
を
作
ろ
う
と
提
案
し
た
際
、
四
つ
の
テ
ス
ト
の
友
情

を
損
う
と
し
て
多
く
の
ク
ラ
ブ
か
ら
否
決
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
四
つ
の
テ
ス
ト
は
価
値
感
の
同
じ
者
の
調

和
に
は
役
立
つ
が
、
異
質
な
場
合
に
は
決
め
手
と
な
り

得
ず
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
四
つ
の
テ
ス
ト
は
適

用
の
可
否
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
れ
が

使
え
な
い
時
は
、
道
徳
律
を
用
い
れ
ば
よ
い
。

な
お
、

ロ
ー
タ
リ
ー
理
念
の
中

で
、
綱
領

。
二
つ
の

標
語

ｏ
道
徳
律
を
除
い
た
四
つ
の
テ
ス
ト
だ
け
が
、
国

際
大
会
の
決
議
を
経
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（第
二
五
三
地
区
　
山
形
県
　
清
油
配
布
）

シ

ェ
ル
ド
ン
と
ヨ
ー
ガ豊

中
　
村

田
　
善
明

へ
〓
ｏ
り
【ｏ
Ｐ
∽
８
８
一
ｌ
ｒ
ｏ
Ｘ
Ｈく
８

げ
９
■
ヽ
の
標
語

を
提
唱
し
た
ア
ー
サ
ー

・
フ
レ
ド
リ

ッ
ク

ｏ
シ
ェ
ル
ド

ン
の
実
業
倫
理
思
想
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
哲
学
の

根
幹
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
綱
領
や
決
議
三
十
四
号
等

に
、
彼
の
理
念
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、　
一
九

一
一

年

の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
大
会
で
彼
が
発
表
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
最
も
重
要
な
文
献
の
ひ
と
つ
と

い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
原
文
は
必
ず
し
も
衆
知
の

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

私
は
最
近
、
オ
ー
レ
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
の
ザ

・
ゴ
ー

ル
デ

ン
・
ス
ト
ラ
ン
ド
を
読
ん
で
、
こ
の
原
文
を
知

っ

た
。
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
紙
数
は
な
い
が
、
最
後
の

一
節
に
と
く
に
注
意
を
ひ
か
れ
た
。

「
人
も
し
宇
宙
の
大
法
則
を
知
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
万

物
存
在
の
意
味
が
解
け
て
く
る
。
そ
れ
は
人
類
連
帯
性

の
自
覚
で
あ
り
、
万
有

一
如
の
認
識
で
あ
り
、
人
間
皆

同
胞
の
理
解
で
あ
る
。
こ
の
高

い
水
準
に
立

っ
て
眺
め

る
と
き
、
人
々
は
次
の
事
実
が
誤
り
な
き
現
実
で
あ
る

こ
と
を
了
解
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
商

売
の
上
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
ま
た

一
般
処
世
の
上

で
あ
ろ
う
と
最
善
の
サ
ー
ビ
ス
を
な
す
者
に
最
大
の
利

得
が
あ
る
」

（訳
文
は
塚
本
義
隆
著

「
ロ
ー
タ
リ
ー
定

礎
２

二
人
」
十

一
頁
に
よ
る
）

右
の
シ
ェ
ル
ド
ン
の
言
葉
は
、
イ
ン
ド
哲
学
者
の
次

の
記
述
を
思
い
出
さ
せ
る
。

「
こ
う
し
て
、
ア
ー
ト

マ
ン

（
た
ま
し
い
）
と
ブ
ラ
ハ

マ
ン

（世
界
の
根
元
的
原
理
）
と
が

一
体
で
あ
る
と
説

く
ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
を
背
景
と
し
た
ヴ
ィ
ジ
ャ
ー

ニ
ヤ

・
ョ
ー
ガ
が
コ
ー
ガ
の
本
流
と
な
る
。
こ
の
立
場

か
ら
さ
ら
に

一
歩
を
進
め
る
と
、
万
物
は
根
元
に
お
い

て
■
体

で
あ
る
と
い
う
思
想
が
生
ま
れ
、
こ
こ
に
す
べ

て
の
存
在
を
神
の
現
わ
れ
と
し
て
受
入
れ
、
同
胞
的

。

コ
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クラブ例会卓話要約

不ヽ

ジ富

士
鋲
螺
代
表
取
締

役
　

小

泉

　

勝

彦

ネ
ジ
の
原
形
は
、
ア
ル
キ
メ
デ

ス
に
よ

り
揚
水
機
に
使
わ
れ
た
も
の
で
、　
一
本
の

丸
棒
に
二
本
の
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
て
ゆ

き
、

一
本
を
外
し
て
そ
の
部
分
に
谷
溝
を

刻
ん
だ
も
の
で
、
ロ
ー
マ
時
代
に
入

っ
て

ブ
ド
ウ
圧
搾
機
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
近
代
的
ネ
ジ
の
発
明
は
ダ

・
ヴ
ィ
ン

チ
の
切
旋
盤
に
よ
っ
て

一
大
飛
躍
を
み
る

が
、
ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ
の
タ
ッ
プ
ダ
イ
ス
の

原
理
は
現
代
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

一
六
世
紀
に
査
業
機
械
の
進
歩
発
展
を
み

一
五
七
九
年

フ
ラ
ン
ス
の
ジ

ャ
ッ
ク

・
ベ

ン
ソ
ン
の
ネ
ジ
旋
盤
の
製
作
が
あ

っ
た
。

一
八
世
紀
半
ば
英
国
の
ヨ
セ
フ
・
ウ
ィ

ッ
ト

・
ウ
ォ
ー
ス
が
山
の
角
度
五
五
度
の

ネ
ジ
を
提
案
、
規
格
統

一
し
て
英
国
の
機

械
に
使
わ
れ
世
界
に
普
及
し
た
。
こ
れ
を

ウ
ィ
ッ
ト

ｏ
ウ
オ
ー
ス
と
い
う
。
そ
の
二

十
年
後
の

一
人
六
三
年
、
ア
メ
リ
カ
の
セ

ー
ラ
ー
に
よ
る
ネ
ジ
が
発
表
さ
れ
、
セ
ー

ラ
ー
ズ
ネ
ジ
と
し
て
以
後
の
ア
メ
リ
カ
ネ

ジ
の
基
礎
と
な

っ
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
当
時
は

一
般
的
に
ネ

ジ

の
系
統
は
三
種
あ

っ
た
が
、
軍
需
品
を

外
国
で
製
造
す
る
必
要
上
、
第
二
次
大
戦

が
起
こ
る
や
そ
れ
で
は
不
便
な
の
で
、
ネ

ジ

の
統

一
に
つ
い
て
、
米
、
英
両
国
間
で

真
剣
な
検
討
が
行
な
わ
れ
、

一
九
四
五
年

一
〇
月
夏
に
カ
ナ
ダ
で
米
、
英
、
カ
ナ
ダ

三
国
間
の
ネ
ジ
統

一
協
定
が
成
立
、

一
九

四
八
年
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ネ
ジ

規
格
の
正
式
調
印
が
あ

っ
た
。
こ
の
と
き

イ
ギ
リ
ス
は
自
国
の
ウ
ィ
ッ
ト
規
格
を
廃

す
る
決
意
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
イ
ン
チ
系
ネ
ジ
と
は
別
に

一
人
九

八
年

フ
ラ
ン
ス
で
角
度
六
〇
度
の
メ
ー
ト

ル
系
ネ
ジ
を
作

っ
た
が
、
こ
れ
が
現
在
の

メ
ー
ト
ル
系
ネ
ジ
の
原
形
と
な
り
、　
一
九

二
八
年
Ｉ
Ｊ
Ａ
万
国
規
格
統

一
協
会
が
設

立
さ
れ
、　
一
九
四
〇
年
メ
ー
ト
ル
ネ
ジ
が

で
き
た
。
そ
し
て
更
に

一
九
四
七
年
Ｉ
Ｓ

Ｏ
国
際
標
準
化
機
構
が
設
立
さ
れ
、
日
本

も

一
九
五
二
年
に
参
加
し
、
現
在
五
〇
数

力
国
の
加
入
に
よ
り
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ネ
ジ
が
規
格

化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ネ
ジ
は
機
械
文
明
の
影
武
者
と
し
て
産

業
文
化
を
内
か
ら
支
え
る
重
要
な
基
礎
部

品
で
あ
る
。
鍮
鉄
釧
号

藤
沢
北
西
Ｒ
Ｃ
会
員
・
Ｊ

本
因
坊鞠ア

カ
シ
ヤ
代
表
取
締
役
　
赤
井
喜
代
蔵

囲
碁
で
互
い
に

一
手
の
間
を
置
か
ね
ば

取
る
こ
と
の
で
き
な
い
石
を
争
う
と
き
、

劫

（
コ
ウ
）
と
い
う
。

一
度
に
三
カ
所
に

コ
ゥ
が
で
き
る
の
を
三

コ
ウ
と
い
っ
て
め

っ
た
に
生
じ
な
い
も
の
だ
が
、
織
田
信
長

に
ま
こ
と
の
名
人
と
賛
え
ら
れ
た
京
都
寂

光
寺
本
因
坊
の
僧
算
砂
が
、
本
能
寺
の
変

の
前
夜
に
打

っ
た
碁
に
、
こ
れ
が
で
き
、
翌

朝
信
長
が
討
た
れ
た
の
で
、
三

コ
ウ
は
不

吉
の
前
兆
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

算
砂
は
囲
碁
を
遊
戯
か
ら
国
技
に
高
め

た
と
い
わ
れ
、
秀
吉
、
家
康
に
も
愛
さ
れ

江
戸
開
府
と
と
も
に
本
因
坊
を
江
戸
に
移

し
、
扶
持
を
与
え
ら
れ
、
碁
の
最
高
位
本

因
坊
の
祖
と
な

っ
た
。
以
来
、
本
因
坊
は

世
襲
と
な
り
、
二

一
代
秀
哉
ま
で
到

っ
た

が
、
昭
和

一
四
年
秀
哉
の
引
退
と
と
も
に

こ
の
名
跡
は
日
本
棋
院
に
譲
ら
れ
、
実
力

で
争
わ
れ
る
優
勝
者
の
称
号
と
な
っ
た
。

現
在
は
そ
の
三
十
七
期
で
、
趙
治
勲
本
因

坊
が
小
林
光

一
九
段
の
挑
戦
を
し
り
ぞ
け

て
栄
冠
を
守

っ
た
。
　

融
廠
鯨
喘
Ｒ
ｃ
会
員
じ
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ろ
水の

′＋
肛

‐
〓
一」

占

千

シ
ャ
ン
バ

ン

サ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
専
任
講
師
　
木
村
与
三
男

シ
ャ
ン
パ
ン
は
客
を
迎
え
た
時
の
オ
ー

プ

ニ
ン
グ
や
パ
ー
テ
ィ
最
後
の
乾
杯
な
ど

に
よ
く
用
い
ら
れ
る
発
泡
性
ワ
イ
ン
で
、

Ｚ
フ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の
産

で
あ
る
。
初
め
は
オ
ー
ヴ
ィ
ー
ュ
の
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
派
修
道
院
の
酒
庫
係
、
ド

ン
・

ピ

エ
ー
ル
・
ベ
リ
ニ
ヨ
ン

（
一
六
二
九
―

一
七

一
五
）
が
、
糖
度

の
違
う
ブ
ド
ウ
汁

を
何
種
類
か
ブ
レ
ン
ド
す
る
こ
と
か
ら
考

え
ら
れ
た
。
彼
は
ま
た
始
め
て
コ
ル
ク
栓

を
使

っ
て
、
酒
質
の
保
存
、
安
定
、
成
熟

に
寄
与
し
た
。
し
か
し
輸
送
中
瓶
の
破
裂

が
し
ば
し
ば
あ
り
、
悪
魔

の
酒
と
し
て
恐

る
恐
る
取
扱
わ
れ
た
。　
一
八
三
六
年
、
化

学
者

フ
ラ
ン
ソ
ワ
が
ワ
イ
ン
の
残
留
糖
度

を
計
り
、
二
次
醸
酵
に
ょ

っ
て
瓶
中
で
発

生
す
る
炭
酸
ガ
ス
の
量
を
予
測
で
き
る
方

法
を
公
表
し
た
の
で
数
年
後
に
は
破
裂
は

殆
ど
な
く
な
り
、
安
定
し
た
酒
質
と
し
て

大
き
な
評
価
を
得
、
歓
迎
の
オ
ー
プ

ニ
ン

グ
や
パ
ー
テ
ィ
最
後
の
乾
杯
に
は
欠
か
せ

な
い
酒
と
な

っ
た
。　
　
　
実
阪
室
長
Ｃ
‘

江
戸
の
特
色

安
ニ
ロ５

茎

示
都
公
文
圭
晶

長
　

川

崎

房

五

郎

二
代
将
軍
秀
忠
の
頃
、
八
重
州
口
に
防

火
用
空
地
と
し
て
中
橋
広
小
路
が
あ
り
、

阿
国
歌
舞
伎
の
亜
流
が
興
業
。
火
災
防
止

の
た
め
昼
の
み
興
行
、
暮
六
「
の
鐘
が
鳴

る
と
跳
ね
る
が
、
夜
が
大
変
、
旗
本
、
町

人
が
寄

っ
て
き
て
踊
り
子
の
争
奪
で
喧
嘩

と
な
る
。
嗜
嘩́
も
ま
た
江
戸
の
華
。
が
、

幕
府
は
断
固
、
阿
国
歌
舞
伎
の
江
戸
興
業

を
禁
じ
て
し
ま
っ
た
。
女

へ
の
こ
ん
な
願

望
が
、
せ
め
て
美
人
画
で
も
と
な

っ
て
、

浮
世
絵
版
画
を
創
り
出
さ
せ
た
。
懐
月
堂

派
は
も
ち
ろ
ん
、
春
信
、
湖
龍
斎
の
頃
も

更
に
歌
磨
、
清
長
時
代
に
な

っ
て
も
描
か

れ
た
の
は
女
。
主
題
に
風
景
画
が
現
わ
れ

る
の
は
田
沼
意
次
の
時
代
。幕
末
の
広
重
、

北
斎
で
も
初
め
は
女
ば
か
り
だ

っ
た
。
妻

帯
で
き
ず
に
浮
世
絵
美
人
を
抱

い
て
寝
る

な
ん
て
ざ
ら
だ
っ
た
。

日
本
橋
、
京
橋
、
銀
座
辺
を
埋
め
た
て

て
家
康
は
関
西
商
人
を
呼
ん
で
商
店
街
を

開
か
せ
た
が
、
本
妻
は
国
に
置

い
て
き
て

い
る
。
江
戸
で
女
を
つ
く

っ
て
も
い
い
が

結
婚
は
許
さ
な
い
と
い
う
の
が
関
西
の
し

き
た
り
で
あ

っ
た
。
加
え
て
参
勤
交
替

の

武
士
。
男
が
ふ
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

家
康
、
秀
忠
、
家
光
と
、
大
名
取
潰
し

政
策
を
続
け
て
、
失
業
者
浪
人
が
多
く
な

り
、
五
七
―
八
万
人
に
も
上

っ
た
。
う
ち

二
八
万
人
く
ら
い
は
再
就
職
で
き
た
が
、

あ
ぶ
れ
た
連
中
は
恨
み
を
含
ん
で
江
戸

ヘ

く
る
。
こ
う
い
う
不
隠
分
子
予
防
の
た
め

に
も
吉
原
は
必
要
で
あ
っ
た
。
不
夜
城

の

賑
わ
い
は
男
を
誘
う
。
大
門
を
く
ぐ
る
と

堀
に
か
こ
ま
れ
た
こ
の
一
角
か
ら
容
易
に

逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
造

っ
て
あ
る
。

吉
原
は
人
形
島
の
人
形
町
に
あ

っ
た
が

明
暦
三
年
の
大
火
で
焼
け
た
の
ち
、
浅
草

の
観
音
様
裏
の
山
谷

へ
移
し
た
。

「
こ
ん

な
遠

い
田
ん
ぼ
の
中

へ
」
と
楼
主
が
怒

っ

た
の
で
、
復
興
担
当
の
川
越
城
主
松
平
信

綱
が
「
そ
れ
は
気
の
毒
」
と
、
そ
れ
ま
で
禁

じ
て
い
た
夜
の
営
業
を
認
め
た
。
楼
主
は

そ
れ
で
は
と
、
百
刃
臓
燭
を
た
く
さ
ん
立

て
て
不
夜
城
を
形
成
し
、
集
め
る
美
女
は

三
千
人
。
吉
原
は
大
変
な
盛
り
場
と
な

っ

た
。
吉
原
の
芸
者
は
芸
だ
け
売

っ
た
。
客

を
と
る
芸
者
が
各
地
に
出
現
す
る
の
は
田

沼

時

代

に

な

っ

て

か

ら

。
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り
ま
し
た
時
刻
に
、
乃
木
大
将
が
、

「
う
つ
し
世
を
神
去
り
ま
し
し
大
君

の
御
後
慕
い
て
我
は
行
く
な
り
」
と

ご
辞
世
を
遺
さ
れ
て
、
御
夫
妻
同
時

に
ご
自
刃
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

明
治
の
大
御
代
も
終
り
、
そ
れ
か
ら

大
正
、
昭
和
と
な
っ
て
、
私
は
八
十

歳
を
過
ぎ
ま
し
た
。
地
区
大
会
で
高

齢
者

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
が
、
ボ
ケ
な
い
た
め
に
常

に
頭
脳
に
刺
激
を
求
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
欲
を
出
す
と
悩
み
が
起

き
て
き
ま
す
が
、
し
か
し
善
処
で
き

る
勇
気
が
あ
れ
ば
欲
は
あ
っ
た
方
が

よ
い
と
考
え
ま
す
。
八
十
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
は
歳
を
と
る
ご
と
に
、
自
ら

が
重
く
な
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

（
ビ

ル
笛

理
技
術
）

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｊ

の

利
用
を

の
ぞ
む

大
阪
難
波
　
原
田
　
直
彦

国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
の
趣
味
の
同
好

会
の
一
つ
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｒ

（
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
ズ

ｏ
オ
ブ

・
ア
マ
チ

ュ
ア

・
ラ

ジ
オ
）
の
中
の
有
カ
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
五
年
前
に
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
が
誕
生
し
た
。
以
来
、
組
織

活
動
と
も
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
て

き
た
。
当
初
、
わ
ず
か
二
人
し
か
い
な
か

っ
た
会
員
が
今
で
は

一
五
〇
人
を
か

ぞ
え
、
毎
朝
の
例
会
と
月
報
Ｒ
Ｏ
Ａ

Ｒ
Ｉ
Ｊ
と
を
通
じ
て
、
お
互
い
が

一

つ
の
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
知
り
合
う
仲

と
な
っ
た
。

朝
の
例
会
で
の
話
題
の
多
く
は
所

属
Ｒ
Ｃ
に
発
生
し
た
難
問
を
空
中
で

発
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
同

じ
悩
み
を
持
っ
た
こ
と
の
あ
る
他
の

会
員
が
、
す
ぐ
に
先
例
を
語

っ
て
く

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
声
の
例
会
は
、

も
う

一
一
〇
〇
回
を
越
え
た
。

毎
朝
、
〇
七
三
〇
（午
前
七
時
半
）

に
は
、
Ｊ
Ｆ
ｌ
Ｘ
Ｌ
Ｗ
＝
大
滝
先
輩

（大
宮
Ｒ
Ｃ
）
と
Ｊ
Ａ
ｌ
Ｋ
Ｆ
＝
石

田
先
輩

（水
戸
西
Ｒ
Ｃ
）
と
が
、
も

う
空
中
で
朝
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

て
い
る
。
他
の
ハ
ム
が
登
場
す
る
時

間
よ
り
少
し
早
目
に
、
お
二
人
の
長

老
が
チ
ャ
イ
不
ル
を
確
保
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で

他
の
メ
ン
バ
ー
が
、
い
つ
も
の
ダ
イ

ア
ル
で
、
な
つ
か
し
い
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
総
会
も
三
回
を
終
え
た
。

先
の
静
岡
県
焼
津
観
光
ホ
テ
ル
で
の

集

り

に

は

、

Ｒ

Ｉ

か

ら

Ｒ

Ｏ

Ａ

Ｒ

会

長

・
ヒ
ュ
ー
。
ア
ー
チ
ヤ
ー
氏
を
迎

え
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
Ｒ
Ｏ
Ａ

Ｒ
Ｉ
Ｊ
が
組
織
さ
れ
、
汎
大
平
洋
的

に
交
信
活
動
し
て
い
る
こ
と
は
、
ロ

ー
タ
リ
ー
精
神
に
も
沿
う
大
切
な

一

つ
の
国
際
活
動
で
あ
ろ
う
。
今
後
、

一
般
会
員
に
も
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｊ
を
情

報
活
動
源
と
し
て
、
も
っ
と
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

（
泌
尿
器
外
科
医
）

駅
前
に
郷
土
史
碑

横
浜
本
郷
　
北
條
　
祐
勝

わ
れ
わ
れ
横
浜
本
郷
ク
ラ
ブ
の
あ

る
地
域
は
、
全
国
有
数
の
人
口
急
増

地
帯
横
浜
市
戸
塚
区
の
南
部
に
位
し

こ
こ
十
五
年
間
で
人
口
が
十
倍
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

種
々
の
住
民
問
題
が
山
積
し
て
い
る

が
、
中
で
も
新
旧
住
民
の
地
域
連
帯

感
が
欠
け
て
い
る
点
に
大
き
な
悩
み

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
横
浜

市
は
地
域
の
中
心
、
国
鉄
根
岸
線
本

郷
台
駅
前
に
市
民
の
心
の
ふ
れ
合
い

を
計
る
た
め
の
公
園
広
場
を
計
画
し

す
ば
ら
し
い
広
場
が
完
成
し
た
。
こ

の
時
に
当
っ
て
、
わ
が
本
郷
ク
ラ
ブ

は
、
地
域
住
民
に
ふ
る
さ
と
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
運
動
の
一
環
と
し
て

こ
の
駅
前
広
場
に

「本
郷
の
由
来
」

と
い
う
郷
土
の
歴
史
を
し
る
し
た
記

念
碑
を
贈
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

た
ま
た
ま
会
員
の
中
に
本
郷
郷
土

史
研
究
会
の
会
員
が
数
名
い
る
関
係

も
あ
っ
て
、
碑
文
を
郷
土
史
研
究
会

に
依
頼
し
黒
御
影
石
の
立
派
な
地
名

の
由
来
碑
を
贈
る
こ
と
が
で
き
た
。

去
る
四
月
三
日
駅
前
公
園
広
場
完
成

式
当
日
、
市
長
等
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
と
同
時
に
、
会
員
お
よ
び
会
員

の
か
わ
い
ら
し
い
お
孫
さ
ん
達
に
よ

っ
て
除
幕
式
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
で

地
域
住
民
の
だ
れ
も
が
地
域
の
歴
史

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
連
帯

感
が
強
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
謝

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
露
土
真
き

岩
内
ク
ラ
ブ
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業

木

田
金

次

郎

の
画
集

を
発

刊

岸
内
ク
ラ
ブ
で
は
、
満
二
十
周
年

の
記
念
事
業
に
、
明
日
へ
の
ロ
ー
タ

リ
ー
躍
進
の
た
め
、
地
域
社
会
に
心

が
通
う
奉
仕
を
と
い
う
願
い
で
、
岩

内
が
生
ん
だ
画
家

。
本
田
金
次
郎
の

画
集
を
発
刊
し
た
。

岩

内
　
池
田
　
正
朋

木
田
画
伯
は
有
島
武
郎

の
小

説

「生
ま
れ
出
づ
る
悩
み
」
の
モ
デ
ル

と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
没
後

二
十
年
と
い
う
こ
の
年
に
当
り
、
こ

の
画
集
発
刊
は
あ
ら
た
め
て
そ
の
画

業
が
地
域
の
大
き
な
文
化
的

。
歴
史

的
遺
産
で
あ
る
こ
と
の
再
認
識
を
促

す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
頒
布

金
は
岩
内
町
に
寄
贈
し
、
郷
土
に
美

術
館
建
設
の
願
い
を
託
し
て
い
る
。

（神

道
）
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名

刺

表

示

と
使

い
方

典塁
中
　
村
田
　
善
明

八
月
号
本
欄

。
長
井
さ
ん
の

提
唱
に
つ
い
て
、
小
生
は
こ
う

考
え
る
。

Ｒ
Ｉ
細
則
は
、
ク
ラ
ブ
の
名

称
を
商
業
上
の
目
的
に
利
用
す

る
こ
と
を
禁
止
し

（
一
六
条
二

節
）
、　
ま
た
グ
ラ
ス
大
会
決
議

二
九
―

一
二
は
、
Ｒ
Ｉ
役
員
が

他
団
体
の
地
位
に
関
連
さ
せ
て

ロ
ー
タ
リ
ー
の
役
職
名
を
印
刷

す
る
の
に
は
Ｒ
Ｉ
理
事
会
の
承

認
を
要
す
る
と
し
て
い
る
。

（手
続
要
覧
八
一
年
版
一
五
二
頁
）

し
た
が
っ
て
、

ロ
ー
タ
リ
ア

ン
が
所
属
ク
ラ
ブ
名
ま
た
は
そ

の
役
職
名

（
Ｒ
Ｉ
ま
た
は
地
区

の
そ
れ
を
含
む
）
だ
け
を
名
刺

に
表
示
し
、
商
業
上
の
目
的
以

外
の
機
会
、
た
と
え
ば
地
区
大

会
等

ロ
ー
タ
リ
ー
の
会
合
な
ど

に
他
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
こ
れ

を
渡
す
こ
と
は
、
な
ん
ら
禁
止

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（現
に
ガ
バ
ナ
ー
等
は
こ
の
よ

う
に
し
て
使
用
し
て
い
る
）

Ｒ
Ｉ
細
則
等
が
警
戒
す
る
の

は
、
長
井
さ
ん
が
言
わ
れ
る
よ

う
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
信
用
を
業

務
上
利
用
す
る
こ
と
な
の
で
あ

っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
無
関
係
に

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
目
的
で
使
用
す
る
こ
と

は
、
綱
領
の
精
神
に
も
合
致
し

な
ん
の
不
都
合
も
な
い
。
要
は

い
か
な
る
目
的
で
、
い
か
な
る

効
果
を
期
待
し
て
そ
の
名
刺
を

使
う
か
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
良

識
の
問
題
で
あ
る
。

（
４８
歳

・
会
員
歴

８
年

・
民
事
弁
護
ｔ
）

ク
ラ
ブ
名
の
一肩
書
の

あ
る
名
刺
を
使
用
中

京
都
東
　
藤
田
　
良

一

「友
」
八
月
号

。
名
刺
に
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
の
一月
書
は
い
け
な
い

の
か
、
と
い
う
横
浜
南
の
長
井

盛
至
さ
ん
の
記
事
を
拝
見
し
ま

し
た
。
た
し
か
に
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
で

す
が
、
私
は
考
え
ま
す
る
に
自

己
の
職
業
と
ク
ラ
ブ
名
と
二
月

書
に
併
記
し
た
名
刺
は
職
業
上

に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、

弊
害
が
起
ら
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ク
ラ
ブ
名
の
み
の

肩
書
の
あ
る
名
刺
を
ロ
ー
タ
リ

ー
に
関
連
の
あ
る
時
の
み
に
使

用
す
る
こ
と
は
何
ら
差
し
つ
か

え
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

現
に
私
は
十
年
前
よ
リ
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
お
よ
び
そ
の
家
族
の

冠
婚
葬
祭
、
地
区
大
会
、
そ
の

他
、　
ロ
ー
タ
リ
ー
に
関
連
の
あ

る
会
合
等
に
ク
ラ
ブ
名
２
月
書

の
あ
る
名
刺
を
堂
々
と
使
用
し

て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
ロ
ー
タ
リ
ー
に

関
連
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

ク
ラ
ブ
名
の
肩
書
の
あ
る
名
刺

は
相
手
方
に
よ
く
わ
か
る
と
共

に
、
自
分
も
大
変
便
利
で
あ
り

当
然
、
是
認
さ
れ
る
も
の
と
確

信
し
ま
す
。　
　
ｍ
犠
に̈
相
歴
）

ど
こ
で
会
っ
て
も

名
刺
交
換
し
よ
う

伊
勢
南
　
村
田
　
成
徳

「
ど
こ
で
あ
っ
て
も
、
や
あ
と

一百
お
う
よ
」
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ

ン
グ
が
あ
る
が
、
ソ
ン
グ
ど
お

り
で
き
な
い
の
が
日
本
人
の
癖

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
は
次
の
よ
う
な
提
案
を
い
た

し
ま
す
。

会
員
の
全
部
が
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
専
用
の
名
刺
を
作
成
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
名

刺
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
マ
ー
ク
を

入
れ
る
と
共
に
、
地
色
を
決
め

第

一
列
に
地
区
名

。
県
名

・
ク

ラ
ブ
名
を
記
し
、
第
二
列
は
氏

名
の
頭
に
は
職
業
分
類
と
ク
ラ

ブ
で
用
意
し
た
ゴ
ム
印
で
担
当

委
員
会
名
を
押
し
、
第
二
列
に

は
ク
ラ
ブ
事
務
所

。
例
会
場
の

所
在
地

。
電
話
番
号

。
例
会
曜

日

ｏ
時
間
を
印
刷
し
ま
す
。
裏

面
は
日
常
ま
た
は
業
務
上
使
用

し
て
い
る
名
刺
と
し
ま
す
。
そ

う
し
て
電
車
内
と
か
ホ
テ
ル
等

で
ロ
ー
タ
リ
ー
の
バ
ッ
ジ
を
見

つ
け
た
ら
「
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
」

と
、
こ
の
名
刺
を
差
し
出
せ
ば

相
手
も
必
ず
名
刺
を
差
し
出
す

こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
お
互
が
名
刺
の
表

裏
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
ク
ラ

ブ
や
事
業
所
の
事
柄
に
つ
い
て

話
が
弾
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
た

だ
し
貰
っ
た
名
刺
に
は
交
換
し

た
日
付
を
記
入
し
ま
す
。
そ
う

し
て
集
め
た
名
刺
を
ホ
ル
ダ
ー

等
に
貼
付
し
、
そ
の
結
果
を

一

年
に

一
度
ク
ラ
ブ
に
持
ち
寄
り

そ
の
年
度
に
最
も
多
く
蒐
集
し

た
会
員
を
親
睦
活
動
委
員
会
で

表
彰
す
る
よ
う
な
制
度
を
つ
く

れ
ば
、
全
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
は
よ
り
多
く
の
友
人
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（５９
歳
・
会
員
歴
１６
年
・
公
認
会
計
士
）

■
ご
投
稿
は
＝
ロ
ー
タ
リ
ー
や
「友
」

に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、
要
望
、
間

題
提
起
、
問
題
提
起

へ
の
意
見
、
回

答
な
ど
、
五
〇
〇
字
以
内
に
ま
と
め

て
お
送
り
下
さ
い
。
自
由
な
意
見
交

換
の
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ロータリーの友

第30巻 第12号

■ 現場からの提案 昨年 8月 ,当時の
スタン会長は世界理解と平和に役立つア

イデアを求めた 寄せられた約千件のア
イデアを紹介 (4～ 7頁 )

■ 一歩ずつあるいていこう ポリォで
苦しむマラウイの人々が,3Hプ ログラ
ムのおかげで救われている実状を紹介し

た

■ 現代の中学生 日常化した学校内暴
力と家庭内暴力,性質の違う二つの暴力
の背景を解明し,打開策を説く。日本青
少年研究所所長・千石保氏  (②、c頁 )
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岩
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善意の積み重ねを

第 266地 区ガパナー

(大阪)戸 田

私は公式訪間で多くのRCと ロータリアンか
ら貴重な教えを得ました。今後もガバナーとし

て捧げる時間,労力とは比べものにならない教
えを頂 くことと思います。

あるRCで奉仕の話をしていました。調査・
計画・実行という3段階のアプローチについて

具体例に及んだ時,「ガバナー, その前にまず
現実を知ることの大切さがあります !先 日放映

された日本青年の話をご存知ですか ?彼はある

国で幼児を 1万円で買いました。道端で母親が

幼児の手首を切 り落とそうとしていました.母

親は,不具にしなければこの子は大人になるま
でに飢え死にます。生かす為に手を切るのです .

彼は前後の見境なく幼児を買いました。どう育

てればよいでしょうか ?」 という話でした。

なるほどまず第 1に知ることから。例えば,

1万円で親子 4人の命を半年間支えることがで

き,幼児死亡率50%,飲料水不足で伝染病が多
発,紛事,飢餓,貧困,不信感が渦巻く国々の

実情や′私達の身近な地域社会に潜む問題を知

ること.第 2に RC会員はこれに対してどのよ
うな奉仕を行なっているかを知ること。第 3に

多くの事例を知り,そ のなかの意義深い奉仕に

勇気づけられ,各RC各会員に適した方法で奉
仕を行なうこと。第 4に奉仕の小ささを憂えな

いこと,すなわちひとつひとつは小さくとも心
の籠った,思いやりのある奉仕であれば周囲の
共感を呼び,参加への意欲を誘い,大 きく育ち,
多 く集まって世界中に友情の橋をかける具体的

で着実な奉仕に成長することを知ることであり

孝   (八 尾 )

ます .

◎ 5人の医師がネグロス島で正月を迎えます .

おせち料理も雑煮もありませんが無医村に住む

原地民の喜びがあります。遠い日本のロータリ

アンの善意に刺激されて,現地のRCも 医療奉
仕を行ない,善意の輪を広げています .

◎米山奨学生の僧がスリランカヘ帰り,孤児収
容施設を完成し40人の命を支え,100人 に増や
し, 日本の大乗の心を故国に灯す奉仕を行なっ

ている.ロ ータリアンの暖かい支援の広がりに

大統領も最大級の感謝をされた。

◎インド,東南アジアで命の泉,井戸掘削を行
なっています。第 1回国際理解賞受賞の岩村博

士のPHD運 動に協カ  ー.十数年医療奉仕を
続けられて地域に感銘を与えている会員,私財
を基金 として勤労背少年に奨学金を,美 しい花
を老人病院に届け続けて安らぎを, 6RC共同
のクリーン計画が地域の共感を得て成功, ロー

タリーの森が地域の憩いの場に,青少年交換に

熱意と協力,遺贈によりR財団,米山奨学会ヘ

心暖まる協力  .
私はこれら多くの実例に接し, 日本のあらゆ

る所で心をこめて実行されている奉仕に勇気づ

けられました。そしてまた善意による奉仕の積

み重ね以外に友情の橋をかける方法が見当らな

いことに気づきました.ロ ータリーには可能性

も,方法も,組織も,善意も存在 しています .

問題は誰が,いつ行なうか ? 私達ロータリア
ンが今すぐ行なわねばならぬことです .

(ビル経営 )
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ζ》襲話だヤ霞双百三ナー

RI第 250地区 (田 巻 寅三 ガバ ナ ー )の 第 3回 。ライ ラセ

ミナ ー は , 8月 20日 か ら 3日 間 ,帯 広 RCを ホ ス トと し
て ,帯 広 市 緑 ヶ丘 の帯広 児童 会館 を会場 に,地 区 内 60ク
ラブか ら推 せ ん され た青 少年 60人 をは じめ ,地 区 内の委

員 ,関 係 者 な ど,総 勢 140余名 を集 め て開 かれ た。

The 3rd R Y LA Serninar of District 250 was he d fOr three

days from August 20 at the Obihiro Chidren′ s Hal in

Midorigaoka′  Obihiro City′  vvith Obihiro RC as host 50
young people recon¬ mended by 60 RCs in the district,

district committeemen and others concerned′  tota ing
about 140 people′ attended the seminar(D‐ 250)

Sapporo Teine RC invited the students of Sapporo San‐
v・ 7akai to a vA/atermelon― picking picnic Sanwa― kal is a social

、″elfare organization to train mentally feeble persons over

18 years of age to become active members of society The
wife of prefectural Governor Dogakinal a sO participated n

the event and everybody enloyed the beautiful autumn day

together(D-251)

老 人 福 祉 セ ン タ ー に マ ッサ ー ジ 機 な ど を 贈 る

大阪府  豊 中南 (第 266地区 )で は,市立庄 内老人福祉 セ
ンターにマ ッサージ機 と碁盤一式 を寄贈 した。同セ ンタ

ーには, 1日 約 350人 ほ どの老人が来所 して,風呂やマ

ッサージ,国碁 などを楽 しんで いるが ,早速 , この 日か
らお年寄 りたちの利用が相ついだ .

Toyonaka South RC donated to the Municipal Shonal
VVelfare Center for the Aged a massage machine and a′

′
go′
′

game set  About 350 old peOple cOme to the center
everyday to enioy bath′ massage and to play the table game
′′
g。 '′ The old people are making fuH use of the gifts
(D-266)

精 神 障害 者 をス イ カ狩 りに招 待

北海道 札幌手稲 (第 251地区)では,18歳以上の精神障
害者を収容 し社会復帰を図つている社会福祉法人・ 札幌

三和会の生徒を会員が経営する松森農場に招待 し,ス イ
カ狩 りを行なつた.当 日は堂垣内知事夫人 も同行 され ,

秋晴れの空の下で楽 しい 1日 を過ごした .

ライラセ ミナー を開催



ろ
本のレ・一̈

占
千

ク
リ
ス
マ
ス
の
起
源

東
北
大
学
名
誉
教
授

　

水ヽ
野
一
　

”為
計
（

英
語
の
０
軍
，
日
あ
は
０
ギ
●
十
〓
”
脇

↑
ヽ
サ
、
聖
祭
、
聖
餐
式
）
の
意
。
Ｘ
）８
３

と
書
く
の
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
ｘ
コ
Ｍ
日
ｏ
Ｍ

の
頭
文
字
Ｘ
の
略
で
あ
る
。

イ
エ
ス
・
ク
リ
ス
ト
の
誕
生
日
は
紀
元

前
四
年
だ
が
月
日
は
不
明
。
最
初
の
降
誕

祝
い
は
紀
元
二
百
年
頃
五
月
二
十
日
に
行

な
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
三
百
年
頃
か

ら
十
二
月
二
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
、
三
二
五
年
の
ニ
ケ
ー
ア
の
宗

教
会
議
で
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
翌
年

一

月
六
日
ま
で
を
ク
リ
ス
マ
ス
・
シ
ー
ズ

ン

と
定
め
た
の
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
民

族
が
祝
う
冬
至
祭
に
当
て
た
も
の
で
、
年

一
度
の
大
騒
ぎ
を
す
る
ロ
ー
マ
人
の
サ
タ

ー
ネ
リ
ア
祭
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祝
祭
に

変

っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
神
父
フ
ロ
エ

ス
が
永
禄
八
年
京
都
で
開
い
た
の
が
最
初

で
、　
一
般
化
し
た
の
は
明
治
時
代
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
の
こ
と
で
あ

っ

，た
。
　
　
　
　
　
（宮
城
県
・仙
台
Ｒ
Ｃ
会
員
・
同
Ｒ
Ｃ
で
）

贋
作
に
ご
注
意

大
阪
市
立
博
物
館
学
一ム
課
長
　

森

口
　

隆

次

最
初
か
ら
だ
ま
す
日
的
で
作

っ
た
贋
作

に
は
、
Ｏ
本
物
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
真

似
る
。○
い
く
つ
か
の
本
物
を
合
成
す
る
。

（浮
世
絵
に
多
い
）
○
も
と
も
と
古
い
そ
れ

ら
し
く
見
え
る
も
の
に
落
款
を
入
れ
る
。

（室
町
時
代
の
小
栗
宗
湛
は
文
献
上
で
は

多
く
の
絵
を
描
い
て
い
る
の
に
現
在
ま
れ

に
し
か
見
な
い
。
宗
湛
の
絵
は
雪
舟
と
よ

く
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
よ
り
有
名

な
雪
舟
の
絵
と
し
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
）

Θ
勉
強
の
た
め
の
模
写
で
非
常
に
精
密
な

出
来
の
も
の
に
後
世
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
落
款

を
入
れ
た
も
の
。
〇
本
物
で
は
あ
る
が
よ

り
高
価
に
す
る
た
め
さ
ら
に
手
を
加
え
た

も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
最
近
は
写

真
製
版
で
和
紙
に
印
刷
、
彩
色
加
工
し
た

も
の
も
あ
る
。

納
得
づ
く
の
贋
物
も
あ
る
。
江
戸
時
代

に
は
格
式
に
よ

っ
て
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
も

が
あ
る
が
本
物
は
入
手
し
に
く
い
の
で
雪

舟
を
描
い
て
く
れ
、
応
挙
を
頼
む
と
と
い

っ
て
納
得
づ
く
で
描
か
せ
た
も
の
で
あ
る

真
贋
の
鑑
定
に

一
番
大
事
な
の
は
、
ま

ず
目
で
見
て
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
す
る

こ
と
。
本
物
は
必
ず
基
礎
が
き
ち
ん
と
で

き
て
い
て
不
自
然
さ
は
な
い
も
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
判
然
と
し
に
く
い
場
合
は
機
械

の
力
を
借
り
る
。
た
と
え
ば
紙
を
顕
微
鏡

で
調
べ
る
。
ミ
ツ
マ
タ
の
紙
だ
と
す
る
と

天
明
以
前
に
は
な
い
紙
な
の
で
、
天
明
以

前
の
作
者
の
落
款
が
あ
れ
ば
贋
作
と
す
ぐ

わ
か
る
。
紫
外
線
を
当
て
て
絵
の
具
の
質

を
調
べ
る
。
こ
れ
は
西
洋
美
術
で
よ
く
応

用
さ
れ
て
い
る
。

肉
眼
で
も
顕
微
鏡

で
調
べ
て
も
わ
か
ら

な
い
場
合
、
積
極
的
に
贋
物
と
断
じ
ら
れ

な
い
の
で

一
応
本
物
と
し
て
扱
う
。

だ
ま
さ
れ
ぬ
た
め
の
五
戒
。
○
名
前
に

惑
わ
さ
れ
ぬ
こ
と

（落
款
を
隠
し
て
絵
そ

の
も
の
を
よ
く
見
る
）
○
評
価
の
高
い
も

の
は
市
価
よ
り
安
く
値
が
つ
い
て
も
心
許

さ
な
い
こ
と
。
○
古
め
か
し
さ
に
惑
わ
さ

れ
ぬ
こ
と

（本
物
や
い
い
も
の
は
雑
な
取

扱
い
は
さ
れ
て
い
な
い
）
Θ
伝
来
の
も

っ

と
も
ら
し
さ
に
注
意

（大
名
、
神
社
な
ど

の
出
物
に
は
案
外
本
物
は
少
な
い
）
①
欲

心
に
駆
ら
れ
て
の
掘
出
し
物
は
引

っ
か
か

り
や
す
い
。
　
　
　
　
　
　
実
阪
西
北
Ｒ
Ｃ
Ｓ
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縁

（え
に
し
）

大
阪
東
淀
　
大
津
　
久
直

米
国
か
ら
交
換
学
生
サ
リ
ー
嬢
を

迎
え
る
日
が
後
十
日
余
り
に
迫
っ
て

き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、

こ
の
二
月
、
初
め
て
坂
本
会
員
の
お

嬢
さ
ん
を
米
国
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に

送
っ
た
縁
で
、
今
度
は
受
入
れ
る
側

シ
カ
ゴ
ク
ラ
ブ
が
初
め
て
東
京
西
と
姉
妹
提
携

去
る
十
月
十
五
日
、
東
京
西
ク
ラ

ブ

（第
二
七
五
地
区
）
は
ホ
テ
ル
・

オ
ー
ク
ラ
で
シ
カ
ゴ
ク
ラ
ブ
と
姉
妹

ク
ラ
ブ
を
締
結
し
た
。

シ
カ
ゴ
ク
ラ
ブ
は
世
界
最
初
の
ク

ラ
ブ
と
し
て
誕
生
、
現
在
六
五
〇
人

の
会
員
を
擁
し
、
別
名

″
ロ
ー
タ
リ

ｌ
ｏ
ワ
ン
‘
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
同

ク
ラ
ブ
に
は
世
界
中
の
ク
ラ
ブ
か
ら

姉
妹
ク
ラ
ブ
に
な
り
た
い
旨
の
申
込

み
が
殺
到
し
て
い
る
が
、
今
回
こ
れ

ら
に
先
が
け
て
、
初
め
て
東
京
西
ク

ラ
ブ
が
契
約
を
結
ん
だ
も
の
で
、
席

上
、
締
結
を
記
念
し
て
渋
谷
区
社
会

福
祉
協
議
会
に
対
し
、
双
方
か
ら
合

計
十
八
万
円
の
寄
付
を
行
な
う
な
ど

早
く
も
息
の
合
っ
た
友
好
活
動
が
披

露
さ
れ
た
。
写
真
は
シ
カ
ゴ
ク
ラ
ブ

の
Ｂ

・
ゲ
ッ
ト
ー
フ
会
長
に
日
本
人

形
を
贈
る
数
原
洋
二
会
長
。

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
い
ざ
そ
の
日

が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
い
い
年
を
し

て
何
か
し
ら
不
安
と
期
待
が
つ
の
り

胸
の
と
き
め
き
を
覚
え
る
の
は
ど
う

し
た
こ
と
で
し
よ
う
。

「縁
に
つ
る
れ
ば
唐
の
も

の
を
食

う
」
式
の
何
か
知
ら
思
い
が
け
ぬ
良

い
こ
と
が
と
い
う
受
身
で
気
楽
な
期

待
だ
け
で
割
り
切
れ
ぬ
気
持
で
す
。

こ
ち
ら
か
ら
派
遣
し
た
坂
木
さ
ん
の

お
嬢
さ
ん
の
場
合
は
、
私
た
ち
も
そ

れ
な
り
に
意
志
の
参
加
が
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
サ
リ
ー
嬢
の
身
に
な
っ

て
考
え
て
み
れ
ば
、
見
も
知
ら
ぬ
と

こ
ろ
で
あ
り
、
全
く
縁
そ
の
も
の
で

す
。
「縁
の
あ
る
の
が
誠
」
と
い
う
言
葉

が
こ
の
場
合
に
も
ビ
ッ
タ
リ
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
。
し
か
し
こ
の
神
様

の
ご
意
志
と
で
も
い
う
べ
き
縁
に
も

「縁
は
物
を
聞
き
も
し
、
見
も
す
る

心
」
と
い
う
積
極
的
な
働
き
か
け
の

意
味
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
サ
リ

ー
嬢
の
こ
れ
か
ら
の
人
間
形
成
の
中

で
、
今
度
の
日
本
留
学
が
大
き
な
成

果
と
な
り
、
成
長
の
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
、
こ
の
縁
を
大
切
に
大
切
に

育
て
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
医
接
機
製
輩

奉
仕
の
権
化

室

闘
　
佐
藤
　
政
治

斎
藤
脩
吾
さ
ん
、
七
十
八
歳
。
室

蘭
ク
ラ
ブ
会
員
。歯
科
医
院
を
営
む
。

生
ま
れ
は
新
潟
県
の
水
原
町
。
自
ら

夕越
後
人
の
ガ
ン
コ
老
′
と
い
う
だ

け
に
、
ガ
ン
コ
な
ま
で
に
社
会

・
職

業
奉
仕
に
徹
し
、
こ
の
ほ
ど
、
北
海

道
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
。斎
藤
さ
ん
が
二
十
歳
の
こ
ろ
、
病

気
で
死
線
を
さ
ま
よ
っ
た
時

「
も
し

助
か
っ
た
ら
社
会
の
た
め
に
役
立
つ

こ
と
を
し
よ
う
」
と
決
心
、
五
十

一

年
か
ら
こ
れ
ま
で
に
毎
年
、
市
に
多

額
な
寄
付
を
し
、
合
わ
せ
て
約
五
千

万
余
円
。
今
年
の
春
、
さ
ら
に
千
二

百
七
十
万
円
を
ボ
ン
と
寄
付
し
た
。

ま
た
日
中
、
席
を
外
さ
れ
ぬ
患
者
の

た
め
、
早
朝
五
時
か
ら
診
療
を
受
け

付
け
て
、
患
者
た
ち
か
ら
喜
ば
れ
、

マ
チ
の
人
呼
ん
で
「早
起
き
歯
医
者
」

と
い
う
。

私
生
活
に
も
厳
し
い
姿
勢
。
酒
、

タ
バ
コ
は
口
に
せ
ず
、
外
国
旅
行
も

し
た
こ
と
が
な
い
。生
活
信
条
は
「質

素
、
倹
約
」
で
、
そ
れ
に
徹
し
て
い

Ｚつ
。室
蘭
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
十
四
年

一
度
も
欠
席
せ
ず
、
毎
年
、
皆
勤
賞

を
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
会
長

を
や
り
、
米
山
記
念
奨
学
会
、
ポ
ー

ル
ハ
リ
ス
フ
エ
ロ
ー
に
も
協
力
し
て

お
り

「
私
の
寿
命
は
永
く
な
い
が
、

も
っ
と
も
っ
と
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

ち
た
い
」
と
言
葉
少
な
い
。

小
林
嘉
兵
衛

・
室
蘭
ク
ラ
ブ
会
長

は

「斎
藤
先
生
の
よ
う
な
方
は
、
ど

こ
探
し
て
も
い
な
い
の
で
は
な
い
か

な
　
。
わ
が
ク
ラ
ブ
の
誇
り
で
す
」

と
頭
を
下
げ
る
。
お
子
さ
ん
は

一
人

が
整
形
外
科
医
で
同
じ
ク
ラ
ブ
員
。

も
う

一
人
は
内
科
医
に
嫁
ぎ
、
こ
れ

ま
た
同
じ
ク
ラ
ブ
員
。

よ
し
夫
人

（七
四
）
と
は
今
年
、
金
婚
式
を
迎

ク
タ
０
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
開
発
行
）

■
岐
阜
県
　
岐
阜

（第
二
六
三
地
区
）
で

は
、
八
月
五
日
、
岐
阜
市
と
姉
妹
都
市
で

あ
る
プ
ラ
ジ
ル
の
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市
に
お

い
て
、
地
元
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
Ｒ
Ｃ
と
姉
妹

ク
ラ
ブ
提
携
の
調
印
式
を
行
な
っ
た
。

斉藤脩吾さん
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手
帳
の
曜
日
を
日
曜
日

か
ら
に
も
ど
す
べ
し

大

阪
　
伊
藤
　
恭

一

九
月
号
の
本
欄
、
小
山
の
江

部
円
次
郎
さ
ん
の

「手
帳
の
曜

日
に
つ
い
て
」
の
投
書
に
全
面

的
に
賛
同
し
ま
す
。
今
年
の
手

帳
を
入
手
し
た
時
、
早
速
意
見

を
の
べ
よ
う
と
思
っ
た
が
、
改

訂
の
理
由
も
示
さ
れ
て
い
な
い

し
、
ま
あ
使
っ
て
見
よ
う
と
使

い
出
し
た
が
、
今
日
ま
で
に
二

度
も
曜
日
を
取
り
ち
が
え
て
先

方
に
迷
惑
を
か
け
た
し
、
私
も

恥
を
か
い
た
。

戦
後
、
日
本
能
率
協
会
手
帳

を
二
十
年
ほ
ど
使
い
、
数
年
前

か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
手
帳
に
改
め

た
。ロ

ー
タ
リ
ー
手
帳
は
年
会
費

に
包
含
さ
れ
て
ま
す
の
で
、
た

だ
で
受
け
取
る
も
の
と
思
わ
れ

る
な
ら
大
き
な
誤
り
で
す
。
手

帳
委
員
会
の
存
在
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
編
集
部
の
説
明

の
市
販
や
外
国
の
手
帳
云
々
は

自
己
弁
護
で
す
。
継
続
性
を
第

一
と
す
る
手
帳
を
思
い
つ
き
で

改
変
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

「過
ち
を
改
む
る
に
憚
る

こ
と
な
か
れ
」
を
手
帳
委
員
会

に
呈
上
し
ま
す
。

（
６８
歳

。
会
員
歴
１９
年

・
綿
織
布
）

ロ
ー
タ
リ
ー
の
用
字

田
筆
頭
に
つ
い
て
思
う

い
わ
き
小
名
浜
　
稲
島
　
　
正

現
在
の
日
本
国
内
で
印
刷
発

行
さ
れ
る
新
聞
、
雑
誌
等
や
公

文
書
は
、
す
べ
て
一
九
八

一
年

十
月
か
ら
の

「常
用
漢
字
表
」

に
よ
る
こ
と
と
承
知
し
て
い
る

が
、

「友
」
を
は
じ
め
と
す
る

ロ
ー
タ
リ
ー
関
係
文
書
は

「常

用
漢
字
表
」
以
外
の
用
字
用
語

が
多
い
。
当
用
漢
字
表
と
違
っ

て
、
制
限
か
ら

「目
安
」
へ
変

わ
っ
た
と
は
い
え
、
目
に
あ
ま

る
も
の
が
あ
る
。

た
と
た
ば
当
用
漢
字
表
以
来

三
十
六
年
以
上
も
認
め
ら
れ
て

い
な
い
挨
拶

（あ
い
さ
つ
）
と

い
う
用
語
が
依
然
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
…
…
。

若
手
会
員
の
増
強
を
推
進
し

て
も
、
彼
等
は
読
め
な
い
ロ
ー

タ
リ
ー
文
書
を
理
解
で
き
ず
、

定
着
し
な
い
結
果
を
招
い
て
い

る
と
思
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
・
ソ
ン
グ
の
「表

外
音
訓
」
は
現
行
ノ
ン
グ
の
歴

史
的
価
値
を
認
め
て
カ
ナ
を
ふ

れ
ば
よ
い
と
し
て
も
、

「友
」

を
は
じ
め
、
ガ
バ
ナ
ー
月
信
、

ク
ラ
ブ
週
報
、
そ
の
他
の
文
書

は
、
正
し
い
日
本
語
＝
常
用
漢

字
表
の
範
囲
内
の
字
数
と
音
訓

と
い
う
意
味
＝
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。（５９

歳

・
会
員
歴
１０
年

。
新
開
発
行
）

■
ご
投
稿
は
＝
ロ
ー
タ
リ
ー
や
「
友
」

に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、
要
望
、
間

題
提
起
、
問
題
提
起

へ
の
意
見
、
回

答
な
ど
、
五
〇
〇
字
以
内
に
ま
と
め

て
お
送
り
下
さ
い
。
自
由
な
意
見
交

換
の
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
せ
ば
な
る

新

井
　
岩
沢
　
岩
雄

古
稀
を
迎
え
、
学
窓
を
出
て
か
ら

半
世
紀
に
な
り
か
け
た
。
当
時
は
ソ

ー
ダ
エ
業
界
の
機
械
技
師
を
夢
み
て

大
い
に
張
り
切
っ
て
い
た
。
最
初
に

担
当
し
た
の
は
硬
化
油
係
で
あ
っ
た

硬
化
油
は
原
料
の
魚
油
を
硫
酸
や
ア

ル
カ
リ
で
精
製
し
、

ニ
ッ
ケ
ル
触
媒

と
共
に
水
素
を
圧
縮
循
環
し
て
濾
過

す
る
と
清
浄
な
油
と
な
り
、
冷
め
る

と
固
体
に
変
る
。
魚
油
に
は
鰯

・
鰊

。
烏
賊
等
の
油
が
あ
り
、
そ
の
臭
気

で
食
事
に
は
困
っ
た
。

こ
の
職
場
は
傾
斜
地
を
利
用
し
た

の
で
魚
油
は
重
力
で
下

へ
移
動
し
、

製
品
は
蒸
気
で
温
め
ら
れ
た
二
重
管

で
上
の
倉
庫
に
圧
送
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
職
場
は
階
段
が
多
く
、
手
招

や
踏
板
等
は
魚
油
と
埃
で
常
に
べ
と

つ
き
、
昇
降
に
は
滑
ら
ぬ
よ
う
気
を

配
っ
て
い
た
。
貯
槽
、
還
元
機
、
真

空
乾
燥
器
、
循
環
ボ
ン
プ
、
フ
ィ
ル

タ
ー
プ
レ
ス
、
二
重
管
、
ス
チ
ー
ム

ト
ラ
ッ
プ
等
の
名
称
を
覚
え
製
造
工

程
図
を
作
り
重
宝
が
ら
れ
て
い
た
。

終
戦
後
の
あ
る
時
、
硬
化
油
係
長

に
Ｎ
氏
が
任
命
さ
れ
た
。
職
長
は
Ｋ

氏
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
協
力
し
て
創

業
以
来
付
着
し
て
い
た
油
脂
を
清
掃

す
る
こ
と
を
発
案
、
実
行
し
、
つ
い

に
、
そ
の
初
志
を
貫
徹
し
た
の
で
あ

る
。
夏
と
は
い
え
毎
日
早
出
残
業
を

繰
返
し
、
清
掃
に
努
力
し
て
も
、
時

間
外
手
当
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
。

と
に
か
く
清
潔
な
職
場
に
衣
替
え
し

た
の
で
あ
る
。
ス
ク
レ
ー
パ
と
力
性

ソ
ー
ダ
で
魚
油
と
埃
を
拭
え
ば
元
の

姿
に
な
る
の
は
当
然

で
あ

る
が
、

「
な
せ
ば
な
る
」
の
実
績
を
残
し
た

Ｎ
氏
と
Ｋ
氏
は
既
に
な
く
、
硬
化
油

係
も
な
く
、
た
だ
冥
福
を
祈
る
の
み

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
（機
械
訓
練
指
導
）

■
岡
山
県
　
児
島

（第
二
六
九
地
区
）
で

は
、
去
る
五
月
二
十
五
日
、
甲
府
南

（第

二
六
二
地
区
）
ク
ラ
ブ
と
姉
妹
ク
ラ
プ
を

結
ん
だ
。
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
大
平

洋
地
域
大
会
参
加
の
折
、
飛
行
機
内
で
隣

同
志
に
座

っ
た
こ
と
か
ら
友
情
の
輪
が
広

が
り
、
海
と
山
の
ク
ラ
プ
の
友
好
の
途
が

開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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